


工事特記仕様書№１

図面番号

図 面 目 録

工 事 範 囲

建築工事図

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ａ０１

Ａ０２

Ａ０３

Ａ０４

Ａ０５

Ａ０６

Ａ０７

Ａ０８

Ａ０９

Ａ１０

Ａ１１

Ａ１２

Ａ１３

Ａ１４

Ａ１５

Ａ１６

Ａ１７

Ａ１８

Ａ１９

Ａ２０

Ａ２１

Ａ２２

Ａ２３

Ａ２４

工事特記仕様書№２

工事特記仕様書№３

工事特記仕様書№４

〃

工事特記仕様書№５

Ａ２５

Ａ２６

〃

〃

〃

〃

図面番号 工 事 範 囲図 面 内 容 図面番号 工 事 範 囲 図面番号 工 事 範 囲図 面 内 容 図 面 内 容 図 面 内 容

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

建築工事図

Ａ２７

Ａ２８

Ａ２９

Ａ３０

Ａ３１

Ａ３２

Ａ３３

Ａ３４

Ａ３５

Ａ３６

Ａ３７

Ａ３８

Ａ３９

Ａ４０

Ａ４１

Ａ４２

Ａ４３

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Ａ４４

Ａ４５

Ａ４６

Ａ４７

Ａ４８

Ａ４９

Ａ５０

Ａ５１

Ａ５２

Ａ５３

Ａ５４

Ａ５５

Ａ５６

Ａ５７

Ａ５８

Ａ５９

Ａ６０

Ａ６１

Ａ６２

Ａ６３

Ａ６４

Ａ６５

Ａ６６

Ａ６７

Ａ６８

Ａ６９

Ａ７０

Ａ７１

Ａ７２

Ａ７３

Ａ７４

Ａ７５

Ａ７６

Ａ７７

Ａ７８

Ａ７９

Ａ８０

Ａ８１

Ａ８２

Ａ８３

Ａ８４

Ｅ０１

Ｅ０２

Ｅ０３

Ｅ０４

Ｅ０５

Ｅ０６

Ｅ０７

Ｅ０８

Ｅ０９

Ｅ１０

Ｅ１１

Ｅ１２

Ｅ１３

電気設備工事図

〃

機械設備工事図Ｍ０１

Ｍ０２

Ｍ０３

Ｍ０４

Ｍ０５

Ｍ０６

Ｍ０７

Ｍ０８

Ｍ０９

Ｍ１０

Ｍ１１

Ｍ１２

Ｍ１３

Ｍ１４

Ｍ１５

Ｍ１６

Ｍ１７

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

工事特記仕様書№６

工事特記仕様書№６

改修前　改修後　外部・内部仕上表№１

配置図

改修前　改修後　内部仕上表№２

改修前　改修後　内部仕上表№３

改修前　改修後　内部仕上表№４

特記仕様書

メーカーリスト

分電盤結線図・器具姿図

幹線動力設備　改修後　全体平面図

電灯設備　改修前　全体平面図

電灯設備　改修後　全体平面図

コンセント設備　改修前　全体平面図

コンセント設備　改修後　全体平面図

弱電設備　改修前　全体平面図

弱電設備　改修後　全体平面図

自動火災報知設備　改修前　全体平面図

自動火災報知設備　改修後　全体平面図

幹線動力設備　改修前　全体平面図

特記仕様書№１

特記仕様書№２

機械設備　改修前　改修後　＜南棟＞平面図

機械設備　改修前　改修後　＜北棟＞平面図

機械設備　改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№２

機械設備　改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№３

機械設備　改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№４

機械設備　改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№５

機械設備　改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№６

機械設備　改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№７

機械設備　改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№２

機械設備　改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№５

機械設備　改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№６

機械設備　改修前　改修後　＜便所棟＞平面詳細図　

機械設備　改修前　改修後　＜北棟＞南面立面図

機械設備　改修前　改修後　＜南棟＞南面立面図

機械設備　改修前　改修後　＜便所棟＞立面図

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

建築工事図

〃

〃

〃

Ｓ０１

Ｓ０２

Ｓ０３

Ｓ０４

Ｓ０５

Ｓ０６

Ｓ０７

Ｓ０８

Ｓ０９

Ｓ１０

Ｓ１１

Ｓ１２

Ｓ１３

Ｓ１４

Ｓ１５

Ｓ１６

Ｓ１７

Ｓ１８

Ｓ１９

Ｓ２０

Ｓ２１

Ｓ２２

Ｓ２３

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

木構造耐震補強工事特記仕様書

木構造特記仕様書№１

木構造特記仕様書№２

改修前　改修後　＜南棟＞基礎伏図

改修前　改修後　＜北棟＞基礎伏図

改修前　改修後　＜南棟＞床伏図

改修前　改修後　＜北棟＞床伏図

改修前　改修後　＜南棟＞柱・壁伏図

改修前　改修後　＜北棟＞柱・壁伏図

改修前　改修後　＜北棟・南棟共通＞基礎詳細図

改修前　改修後　＜南棟＞陸梁伏図

改修前　改修後　＜北棟＞陸梁伏図

改修前　改修後　＜南棟＞小屋梁伏図

改修前　改修後　＜北棟＞小屋梁伏図

改修前　改修後　＜南棟＞軸組図№２

木構造特記仕様書№３

改修前　改修後　＜南棟＞軸組図№１

改修前　改修後　＜北棟＞軸組図№１

改修前　改修後　＜北棟＞軸組図№２

補強詳細図

改修前　改修後　＜便所棟＞基礎伏図、土台・柱・壁伏図

改修前　改修後　＜便所棟＞梁伏図、小屋伏図

改修前　改修後　＜便所棟＞軸組図

〃 改修前　改修後　＜便所棟＞軸組図Ｓ２４

仮設計画図（内部廻り）№２建築工事図

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№５

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№６

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№７

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№８

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№９

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№１０

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№１１

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№１

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№２

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№３

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№４

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№５

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№６

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№７

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№９

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№８

改修前　＜北棟・南棟＞床伏図

改修後　＜北棟・南棟＞床伏図

改修前　改修後　＜南棟＞天井伏図№１

改修前　改修後　＜南棟＞天井伏図№２

改修前　改修後　＜北棟＞天井伏図№１

改修前　改修後　＜北棟＞天井伏図№２

改修前　＜北棟・南棟共通＞建具符号図

改修後　＜北棟・南棟共通＞建具符号図

改修前　改修後　建具表№１

既　設　建具表№２

既　設　調整建具表№１

撤　去　家具詳細図

改修後　家具詳細図№１

改修後　各部詳細図№１

改修後　各部詳細図№２

改修後　各部詳細図№３

改修前　改修後　＜便所棟＞外部・内部仕上表

改修前　改修後　＜便所棟＞平面詳細図　

改修前　改修後　＜便所棟＞立面図

改修前　改修後　＜便所棟＞矩計図

改修前　改修後　＜便所棟＞展開図

改修前　改修後　＜便所棟＞天井伏図

既　設　改修前　改修後　＜便所棟＞建具符号図、建具表

仮設計画図（外部廻り）・小屋裏面仮設工事図

仮設計画図（内部廻り）№１

Ａ８５

Ａ８６

Ａ８７改修前　改修後　＜南棟＞展開図№３

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№４

改修前　改修後　＜南棟＞平面図

改修前　改修後　＜北棟＞平面図

改修前　＜北棟・南棟＞屋根伏図

改修後　＜北棟・南棟＞屋根伏図

改修前　＜南棟＞立面図

改修後　＜南棟＞立面図

改修前　＜北棟＞立面図

改修後　＜北棟＞立面図

改修前　＜渡り廊下＞立面図

改修後　＜渡り廊下＞立面図

改修前　改修後　＜北棟・南棟＞断面図

改修前　＜南棟・北棟＞矩計図

改修後　＜南棟・北棟＞矩計図

改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№１

改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№２

改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№３

改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№４

改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№５

改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№６

改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№７

改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№１

改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№２

改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№３

改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№４

改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№５

改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№６

改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№７

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№１

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№２

改修後　＜北棟・南棟・便所棟＞平面図

改修前　＜北棟・南棟・便所棟＞平面図

A00

図面目録

意匠 一級建築士　第320204号　前野　将輝

一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠 平成25年 3月28日 NS
項

縮 尺図 面 名 称
事

記
図面番号工 事 名 称設 計 年 月 日

特
白川小学校耐震工事設計

前　野　初　像一級建築士　大臣登録第117489号

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

前 野 建 築 設 計会社
株式



・施工方法及び検査に関する事項

特 一級建築士事務所　知事登録第1-699号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記 株式
会社 前 野 建 築 設 計事

図 面 名 称 縮 尺一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像項
NS

白川小学校耐震工事設計

平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

工 事 特 記 仕 様 書
Ⅰ．工事名称

Ⅱ．工事概要

　１　工事場所

　２　敷地面積

３　工事内容

　　　　棟名称

　　　　構造　

　　　　建築面積

　　　　延べ面積

　　　　工事項目

Ⅲ．建築改修工事仕様

　１　共通仕様

２　特記仕様

　　(1)　項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

(2)　特記事項は、○印の付いたものを適用する。

特記事項章 項目

１

 
一

般

共

通

事

項

１）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

２）公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

・監督員と協議し決定する。

　 　施工可能日　・　指定なし　

 　 　　　　　　 ・　一部に土、日曜日、祝祭日施工あり

　　 施工可能時間帯　・　指定なし　・　　時　～　　時

     概成工期　・　指定なし　・　　　年　　月　　日

・工事着手は住民説明会開催（請負者も出席のこと）後とする。

　※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手までに

　　市監督員の承諾を得ること。

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

４）建築工事標準詳細図

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

３）木造建築工事標準仕様書

　※　工事車両の出入りについては、登下校時間を避け、安全確保に十分配慮すること。

　※　工事作業については、学校運営に支障をきたさないよう工事の遂行に必要な施工体制を確保すること。

　※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防止に努めること。

　※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに提出し

　　工事の遂行に影響の無いよう努めること。

　※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、

　　作業に着手する事とし又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意をもって地元調整を行い、

　　工事の再開は市監督員の承認を得てから行うこと。

　※　工事期間中、現場内入場者、近隣関係者へ危害を与えないよう注意し、かつ周辺道路等に資材を落下させたり、

　　ほこり等を飛散させないよう万全の注意を払うこと。又、夏休み等学校休校日であっても児童等が利用して

　　いる場合があるので注意を払うこと。

　※　夏季冬季休業期間以外での斫り等騒音を伴う作業は土曜日に行うことを原則とする。

　※　大型車両進入時には誘導員を配置し、通行人及び敷地周辺の安全確保に配慮すること。

　※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

　※　工事期間中、工事に起因し既存施設破損等を与えた場合は、工事請負者の責任において速やかに

　　現状復旧するとともに監督員に報告書を提出すること。

　※　設計書に明記なくとも、機能上及び構造上当然必要と認められるものは本工事に含む。

　　なお、内訳書の数量は参考とし、当図面を優先する。

工程 作業の有無 分別解体等の方法

造成等 ・ 有　・ 無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

基礎・基礎ぐい ・ 有　・ 無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

上部構造部分・外装 ・ 有　・ 無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

屋根 ・ 有　・ 無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

建築設・内装等 ・ 有　・ 無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

その他 ・ 有　・ 無 ・手作業

（　　　） ・手作業、機械作業の併用

・部分引き渡しあり　　・部分使用あり

　埋蔵文化財の調査が行われる場合は協力すること。

・発見された場合、発掘調査等の実施あり

・発掘調査等の実施あり

・本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等

に関する法律」（平成12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。）施行令で定める建設工事の

規模に関する基準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の

実施について適正な措置を講ずることとする。

工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

分別解体等の方法

・　引き渡しを要するもの

　　　・なし　　・ 

　　　処理方法（　　　　　　　 　）

・　現場において再利用を図るもの

　　　（　　　　　　　 　　　　　　　）

・　再資源化を図るもの

　　・　セメントコンクリート塊

　　・　アスファルトコンクリート塊

　　・　建設発生木材

・　引渡を要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し、監督員へ提出すること。

・　引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、

　　資源の有効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、

   「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に処理し、監督員に報告すること。その他関係法令によるほか、

   （マニフェストA、B2、D、E票を提示すること。）

・　成形板等の解体・撤去にあたっては、事前にアスベスト含有に係る施工調査を行う。

　　含有が判明した等の場合、改標仕(9.1.5)に従い処理する。

再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、請負者は受注時において工事請負代金額が１億円以上の工事について

は、工事着手前及び工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」及び「再生資源利用促進計画書（実施書）」を

監督員に提出すること。

また、工事着手前にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へデータを入力し、工事完了時には実績

報告を行うこと。

時期 (　平成　　年　　月　　日～　）

指定部分（ 　　　　　　　　　　　）

(3)　項目欄に記載の【　】内表示番号は標仕、（　）内表示番号は改標仕、＜　＞内表示番号は木標仕の該当項目等を示す。

(1.3.5)

(1.3.8)

1.適用基準等

2.施工条件

3.部分引渡し、

  部分使用

4.埋蔵文化財調査

5.発生材の処理等

6.建設副産物情報

　交換システムの利用

白川小学校耐震工事

校舎棟（北棟、南棟）／便所棟

－

木造
－
校舎棟：1239.93 ㎡　　　便所棟：30.97 ㎡
外壁改修、内部改修、耐震改修

亀山市白木町2739

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書」、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」（以下「標仕」という）、

　　「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（以下「改標仕」という。）及び「木造建築工事標準仕様書」（以下「木標仕」という。）による。

7.三重県産業

   廃棄物税

　なお、この期間を超えて請求することはできない。

　また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することはできない。

支払請求を行うことができる。

４月１日から８月31日までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して

本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、請負者が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の

適用する

職種別に可能なものについては、積極的に活用すること。

調査範囲及び調査方法　・工種別の特記による

補修方法　・　図示（図面番号：　　　　）　・（　　　　　）

１）本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とするほか国土交通省大臣官房官庁

２）製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、三重県「環境物品等の調達方針」に従い、

　　あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に準拠した証明書を、

　　監督員に提出すること。

(1.3.3)

(1.6.2)

(1.5.2)

(1.5.3)

　　営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿」（平成24年版）

　　に努めること。

　　（以下「評価名簿」という。）と同等とする。品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用

8.電気保安技術者

9.技能士

10.施工数量調査

11.調査のための

   破壊部分の補修

12.建築材料等

３）木材は原則として地域材を使用し、調達出来ない場合は県産材、国産材の順に使用すること。なお、県産材については

　　「三重の木」認証材を優先して使用すること。併せて、備品及び消耗品（木材を原材料として使用した製品を含む）

　　については、亀山市グリーン購入方針に規定する物品を使用すること。

　　　　※註１）「地域材」とは、亀山市内の森林から産出された木材とすること。なお、使用の確認については、

　　　　　　　　受注業者からの材料承認願等によるものとする。

　　　　※註２）「県産材」とは、三重県内の森林から産出された木材で、「三重の木」とは、三重県産の丸太を使用し、

　　　　　　　　一定の規格基準に適合することを『「三重の木」利用推進協議会』により認証された木材製品をいう。

４）本工事では三重県リサイクル製品利用推進条例に基づき性能、品質、数量、価格等について考慮し、

　　優先的に認定製品を使用すること。入手困難な場合等においては監督員と協議すること。

５）本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、F☆☆☆☆以上とする。

　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

適用

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

学校,教育施設

住宅

その他

施設用途 ホルムアルデヒド トルエン キシレン エチルベンゼン スチレン パラジクロロベンゼン

・　測定対象室及び測定箇所数（・　図示　　・　空き部屋１戸にて実施）

・　測定対象室は、協議の上決定する。

・　図示（図面番号：　　　　）　・（　　　　　　）

　測定方法（・パッシブ法　・　アクティブ法）

　報告書提出部数　２部

(1.6.9)

13.化学物質の

　濃度測定

公共建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による。14.特別な材料の工法

低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定された建設機械の使用に努めること。15.騒音・振動の防止

営繕工事写真撮影要領(国土交通省大臣官房官庁営繕部 (平成24年版)）に従い撮影する。

電子納品とし、次のものを提出する。

　CD　　部数は「19 電子納品」を参照

16.工事写真

作成する（・　完成図　・　保全に関する資料　・　）　　　　　　 

完成図作図範囲

　　（配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等　）

　完成図はＣＡＤにより作成することとし、著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

(1.8.2)

17.完成図

デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。（Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）　１部
箇所数は外観４面各室２面程度とし、規定の箇所数が確保できない場合には、監督員と協議すること。

・　アルバム　１部

　　（大きさ335㎜×290㎜程度、カラー）

18.完成写真

工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

　（提出部数　・　２部　・　　部）

工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。　　　　 

　（提出部数　・　２部　・　　部）

19.電子納品

施工範囲

・　図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

・　図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

・　自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

・　駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び　操作スイッチ

施工図

・　設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受けること。

20.設備工事との

　取合い

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げ共、在来にならい補修する。

工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事事故発生報告書を

(1.3.12)

21.既存部分への

  処置

22.事故報告

暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第１０号）を受けた場合の措置について

　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

　監督員が指示する期日までに、監督員に提出すること。

(1)受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第８号）による不当介入を受けた場合は、

23.不当介入を

  受けた場合の措置

(2)(1)により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに発注者に報告すること。

   発注者への報告は文書で行うこと。

(3)受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、

   発注者と協議を行うこと。

　 断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、

　 捜査上必要な協力を行うこと。

消火器の設置届については、電気及び機械設備にて設置届が不要な場合は、建築にて設置届を提出するものとする。

防火対象物使用開始届については書類の作成（建築図面の用意及び建築に関する部分の記述）を行うこと。

24.消防提出書類

現場施工に着手するまでの期間

　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始される

までの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日に

ついては、請負契約締結後、監督員との打合せにおいて定める。

期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、

検査完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、後片付け等のみが残っている

検査終了後の期間

発注者が工事の完成を確認した旨、請負者に通知した日とする。

25.主任技術者

  又は監理技術者の

  専任を要しない期間

　契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画

（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認

に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理に関する

基本的事項を明らかにする。

　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

労働安全衛生法第30条第1項に規定する措置を講ずる必要がある場合、その措置を講ずべき者として、

同法第30条第２項の規定に基づき、本工事の請負者を指名する。

この場合における指名への同意は、本工事の請負契約を締結することにより得られたものとみなす。

建築基準法に基づき定められた区分等

地表面粗度区分　（　・Ⅱ　・Ⅲ　）

26.工事の一時中止

  に係る計画の作成

27.労働安全衛生法

  防止措置

  に基づく労働災害

28.建築基準法に基

  づき定まる風圧

  及び積雪荷重

基準風速Vo=34m/s

三重県建設工事請負契約書第52条第1項の規定により、火災保険、建設工事保険又はその他の保険等に加入し、その加入証券等を

提示しなければならない。

(1)保険の目的物　　工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）

(2)保険の加入期間　工事着手後速やかに加入し、完成引渡しまでの間

(3)保険金額　　　　原則として請負金額に相当する金額

内部足場　・きゃたつ　・足場板　・（　　　）

外部足場の種別　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

防護シート等による養生　・　適用する　・　適用しない

２

 
仮

設

工

事

(2.2.1)

(表2.2.1)

29.火災保険等

既存部分の養生方法　　・図示（図面番号：　　　　　　　　　）

既存ブラインド・カーテンの養生

養生方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保管場所　・　構内既存施設内

固定された備品、机、ロッカーの移動

・　行う　　・　行わない

(2.3.1)

2.既存部分の養生

・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

合板　厚さ　・9mm　・（　　　）

せっこうボード　厚さ　・9.5mm　

合板又は石こうボードの塗装　・　行う　・　行わない

仮設扉の種別　（　・A種　・B種　・C種　）

(2.3.2)

(表2.3.1)

仮設扉の設置箇所　・図示（　　）

3.仮設間仕切り

監督員事務所の規模(単位:㎡)

・　構内建物内の一部を使用する。

・　設置する　　・　設置しない

面積　・　10㎡程度　・　20㎡程度　・　35㎡程度　

監督員事務所の仕上げ

装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り屋根

合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルジョン塗り内壁・天井

合板張り又はビニール床シート張り床

仕上げ部位等

(2.4.1)

4.監督員事務所

　　　・　70㎡程度　・　100㎡程度

FAX

インターネット冷暖房機器請負者加入電話

衣類ロッカー懐中電灯保護帽

温度計掛時計黒板・白板

　　台　　個　　個

数量

掃除具消火器種類

　　着　　足数量

雨合羽長靴種類

数量

書棚机・いす種類

(2.4.1)(b)

5.監督員事務所の

  備品等

構内既存の施設

・　利用できる　　・　利用できない

6.仮設便所

構内既存の施設　

・　利用できる（・　有償　・　無償）　・　利用できない

7.工事用水

構内既存の施設　

・　利用できる（・　有償　・　無償）　・　利用できない

　有償利用の場合において、本工事で新規受電又は既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因する

　電力料金は、本工事に含まれる。

8.工事用電力

・　約（　　）人・工事期間

配置　・　図示（図面番号：　　　）9.交通誘導員

３

 
土

工

事

1.埋戻し及び

　盛土

種別  　・ A種　  ・ B種　  ・ C種　  ・ D種

2.建設発生土

　の処理

・ 自由処分

・ 処分地指定　　処分地（　　　　　　　　）

・ 処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離 8km

【3.2.3】

【表3.2.1】

【3.2.5】

3.山留めの ・ 撤去

・ 存置　撤去

【3.3.3】

A01

工事特記仕様書№１

・　特別管理産業廃棄物　 ・　有(　　　　　　　 )　　

床・腰壁・天井材・瓦

1.足場

積雪区分（ 40 ）ｃｍ

延べ人数　約（１３６）人・日

組

個 個 台 台 台

個 個個台
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会社 前 野 建 築 設 計事
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一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠
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事

杭工事特記仕様書による。

・ 試験杭　　位置、本数及び寸法は図示(図面番号：　　）による。

・ 試験掘　　位置、本数及び寸法は図示(図面番号：　　）による。

支持地盤の位置、種類　・ 図示(図面番号：　　　）　・（　　　　）

4.水平方向の （     ）mm以下

　位置ずれ

試験方法　・ 鉛直載荷　　・ 水平載荷　　・ (        )

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

6.地盤の載荷

 試験 試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

試験方法　・ 平板載荷　　・ （　　　　　）　　　　　

位置　　　・ 図示(図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

報告書　　・ 提出部数　2部

位置　　　・ 図示(図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

報告書　　・ 提出部数　2部

【4.2.3】

【4.2.4】

1.杭の施工管理

3.杭の支持地盤

5.杭の載荷試験

2.試験杭及び試験掘

【4.2.2】

(参考表)

 
8.鋼杭地業

【4.3.2】

【4.3.3】

【4.3.4】

【4.3.5】

【4.3.7】

 

【4.4.2】

【表4.4.2】
【4.4.4】

【4.4.5】

【4.4.6】

【4.5.3】

・ PHC杭　

  ・ A種  ・ B種　・ C種　・ D種　・ E種　・ F種

・ SC杭　　

・ PRC杭

・ 上記以外の建築基準法に基づく杭

　　先端形状    ・ 開放型　　・ 閉そく型

施工方法

　・ 打込み工法　　(設計支持力　　　　　　)

　　　　　　　 　(打込み杭の推定支持力の算定方法　　　　　　　)

　・ 打撃工法　

　・ プレボーリング打撃併用工法

   （掘削深さ　設計GL　　m　掘削径　　mm）

　・ セメントミルク工法
　　　・ オーガーの支持地盤への掘削深さ 

　　　　　　　　(・(    )m　　・図示（図面番号：　　　）)

　　　・ 杭の支持地盤への根入れ深さ

　　　　　　　　(・(    )m　　・図示（図面番号：　　　）)

　・ 特定埋込杭工法 （建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

継手　　　　　・ アーク溶接　 ・ 無溶接継手　(工法:      )

杭頭の処理　　・ 行う　　 　　・ 行わない                

・ 鋼管杭　　　・ SKK400　　・ SKK490  

・ H形鋼杭　 　・ SHK400　　・ SHK490M

　　　径　　・ 300　　・ 350　　・　400　　・ 450　　・（　　　）

　　　長さ　(　 　)m

先端形状　　・ 開放形

補強方法　　・ 補強バンド　　・ （　　　　　）

継手　　　　・ JISA5525(鋼管ぐい)

施工方法

　・ 打込み工法　　(設計支持力　　　　　　)

　　　　　　　 　(打込み杭の推定支持力の算定方法　　　　　　　)

　・ 打撃工法　

　・ プレボーリング打撃併用工法

   （掘削深さ　設計GL　　m　掘削径　　mm）

　・ 特定埋込杭工法 （建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

　・ 杭頭の処理　　(・ 行う(・図示(図面番号：　　))　・ 行わない)

施工方法

　・ アースドリル工法

　・ リバース工法

　・ オールケーシング工法

　・ 鋼管コンクリート杭工法

拡底　　　・ 行わない　　　・ 行う(　　　)

鉄筋　　　

　・鉄筋の種類は標仕[5章2節]による

帯筋　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

鉄筋かごの補強

　・ 標仕[4.5.3](a)(ⅲ)による　　　・ 図示(図面番号：　　　)

孔壁の超音波測定　　・ 行う　　・ 行わない

種別 杭径(mm) 杭長 継手数 セット数

支持力(kN/本)

長期設計 備考

7.既製コンクリート杭

9.場所打ちコンクリート

　杭地業

【4.5.4】

【4.5.5】

10.地盤改良

11.砂及び砂利

12.捨コンクリート

13.床下防湿層

【表4.5.1】

【4.6.3】

【4.6.4】

【4.6.5】

コンクリートの種別　　・ A種　　・ B種

　設計基準強度　(　　　)N/mm2　　割増し(　　　)N/mm2

　セメントの種類　　・ 高炉セメントB種　　・ （　　　　　　）

　最小かぶり厚さ　（　　　）mm

・(深層改良（柱状改良工法）)工法

・ 六価クロム溶出試験

・ 室内配合試験

・ 一軸圧縮試験

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

厚さ(mm)    ・ 50  　・ （　　　　）             

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

施工範囲　　・ 図示(図面番号：S013）　

・防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

・ポリエチレンフィルム(厚さ　 ・ 0.15mm以上　　・ （　　　　　））　 　

　地業

　地業

５

 
鉄

筋

工

事
・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの

網目の形状、寸法

  鉄線の径 (mm)　・4　 ・5 　・6 　・ （　　　）

　寸法(mm)　　　 ・100×100　　 ・150×150　　　・ （　　　　）

90°未満の折曲げの内法直径　　・図示(図面番号：　　）

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

　・ 図示(図面番号：　　　　　）

継手位置

　・ 各部配筋参考図による

　・ 図示(図面番号：　　　　　）

軽量コンクリートで土に接する部分

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

耐久性上不利な部分(塩害を受けるおそれのある部分等）

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

抜取試験方法    ・ 超音波探傷試験    ・ 引張試験

種類の記号 径 備 考

・SD295A

・SD345 ・D19以上

・D16以下

・SD295B ・（　　　　）

径 部 位

・ 重ね継手

・ ガス圧接

D16以上

D19以上

【5.2.1】

【5.2.2】

【5.3.2】

【5.3.4】

【5.3.5】

【5.3.7】

1.鉄筋の種類

2.溶接金網

3.内法直径

4.継手

5.鉄筋のかぶり

6.各部配筋

　厚さ及び間隔

7.圧接完了後の試験

【5.4.9】

・ 機械式継手　　種類(　　　　　)

　　　　　　　　 工法(　　　　　)

　　　　　　　　 品質の確認方法(　　　　　)

　　　　　　　　 修正方法(　　　　　　)

　　　　　　　　 鉄筋相互のあき(　　)mm

・ 溶接継手      鉄筋相互のあき(    )mm

8.特殊な鉄筋の継手

【5.5.2】

　・ 標仕【5.3.4(c)(1)】による

種類

　・ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントA種

アルカリシリカ反応性による区分

　・ AL（コンクリート中のアルカリ総量を規制）

　・ A(安全と認められる骨材を使用）

　なお、ALで規制できない場合はAとし、その試験は、施工着手前、工事中1回/6ヶ月かつ産地が変わった場合に

信頼できる試験機関で行い、試験に用いる骨材の採取は、請負者立ち会いのもと、試験を行うこと。

行う者が、生コン工場のストックヤードから試料を採取して試験を

・ 特殊な骨材の使用

　　・ フェロニッケルスラグ細骨材

　　・ 銅スラグ細骨材

　　・ 電気炉酸化スラグ骨材

　　・ 再生骨材Ｈ

構造体強度補正値(S)

　・ 6N/㎡

【6.3.2】

【表6.3.1】

【6.3.3】

【6.8.2】

4.セメント

5.骨材

6.暑中コンクリート

【6.9.2】

【6.9.3】

【6.10.4】

9.軽量コンクリート

【6.11.1】

【表6.11.1】

　・ 普通ポルトランドセメントにJIS A 6206に適合するコンクリート

【6.12.1】

(6.13.2)

(6.15.3)

(6.15.8)

【6.14.1】

7.型枠

8.コンクリート

　強度試験

10.寒中コンクリート

11.無筋コンクリート

12.マスコンクリート

13.高い強度の

　コンクリート

材料    

　・ 複合合板

(厚さ(mm)    ・ 12    ・ （　　　）)

打増し厚さ

　・ 図示(図面番号：　　　　　）

誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地の位置、形状及び寸法

　・ 図示(図面番号：　　　　）

・ 断熱材の兼用

・ ＭＣＲ工法用シート

圧縮強度試験の供試体の材齢

　・ 材齢28日

　・ 型枠脱型用

　・ 材齢28日を超え91日以内

種別

・ 1類    ・ 2類

適用箇所(　　　　　)

　・ 上記以外の適用箇所 (　　　　　　)

設計基準強度

・ 18(N/mm2)　　 　・ (      )　(N/mm2)

スランプ

・ 18cm

・ 15cm

セメントの種類

　・ 高炉セメントB種

　　用高炉スラグ微粉末の4000を混合したもの

　・ 中庸熱ポルトランドセメント

　・ 低熱ポルトランドセメント

　・ フライアッシュセメントB種

スランプ

　・ 15cm    ・(       )

混和剤

　・ 標仕【6.13.2】(b)(1)による

　・ (           )

混和材料

　・ (        )

　　適用箇所 図示(図面番号：　　　　　）

型枠の存置期間

　・（　　　　　）

適用箇所

　・ 図示(図面番号：　　　　）

適用箇所  標仕【6.14.1】による

　・ 標仕【6.15.3】(b)(1)による

　・ 標仕【6.9.5】による

14.流動化コンクリート

(6.16.1)

(6.3.5)

(6.4.8)

15.混和材料 混和剤の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

混和材の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

　・ 標仕【6.3.5】(1)、【6.4.8】による

　・ 標仕【6.3.5】(1)、【6.4.8】による

６

 
コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

軽量コンクリートの設計基準強度

類別

　・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類　

合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

　・ A種    ・ B種    ・ C種

設計基準強度 Fc 適 用 箇 所 気乾単位容積質量 スランプ

・24(N/mm2) ・基礎・基礎梁 ・2.3t/m3程度 ・18(cm)

・21(N/mm2) ・土間 ・2.3t/m3程度 ・18(cm)

・捨テ ・2.3t/m3程度 ・15(cm)

設計基準強度 Fc 適 用 箇 所 気乾単位容積質量 スランプ

・　　　(N/mm2) ・　　t/m3程度 ・　(cm)

・

・ 

【6.1.3】

【6.1.4】

【6.2.2】

【6.2.3】

【6.11.1】

【6.11.3】

【6.1.5】

　使用骨材による

　種類及び強度

1.コンクリートの

2.レディーミクスト

　コンクリートの類別

3.コンクリート仕上り

【6.2.5】

普通コンクリートの設計基準強度

・18(N/mm2)

A02

工事特記仕様書№２

厚さ(mm)　　・ 60  　・ （ 50 ）

・ 図示(図面番号：S05,S06,S07,S20） 適用期間(11月21日～3月4日)
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防

水

改

修

工

事

７

・　P2E
・　E-1　・　E-2

・　P1E

・　B-1　・　B-2・　P1B

施工箇所種別工法

(3.1.4)

(3.3.3)

(表3.3.3～

表3.3.10)

  ・ 簡易接着性試験 　 　・ 引張接着性試験1.アスファルト防水

厚さ施工箇所種別工法

・　M4AS

・ AS-1

・ AS-3

・ AS-2
・ 2.5

・ 3.0

・ 4.0

(3.4.3)

(表3.4.1～

表3.4.3)

(3.4.3)(2)(3)

2.改質アスファルト

  シート防水

(3.3.3)(b)(c)(2)

(3.3.2)(h)

(3.3.3)(d)

断熱層工法の断熱材（P1BI、P2AI及びT1BI工法） 

　材質　・　押出法ポリスチレンフォーム3種b（スキン層付）

　厚さ　・　　

　脱気装置（M3D,P0D,P0DI,M3DI,M4DI）

　・　設ける（設置数量　・図示（図面番号：　　）、材質（　　））

　・　設けない

　保護層　　・　設ける　・　設けない

立上り保護　・乾式保護材( 　　　　　　　　 )　

　・れんが　(材種　・JＩS　R1250)

・　L4X
・　X-1　・　X-2

・　P0X

施工箇所種別工法

図示

脱気装置

　・　設けない

・　P2Y
・ 　 Y-2　

・　P1Y

施工箇所種別工法

　保護層　・　図示（図面番号：　　　　）

・FRP防水　ガラスマットⅡPLY+Ⅰサーフェースマット

材料

ポリウレタン系・　PU-2

ポリサルファイド系・　PS-2

変成シリコーン系・　MS-2

シリコーン系・　SR-2

シリコーン系・　SR-1

施工箇所材種種類

工法

・　シーリング充填工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　シーリング再充填工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　拡幅シーリング再充填工法

　　（拡幅幅　　㎜、拡幅深さ　　㎜）　

・　ブリッジ工法

　　（ボンドブレーカー幅　　mm、エッジング材幅　　mm）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シーリング材の試験

・　簡易接着性試験　・　引張接着性試験　 ・　行わない

(3.6.3)

(表3.6.1)

(3.6.3)(a)

(3.6.3)(b)

(3.7.2)

(表3.7.1)

(3.7.4～7)

(3.7.8)

　・　設ける（設置数量　・図示（図面番号：A33,A36）、材質（　　））

金属廻り

4.塗膜防水

5.ＦＲＰ防水

6.シーリング

施工箇所種別工法

・  S3S

・　S3SI ・　S-F2(SI-F2)

・  S-F1(SI-F1)

(表3.5.1)

(3.5.2)(b)

(3.5.3)

　脱気装置

　・　設ける（設置数量　・図示（図面番号：　　）、材質（　　））

　・　設けない

絶縁用シート　・　発泡ポリエチレンシート　

脱気装置

　・　設ける（設置数量　・図示（図面番号：　　）、材質（　　））

　・　設けない

既存防水層下地がPCコンクリート部材の場合

　目地処理　・図示（図面番号：　　　　　　　　　　　　）

　増張り　　・図示（図面番号：　　　　　　　　　　　　）

(3.5.3)

3.合成高分子系

  ルーフィング

  シート防水

・　行う　・　行わない

　調査項目　・　ひび割れ部

　（・　幅0.2㎜、・　0.2㎜～1.0 ㎜、・　1.0㎜以上）

　　　　　　・　はがれ及びはく落部分

　　　　　　・　浮き部

　調査方法　・　打診、目視及びクラックスケール等

　（・　足場　　・　ゴンドラ）

　報告書　　２部　

　（立面図等に記載、必要に応じて写真添付）

外壁 種類 改修工法

・ コンリート打放し

仕上げ外壁

ひび割れ部

・　樹脂注入工法

・　Ｕカットシール材充填工法

・　シール工法

欠損部 ・　充填工法

・ モルタル塗り

仕上げ外壁

ひび割れ部

・　樹脂注入工法

・　Ｕカットシール材充填工法

・　シール工法

欠損部
・　充填工法

・　モルタル塗替え工法

浮き部

・　アンカーピンニング

・　注入口付アンカーピンニング

・　充填工法

・　モルタル塗替え工法

 
外

壁

改

修

工

事

　・　部分エポキシ樹脂注入工法

　・　全面エポキシ樹脂注入工法

　・　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　・　部分エポキシ樹脂注入工法

　・　全面エポキシ樹脂注入工法

　・　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

８ 1.施工数量調査

(4.1.4)

2.改修工法の種類

外壁 種類 改修工法

・ タイル張り仕上げ外壁

ひび割れ部
・ 樹脂注入工法

・ Ｕカットシール材充填工法

欠損部
・ タイル部分張替え工法

・ タイル張替え工法

浮き部

・ アンカーピンニング

　・ 部分エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法
・ 注入口付アンカーピンニング

　・ 部分エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法
　・ エポキシ樹脂注入タイル固定工法

・ タイル部分張替え工法

・ タイル張替え工法

目地
・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮目地改修工法

・ 塗り仕上げ外壁 新規仕上げ

・ 薄付け仕上塗材塗り

・ 厚付け仕上塗材塗り

・ 複層仕上塗材塗り

・ 可とう形改修用仕上塗材塗り

・ 各種塗料塗り

・ マスチック塗材塗り

新規仕上げ・ 左官仕上げ外壁 ・ 漆喰塗り

・　樹脂注入工法

種類　・　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法　

　　　　　　　　注入量（　　　）注入間隔（　　　）

　　　　　　　　注入量（　　　）注入口間隔（　　　）

　　　　　　　　注入量（　　　）注入口間隔（　　　）

　　材料

エポキシ樹脂JIS A6024(建築補修用注入エポキシ樹脂)

　　　・　低粘度形　・　中粘度形

コア抜取検査　・　行う　　・　行わない

　　　・抜取り個数（　　　　）

　　　・抜取り部分補修方法（　　　　）

・　Ｕカットシール材充填工法　

　　材料　・　シーリング用材充填

　　　　　　（　・ＰＵ－２　・（　　　））

　　　　　・　可とう性エポキシ樹脂充填

　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタル充填

　　　　　・　行う　・　行わない

・　シール工法

　　材料　・　パテ状エポキシ樹脂

　　　　　・　可とう性エポキシ樹脂

・　充填工法

　　材料　・　エポキシ樹脂モルタル

　　　　　・　ポリマーセメントモルタル

・ モルタル塗替え工法

材料　　・既製目地材の適用及び形状（　　　）

仕上げ厚　（　　　　）

仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の処置

・図示（図面番号：　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　　　アンカーピンの配置　　・　標準　　

　　材料　　・アンカーピン（　　　）

(4.2.2)(a)

(4.3.4)

(4.4.5)

(4.5.5)

(4.2.2)(b)

(4.3.5)

(4.4.6)

(4.5.6)

(4.2.2)(c)

(4.3.6)

(4.4.7)

(4.2.2)(d)

(4.3.7)

(4.4.8)

(4.2.2)(g)

(4.4.9)

(4.2.2)(e)

(4.4.10)

(図4.4.1)

　　　・　手動式エポキシ樹脂注入工法　　　

　　　・　機械式エポキシ樹脂注入工法　　　

3.改修工法等

7.外壁板仕上の工法

6.外壁下地の工法

5.外壁の木材等

＜表10.6.1＞

軒天(バルコニー・階段・庇)・ベランダ床面・排水溝立上・階段床

外壁・外部モルタル巾木・屋根庇・バルコニー見付

・　C-1　　・　C-2　　・　CM-2　　・　E　　・（　　　）

下地調整　(4.6.4)

　　10～15MPa

・高圧ポンプ

・デッキブラシ

10～15Mpa・ 水洗い工法

・ 塗膜剥離剤工法

　30MPa以上

・ 高圧水洗工法

・ サンダー工法

処理範囲工法

既存塗膜等の除去及び下地処理

＜10.6.3＞

・図示　　　・表 10.6.1による

・図示　　　・表 10.5.1による

＜表10.5.1＞

＜10.5.3＞

＜表10.1.1＞ ・図示　　　・表 10.1.1による

樹種

　材面の品質　　・造作用の場合は小節以上、広葉樹製材の場合は１等とする

材質等＜10.1.3＞ 材質　　　　　　　

含水率　　　　・ 15％以下　　　・ （　　）　　　　　　　

(4.6.3)
　及び下地処理

4.既存塗膜等の除去

(4.5.16)

(4.2.2)(h)

(4.5.15)

(表4.5.3)

(4.5.8)

(4.2.2)(h)

　　　・　行う（・　簡易接着性試験　・　行わない）

　　検査　シーリング接着性試験　

　　　（位置　　　　　　　　寸法　　　　×　　　　）

伸縮調整目地

・　伸縮調整目地改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　目地ひび割れ部改修工法

　　注入口付アンカーピンの配置　（　　本／㎡）

・注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

5～8

4～7

3～5

3～4

3～4

タイル側
4～6

下地側

塗り厚(mm)

・モザイクタイル貼り

・マスク張り

・改良圧着張り

・改良積み上げ張り

・密着張り

工法

・ 小口未満

・ 25mm角を超え小口未満
・ ユニットタイル

小口以上二丁掛け以下・ 外装　タイル

タイルの大きさタイルの種別

・　タイル張替え工法　

(4.5.7)

(4.2.2)(h)

(図4.4.4)

(4.4.15)

(4.2.2)(f)

(図4.4.4)

(4.4.14)

(4.2.2)(f)

(図4.4.3)

(4.4.13)

(4.2.2)(f)

(図4.4.2)

(4.4.12)

(4.2.2)(e)

(図4.4.2)

(4.4.11)

(4.2.2)(e)

Ⅲ類(陶器)Ⅱ類(せっ器)Ⅰ類(磁器) ぐすり
うわ

性
耐薬品

特注色役物
性有無
耐凍害区分

工法施工箇所 形状寸法

　　・役物（・一体成形　　・接着加工）

・試験張り　・　行う　・　行わない

・見本焼き　・　行う　・　行わない

・　変成シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、ポリウレタン樹脂

　　材料　　・　ポリマーセメントモルタル

・　タイル部分張替え工法

　　　　　　・注入口付アンカーピン（　　　）

　　材料　　・ポリマーセメントスラリー（　　　）

　　・　標準　　・（　　　）

　　　注入口付アンカーピン及び注入口の配置

・　注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　　材料　　・注入口付アンカーピン（　　　）

　　・　標準　　

　　　注入口付アンカーピン及び注入口の配置

・　注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　　材料　　・注入口付アンカーピン（　　　）

　　　注入口付アンカーピンの配置　　・　標準　　

・　注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　　材料　　・アンカーピン（　　　）

　　　アンカーピン及び注入口の配置　　・　標準　　

・　アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　　材料　　・アンカーピン（　　　）

　　　アンカーピン及び注入口の配置　　・　標準　　

・　アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

A03

工事特記仕様書№３

部材の種類

・　押出し200形（アルミ製手摺付）

・　押出し250形

・　押出し350形

・　押出し300形

・　板材折曲げ形（本体幅　　㎜、板厚　・　2.0㎜）

(3.9.2)(c)

(表3.9.1)

(3.9.3)(b)

固定金具の間隔　　mm　・　図示

固定方法　　・（図示）

表面処理　　・　A-1　　・　B-1

工法      既存笠木等の撤去

下地補修の工法

・図示（図面番号：　　　　　　　　　　　　　）

板材折り曲げ形の笠木の取付方法

・図示（図面番号：　　　　　　　　　　　　　）

笠木固定金具の工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応したか固定金具の間隔固定方法等は施工計画書

　として提出する。

(3.9.2)(d)

・図示（図面番号：A045）

7.アルミニウム製笠木

　調査範囲　・　全面　・（基礎コンクリート立上り面）



特 一級建築士事務所　知事登録第1-699号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記 株式
会社 前 野 建 築 設 計事

図 面 名 称 縮 尺一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像項
NS

白川小学校耐震工事設計

平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1.長尺金属板 厚さ
材種 下葺

(mm)

・ 塗装溶融55%
 ・ アスファルト

アルミニウム－亜鉛
　 ルーフィング940

合金メッキ鋼板

屋根葺形式 備考

瓦棒葺 ・0.6

 
屋

根

及

び

と

い

工

事
2.折板葺

山の高さ 山のピッチ
緊結方法 板厚(mm)

(mm) (mm)

・ 0.8 ・ 90
・ (　　　　)

・ 0.6 ・ (150)
・ 重ね形

材種 軒先面戸板
・ はぜ締め形

・ 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ ・ あり

　 亜鉛合板めっき鋼板 ・ なし

・ ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

断熱材　　・ あり　種別・ ガラス繊維シート・ (発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ)

　　　　　　　　　 厚さ(mm)　　・ 5　　・ (　4　)

　　　　　・ なし

既設　桟瓦再利用（軒瓦・袖瓦共）

3.粘土瓦葺

4.とい

・ 雪止め瓦を使用する

材種　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)　　・ 配管用鋼管(白管)

　　　　　・ (　　　　　　)

工法

　鋼管製といの防露巻工法　　・ あり　　・ なし

種　類 大きさ 産　地 役物の種類 棟の工法

・ 瓦桟木の材種、寸法　　・杉又は桧　15×21

・ 棟補強用心材　　　　　・杉又は桧　30×40

９
【13.2.2】

【13.2.3】

【表13.2.1】

【13.3.2】

【13.3.3】

【13.4.2】

【13.4.3】

【13.5.2】

【表13.5.1】

【表13.5.2】

【表13.5.3】

【13.5.3】

【表13.5.4】

・ 引抜き耐力の確認試験を行う　　　　　　　　　　　　

　・ 引張試験　　・ (　　　　　　)1 0
 
金

属

工

事

1.あと施工アンカー

【14.1.3】

2.ステンレス 表面仕上げ　

　・ HL仕上げ　　・ (　　　　　　)

3.アルミニウム 表面処理

種別

　・ A-1 　・ A-2 　・ B-1 　・ B-2 　・ C-1 　・ C-2 　・ D

4.鉄鋼の亜鉛 種別

　めっき 　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種　　・ E種　　

7.金属成形板 施工箇所
　板張り

・ アルミニウム　
材　　種

・ ステンレス　・　鋼

・ スパンドレル形　
形　　状

・ パネル形

表面処理 ・

取付け用下地　　・ 図示(図面番号：　　　　)

長尺ものにおける伸縮調整継手

　・ 設ける(施工箇所 図示(図面番号：　　　　))

9.手すり 材種 表面処理の種別 施工箇所

・ 木目調 スロープ・階段
アルミニウム

・ (　　　　　　)

・ 標仕[表14.2.2]の種別(　　　種)
鋼

・ (　　　　　　)

・ HL程度
ステンレス

・ (　　　　　　)

材種 表面処理の種別 施工箇所

鋼 ・ 表14.2.2の種別(　　　種)

・ ステンレス

10.タラップ

【14.2.2】

【14.2.2】

【14.2.2】

【表14.2.1】

【14.2.3】

【表14.2.2】

【14.6.2】

【14.6.3】

【14.8.2】

【14.8.3】

 
左

官

工

事

・ 既製目地材を使用する

　　形状（　　　　　　　　　　　　）

・ せっこう系　　　・ セメント系

種 類 呼 び 名 仕 上 形 状 工　法

・砂壁状

・着色骨材砂壁状

薄付仕上塗材 ・砂壁状ジュラク
・内装薄塗材E

・外装薄塗材E

・(　　　　)・(　　　　) ・(　　　　) ・(　　　　)

・吹付け

・ 

・(　　　　)

・複層塗材E

・複層塗材RE
・ゆず肌状

・防水型複層 ・ローラー
・凸部処理

複層仕上塗材 　塗材E ・吹付け
・凹凸模様

・防水型複層

　塗材RE

軽量骨材 ・吹付用軽量
・砂壁状

仕上塗材 　骨材仕上塗材

・(　　　　) ・(　　　　)

・(　　　　)・(　　　　) ・(　　　　) ・(　　　　)

・外装厚塗材C

・外装厚塗材S

・外装厚塗材E

ス
タ
ッ
コ
状

ス
タ
ッ
コ
状

・吹放し

・平たん状

・凹凸状

・かき落とし

・吹き付け

・こて

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・吹付け

・こて

・ローラー

厚付け仕上塗材

・凸部処理

・ひき越こし

・ひき越こし

・ 外装厚塗材Cの上塗材がセメントスタッコ以外の場合

　　 材所要量(　　　　　　kg/㎡)

下地処理

　ALCパネルの場合の内壁目地部の形状

　　・ V形目地付き　　・ (　　　　　　)

3.仕上塗材仕上

2.セルフレベリング

1 1
【15.2.2】

【15.4.2】

【表15.4.1】

【15.5.2】

【表15.5.1】

【15.5.4】

1.モルタル塗り

複層仕上塗材の上塗材の種類

樹 脂 種 類 溶 媒 種 類 外 観

・ アクリル系 ・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ シリカ系 ・ 水系 ・ 艶無

・ ポリウレタン系 ・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ アクリル ・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

　 シリコン系 ・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ ふっ素系 ・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

4.ロックウール

　吹付け

仕上げ吹付け厚さ(　20　)mm

材料

　消石灰　　　　　・ JIS A6902 左官用消石灰

　既調合しっくい　・ 消石灰にあらかじめ繊維、のり、骨材等を工場で配合したもの

　貝灰　　　　　　・ 試験または信頼できる資料で品質の確認できるものとする

　砂及び水　　　　・ ＜11.3.2(c)＞及び＜11.3.2(e)＞による

　すさ　　　　　　・ ＜11.3.2(b)＞による

　顔料　　　　　　・ ＜11.3.2(f)(5)＞による

　のり　　　　　　・ つのまた又はぎんなんそう（銀杏草）とし、春又は秋に採取し、１年程度乾燥したもので

　　　　　　　　　　 根や茎等を混入しないで煮た後に粘性のある液状となり、不溶解分が質量で25%以下のものとする。

　　　　　　　　　　 なお、粉つのまた及び水溶性樹脂（メチルセルロース等）は、監督職員の承諾を受けて

　　　　　　　　　　 用いることができる。

　下げお　　　　　・ 乾燥が十分で強靱な青麻・しゅろ毛又はマニラ麻とし、壁用は長さ700mm程度、天井用は長さ550mm程度、

　　　　　　　　　　 いずれも100本の質量130g程度のものを二つ折りにして、長さ18mmのステンレス鋼製又は亜鉛めっき釘に

　　　　　　　　　　 結びつけたものとする。

　しゅろ毛及びパーム ・ 繊維が強靱なもので長さ150mm程度のものとする。

調合及び塗厚

＜11.6.2＞

＜11.6.4＞

＜表11.6.1＞ ・ ＜表11.6.1＞及び＜表11.6.2＞　　　・ 仕上厚15mm　　　・ 仕上厚（　　　）

5.漆喰塗

【表15.5.2】

【15.7.2】

【表15.7.1】

工法＜11.6.5＞

・ 

　(1) 乾燥時に所要量を計り、１舟分をかまで煮る。この場合、作業性を考慮した水の所要分量を計量して用いる。

　　　煮ている間は、あまりかき回さない。

　　　水で薄める必要のあるときは、再び火にかけ、かき混ぜて一様なのりとする。

　(5) 石灰と砂とを空練りしたものに、すさ入りののりを加え、くわでよくかき混ぜる。この場合水を加えない。

　　　各々半量ずつ扇形に開き押さえ込む。

(a)つのまた又はぎんなんそう（銀杏草）を用いる場合の材料調整及び練り合わせは以下による。

(b)下げお打ちは、木ずり下地の場合に行い、工法は次による。

(c)下塗り

(d)むら直し、鹿子ずり及び中塗

　下塗りは、コテを縦・横に運んで木ずり間に十分にすり込み塗り立て、表面に荒らし目をつける。

　(1) むら直し及び中塗は下塗り後10日以上置き、下塗り面の乾燥後平らに塗り付ける。出隅、入隅及び開口部回りは

　　　定規塗も行う。また、開口部隅角、その他ひび割れの生じやすい箇所には、しゅろ毛・パーム等を伏せこ込む。

　(2) 下塗りにひび割れが生じた場合は、むら直し後再び10日以上おき、鹿子ずりして中塗を行う。

(e)上塗り

　中塗が半乾燥状態のとき、水引具合を見計らい上塗りを行う。上塗りは必ず下付を行ってから上付とし、

　こてむらなく入念に仕上げる。

＜11.6.5＞ 養生

・ (a)通風

　塗作業中は、できる限り通風をなくす。ただし、下塗りやむら直し後、特に上塗り後は徐々に適度の通風を与え、

　塗面の乾燥を計る。

(b)寒冷期の施工

　室温3度以下の場合は、作業を中止する。やむを得ず作業を行う場合は、適切な切暖設備により、室温を5度以上とする。

　ただし、上塗り後は、採暖による汚れを生じないように注意する。また、室内を締め切らず加湿と併せて通風を与え

　壁面の効果を図る。
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・　撤去工法　

　・　カバー工法　・　持出し工法　・　ノンシール工法　　

・　かぶせ工法

・　はつり工法　・　引抜き工法

・例示仕様　　　・個別認定（認定番号　　　　　）

・自動閉鎖機構　・図示（図面番号：　　　　　　）　　　　　　　

・ 製作する　・　製作しない

(5.1.3)

(5.1.4)

(5.1.5)

1.改修工法

2.防火戸

3.見本の製作

・図示（図面番号：　　　　　　　　　　）

（5.1.7）

・　再使用する　・　再使用しない

(5.1.6(c))

　・　A種　　・　B種　　・　C種

性能等級等

・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

(5.2.2)

(表5.2.1)

・　断熱ドアセット（等級　　　　　）

アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理の種別

・　外部に面する建具
　　・　B-1　　・　B-2　　・（　　　　　　　　）

・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

(表5.2.2)

・　内部に面する建具

　　・　C-1　　・　C-2　　・（　　　　　　　　）

4.防犯建物部品

5.ブラインドカーテン

  ボックス等

6.アルミニウム製建具

・　可動式　　・　固定式

(5.2.3(e))

・　合成樹脂製　・　ガラス繊維入り合成樹脂製　

防虫網の材質 　　　　　　　　　　　　　　　　　

網目 

鋼製建具の性能等級

　・　簡易気密性ドアセット

　・　外部に面する建具の耐風圧

　　　・　S-4　　・　S-5　　・　S-6

・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

(5.3.2)

(表5.3.1)

(表5.2.1)

(5.2.2(b))

(5.3.3)

(5.3.4) 

(5.3.3)

・　断熱ドアセット（等級　　　　　）

・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

・　めっき付着量（　　　　　　　　　　　　）

・　H>2400又はW>950の建具

　　　鋼板類の厚さ　　・　図示（図面番号：　　　　　　）

(5.4.2)

(5.2.2(b))

(5.4.3)

(5.4.4) ・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

・　断熱ドアセット（等級　　　　　）

　　　鋼板類の厚さ　　・　図示（図面番号：　　　　　　）

・　H>2400又はW>950の建具

表面仕上げ

　・　塗装

　・　ビニル被覆鋼板

　・　カラー鋼板

　・　ステンレス鋼板（・　HL　　・　鏡面）

鋼製軽量建具の性能等級

　・　簡易気密性ドアセット

　・　外部に面する建具の耐風圧

　　　・　S-4　　・　S-5　　・　S-6

ステンレス製建具の性能等級

　・　簡易気密性ドアセット

　・　外部に面する建具の耐風圧

　　　・　S-4　　・　S-5　　・　S-6

(5.5.2)

(5.3.2)

・　断熱ドアセット（等級　　　　　）

・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

材料　　　　・SUS304　　　・（　　　　　）

表面仕上げ　・HL仕上げ　　・（　　　　　）

曲げ加工　　・　普通曲げ　・　角出し曲げ

(5.5.3)

(5.5.4)

(5.5.5)

・ 16メッシュ　・　18メッシュ

7.網戸

8.鋼製建具

9.鋼製軽量建具

10.ステンレス製建具

・　ステンレス(SUS316)製

　(3) のりは下塗り及び中塗り用は2.5mm目ふるいを１回、上塗り用は1.2mm目ふるいを２回通す。

　(2) のりは煮置きせず、やむを得ず１日以上置くときは、表面上に消石灰をまいて腐敗を防ぎ、使用の際はその表面の

　　　部分を捨てる。ただし、２日以上おいたものは使用しない。

　(1) 下げお打ちは、間隔300mm以下とし、千鳥配列にする。下塗り直後に打込み、下塗り面及びむら直し又は中塗面に、

　(2) 出入口、窓回り等ちり回りは、ちり回りようの下げおを用い、その間隔は150mm以下とし、１列に配列する。

　(4) すさは乾燥時に所要量を計量し、のり１かま分をとり、木片でたたきほぐし、水を取替ながらよく洗ったものを、

　　　(3)のふるったのりに、のりのまだ熱いうちに入れ、竹箒（茶せん棒）でよくさばく。
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特 一級建築士事務所　知事登録第1-699号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記 株式
会社 前 野 建 築 設 計事

図 面 名 称 縮 尺一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像項
NS

白川小学校耐震工事設計

平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠
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金物の見え掛かり部等の材質等

・　改標仕表5.6.1(その1)(その2)による

・　図示（図面番号：　　　　　　　　　　　）

マスターキー　・　製作する　・　製作しない

引渡用鍵箱　・　必要　・　不要

開閉装置の性能値

・図示（図面番号：　　　　　　　　　　　）

　・図示（図面番号：　　　　　　　）　・（　　　　　　　　　）

センサの種類

凍結防止措置　・　あり　・　なし

自閉式上吊り引戸装置の性能値

　・　改標仕表5.8.1による　・（　　　　　　）

(5.6.2)

(5.6.4)

(5.7.3)

(5.7.3)

(表5.7.3)

(5.7.3(f))

(5.8.3)

11.建具用金物

12.自動ドア開閉装置

13.自閉式上吊り

　引戸装置

種類　　　

・　一般重量シャッター　・　外壁用防火シャッター　

・　屋内用防火シャッター　・　防煙シャッター 

一般重量シャッターのシャッターケース

・設ける ・設けない

耐風圧強度　（　　　Pa以上）

開閉機能　　　　　　

・　上部電動式（手動併用）　・　上部手動式 

開閉形式

・　上部電動式（手動併用）　・　手動式 

耐風圧強度　（　　　Pa以上）

スラットの材質及び形状 

・　インターロッキング形　・　オーバーラッピング形 

(5.9.2)

(5.9.2)(c)

(表5.9.1)

(5.9.2)(f)

(5.10.2)

(表5.10.1)

型式及び機構　　

・　スチールタイプ　・　アルミニウムタイプ　

・　ファイバーグラスタイプ

セクション材料

耐風圧強度　（　　　Pa以上）

(5.11.2)

    ドア

開閉方式

・　バランス式　・　チェーン式　・　電動式

収納形式

・　スタンダード形　　・　ローヘッド形　

・　ハイリフト形　　　・　バーチカル形

ガイドレール　 　

・　溶融亜鉛めっき鋼板　　・　ステンレス鋼板

板ガラス

　・図示（図面番号：　　　　　　　　）　　

(5.11.3)

14.重量シャッター

15.軽量シャッター

16.オーバーヘッド

ガラス留め材

　・シーリング　　　・ガスケット（　　　　　　　）

・改共仕　表5.12.1　による

ガラスブロック

(5.12.2(a))

（5.12.4）

(5.12.2(b))

（5.12.3）

(5.12.5)

・図示（図面番号：A101,A145～A150）

表面形状、寸法、厚さ　　・　図示（図面番号：　　　　　）

金属枠、補強材　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

化粧カバー　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

工法　　　　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施行計画書として提出する

17.ガラス材料、工法

18.ガラス留め材

19.ガラス溝の寸法、

20.ガラスブロック

   形状等

   積み

既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲

(6.1.3(b))
改修部分 改　　修　　範　　囲

・　天井 ・図示

・　壁 ・図示

・　床 ・図示

(6.1.3(c)) 天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲　

(6.1.3(f)) 天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修

・　図示（図面番号：　　　　）　　・（　　　　　　　　）

既存床仕上げ材の除去等　

浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去

(6.2.2(a)(1)) ・　行う　・　行わない

(6.2.2(a)(2))

(6.2.2(c)) 合成樹脂塗り床材の除去等

・　機械的除去工法　・　目荒し工法

改修後の床の清掃範囲　

・　施工範囲及び施工によって汚れが生じた範囲　　

・　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
内

装

改

修

工

事

1 3
1.一般事項

2.既存床撤去、

   下地補修

(6.3.2)

3.既存壁撤去、下地補修 既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法　

構造材 ・Ａ種　・　Ｂ種

表面仕上げ　 ・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種　　　　　

木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）　

部材名称 種　　別

下地材 ・Ａ種　・　Ｂ種

造作材 ・Ａ種　・　Ｂ種

保存処理木材　　・　図示（図面番号：　　　　）による

(6.5.1(c))

(表6.5.1)

(6.5.2(a)(1))

(表6.5.2) 

(6.5.2(a)(2)(ⅱ))

(6.5.2(a)(2)(ⅲ))

造作材の等級

　・　A種　　・　B種

樹種

部位

(表6.5.3)

・　改標仕6.5.2(a)(2)(ⅲ)による　　・（　　　）

構造材の等級　

・　改標仕6.5.2(a)(2)(ⅲ)による　　・（　構造図による　）

下地材の等級　

床

腰壁、巾木、見切、天井、野縁

樹種

ヒノキ

杉

(6.5.2(a)(2)(ⅳ))

4.木下地等

代用樹種の使用　・禁止する　・禁止しない

・ 構造用集成材又は単板積層材

集成材等　　　

部材名称 品名 強度等級 材面の品質 接着性能 樹種名 寸法又は厚さ

(6.5.2(a)(3))

(6.5.2(b)(i))

防虫処理 寸法又は厚さ部材名称 樹種名材面の品質

・　造作用集成材、化粧ばり造作用集成材又は単板積層材(6.5.2(b)(ⅱ))

・　床張り用合板等

樹種名 接着の程度部材名称 等級 板面の品質 防虫処理等 厚さ

(6.5.2(c))

構造図による

・　防腐処理

　　　種類品質等（　　　　）

・　防蟻処理

　　　種類品質等（　　　　）

(6.5.2(h))

(6.5.2(i))

野縁等の種類

　・　屋内　　　・　19形　・（　　　）

　・　屋外　　　・　25形　・（　　　）

形式及び寸法

　・　屋外　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　）

　・　耐震天井　　　　・　図示（図面番号：　　　　）

　・　ふところ＞3m　　・　図示（図面番号：　　　　）

既存埋込みインサート

・　使用する　・　使用しない

既存埋め込みインサート、あと施工アンカーの引き抜き試験

・行う（図示（図面番号：　　　　　　　））　・　行わない

耐震天井

・図示（図面番号：　　　　　　　　　　　　）

スタッド、ランナーなどの種類

　・　図示（図面番号：　　　　　　　）

5.軽量鉄骨天井下地

(6.6.2)

(表6.6.1)

(6.6.3)

（6.4.4）

(6.6.4(a)(1))

(6.7.2)

6.軽量鉄骨壁下地

材料

・　ビニル床シート　【JIS A 5705（ビニル系床材）】 

種類の
色　　　　柄 厚　さ

記号
備考

7.ビニル床シート、

　ビニル床タイル及び

　ゴム床タイル張り

(6.8.2)

(6.8.2(a))

(6.8.2(b))

・ ビニル床タイル　【JIS A 5705（ビニル系床材）】　　　

種　　　　類 厚　さ 備　　　考

2mmCT

・ 帯電防止床シート、床タイル

種　　　類 性　　　能 厚　さ 備考

(6.8.2(c)(1))

・ 視覚障害者用床タイル　

種　　　類 形　　　状 備　　考

(6.8.2(c)(2))

・ 耐動荷重性床シート

種　　　類 性　　　能 厚　さ 備考

(6.8.2(c)(3))

・ ゴム床タイル　　　　　　

種　　　類 厚　さ 備　　　考

(6.8.2(e))

工法

下地 　

・ モルタル下地　・ 木下地　

・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

熱溶接工法　・ 適用する　・ 適用しない

ビニル床シート張り

(6.8.3(a))

(6.8.3(b))

・　織じゅうたん　　　　　　　　　　　　　　　　

品質の程度種別 パイル形状 帯電性

・ A種 ・ カットパイル ・人体帯電圧 ・（　　）
　3KV以下・ B種 ・ ループパイル

・ C種 ・ カット、ループ併用

8.カーペット敷き

(6.9.3(a))

(表6.9.1)

・（　　）

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。（以下同様）

・　タフテッドカーペット　

パイル形状 パイル長(㎜) 帯電性 品質の程度工法

・人体帯電圧 ・（　　）・ カットパイル
・全面接着工法　3KV以下

・ ループパイル
・（　　）

・グリッパー工法
・ レベルルーフパイル、ループ併用

・　ニードルパンチカーペット

厚さ(㎜) 帯　電　性 備　　　考

・ 人体帯電圧

3KV以下

・

・　タイルカーペット　

種類 パイル形状

・ カットパイル

・ ループパイル

総厚さ(㎜) 品質の程度

(6.9.3(b))

(表6.9.2)

(6.9.3(c))

(6.9.3(d))

(表6.9.2)

・500×500

寸法(㎜)

・（　）

・6.5

・（　）
・（　）

下敷き材　・　第2種第2号、厚さ8mm　　・（　　　）

見切り、押え金物　・適用する（材質、形状等　・図示（図面番号：　　　　　　　））

敷き方

平　場 ・ 市松敷き　・ 模様流し　・（　　　）

階段部分 ・ 市松敷き　・ 模様流し　・（　　　）

(6.9.3)(e))

(6.9.3)

(6.9.4)(e))

弾性ウレタン塗床の仕上げ種類、工程　　　　　　 

・　平滑仕上げ　・　防滑仕上げ　・　つや消し仕上げ

エポキシ樹脂塗床の仕上げ種類 　　　　

・　薄膜流し展べ仕上げ　・　厚膜流し展べ仕上げ（・平滑　・防滑）

・　樹脂モルタル仕上げ（・平滑　・防滑）　・　防滑仕上げ　

(6.10.3(b))

(表6.10.3)

(6.10.3(c))

(表6.10.4～6.10.7)

9.合成樹脂塗床

A05
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・　図示（図面番号：　　　　　　　　）　　・（　　　　　　　　）A62.A63.A64.A65

全面（ﾜｯｸｽ使用による）

・　図示



折りたたみ幅(mm)　　・ 約230　　・ 約120

形式　　　・ 引分け　　・ 片引き

表面材　　・ ビニルレザー張り　　・ (　　　　　　)12.アコーディオンドア

断面形状　　・ 角形　　・ C形　　・ D形

形状　　　　・ シングル　　・ ダブル

強さ区分　　・ 10-90　　・ (　　　　　　)

材種　　　　・ ステンレス製　　・ アルミニウム製

(遮光(　)級)

・ (　　)・ (　　)・ (　　　　　　)・ 暗幕

・ 電動・ プレーンひだ　・ 片ひだ・ 図示(　)

・ ひも引き・ 引分け・ 箱ひだ　・ つまひだ・ レース

・ 手引き・ 片引き・ フランスひだ・ ドレープ

【20.2.14】 開閉操作形式ひだの種類きれ地
　カーテンレール

カーテンの形式等11.カーテン及び

寸法及び材種　　・ 図示(図面番号：　　　　)【20.2.13】

操作方法　　　　・ スプリング式　　・ コード式　　・ 電動式10.ロールスクリーン

・ (　　)・ (　　)・ (　　)

・ 100・ コード式　合金ブラインド

・ (　　)・ 80・ ギヤ式・ アルミニウム・ 縦形

・ (　　)・ (　　)

・ (　　)・ (　　)・ コード式　合金ブラインド

・ 鋼製・ 25・ ギヤ式・ アルミニウム・ 横形

ボトムレールの種類成形幅(mm)
【20.2.12】

ヘッドボックス・スラットの開閉方式スラット形式9.ブラインド

適用安全使用温度　　　　　・ (　　　℃)【20.2.11】

　ライニング

煙突用成形ライニング材　　・ 適用する8.煙突

・ 非常用進入口表示　(図示(図面番号：　　　　))

・ (　　　)

　 スクリーン印刷・ (　　)・ (　　)

・ (　　)・ シルク・ (　　)・ 5mm・ アクリル・ 案内板

　 スクリーン印刷・ (　　)

・ (　　)・ シルク・80×240・ 5mm・ アクリル・ 室名札

【20.2.10】
取付方法印刷等の種類寸法厚さ材質区分7.表示

・ ホワイトボードの種類　　・ ホーロー　　・ (　　　　　　)【20.2.8】

・ 黒板の色　　　・ 緑　　　　・ (　　　　　　)　ホワイトボード

・ 黒板の種類　　・ 焼付け　　・ (　　　　　　)6.黒板及び

工法　　・ 接着工法　　・ 埋込み工法

幅木　　・ 約35mm　　・ 図示(図面番号：A101,A145～A150)

・ (　　　　　　)【20.2.6】

・ ステンレスSUS304製　ビニルタイヤ入り(両端フラットエンド付き)5.階段滑り止め

扉小口の材質　　・ ステンレス製　　・ アルミ製

幅木　　　　・ 図示(図面番号：A50．A51)

　　　　　　・ ポリエステル樹脂系化粧板【20.2.5】

表面仕上　　・ メラミン樹脂系化粧板4.トイレブース

遮音性　　　　　　　　　　・ 高遮音

表面材の材質及び仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

寸法及び形状　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　・ スタッド式　　・ パネル式　　・ スタッドパネル式【20.2.3】

組立て方式2.可動間仕切

【20.2.2】

　フロア

1.フリーアクセス

　・ 標仕[20.2.4](c)(3)による　　・ 図示(図面番号：A56)

ハンガーレールの取付け下地の補強

遮音性　　　　　　　　　　・ 高遮音

表面材の材質及び仕上げ　　・ 図示(図面番号：A56)【20.2.4】

操作方法　　　　　　　　　・ 手動式　　・ 電動式　　 3.移動間仕切

　(　　　)mm

・ ビニル床タイル

　・ (　　　　)

　・ 6.5mm

・ 帯電防止・ タイルカーペット

　(　5　)mm

・ ビニル床タイル

　・ (　　　　)

　・ 6.5mm

・ 帯電防止・ タイルカーペット

(mm)(mm)(N)

1 5
 
ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

備考床仕上材及び厚さ高さ耐荷重性能施工箇所

・Ｂ種（つや有合成樹脂エマルション）　

15.マスチック塗材塗り

(表7.15.1)

(7.15.2)

・Ｂ種（アクリル樹脂エナメル）　

・Ａ種　

種別

14.木造保護塗料塗り

(表7.14.1)

(7.14.2)

種別　　　　　　

・　Ａ種　・　Ｂ種　　(WP)

13.オイルステン塗り(OS)

(7.13.2)

(表７．１３．１参照)

　塗り(UC)

12.ウレタン樹脂ワニス

(表7.12.1)

(7.12.2)

種別　　　　　　

・　Ａ種　・　Ｂ種

種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ション模様塗料塗り(EP-T)

11.合成樹脂エマル

(表7.11.1～3)

(7.11.2)

・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　C種

　ションペイント塗り(EP)

10.合成樹脂エマル

(表7.10.1)

(7.10.2) 　しみ止め　・（　　　　　　　　　　　　）

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

種別 　

　塗り(EP-G)

　エマルションペイント

9.つや有合成樹脂

(表7.9.1～4)

(7.9.2～5)

下地 種　別

コンクリート、モルタル、
プラスター、せっこうボード、
その他ボード面

・Ａ種　　　・Ｂ種　　・Ｃ種

しみ止め（　　　　　　　）

木部（屋内） ・Ａ種　　　・Ｂ種　　・Ｃ種

鉄鋼面（屋内） ・Ａ種　　　・Ｂ種　　・Ｃ種

亜鉛めっき鋼面（屋内） ・Ａ種　　　・Ｂ種　　・Ｃ種

種別

1 4
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8.耐候性塗料塗り(DP)

　非水分散形塗料(NAD)
7.アクリル樹脂系

  エナメル塗り(FE)

6.フタル酸樹脂

  塗り(CL)

5.クリヤラッカー

4.合成樹脂調合

(表7.3.4)

(表7.3.3)

～

3.錆止め塗料塗り

2.下地調整

1.材料

下　　地

・ 亜鉛めっき鋼面

・ 鉄鋼面

・ 木部

(表7.5.1)

(7.6.3)

(7.6.2)

～

(表7.8.3)

～

(表7.8.1)

(7.8.4)

～

(7.8.2)

下地 種　別

鉄鋼面 ・Ａ種　　　・Ｂ種　　・Ｃ種

亜鉛めっき鋼面 ・Ａ種　　　・Ｂ種　　・Ｃ種

コンクリート面及び ・Ａ－１種　・Ａ－２種

押出成形セメント板面 ・Ｂ－１種　・Ｂ－２種

・Ｃ－１種　・Ｃ－２種

　・１級（フッ素系）　・２級（ｼﾘｺﾝ系）　・３級（ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系）

上塗り等級

(表7.7.1)

(7.7.2)

・　Ａ種　・　Ｂ種　　
種別　 　 

下　　地 適　用

・ 木部 (表7.6.1参照)

・ 鉄面及び亜鉛めっき鋼面 (表7.6.1参照)

種別　 　　　

(7.5.2)

木部　・　Ａ種　・　Ｂ種　

種別

(表7.4.3)

(表7.4.1)

(7.4.5)

(7.4.3)

～

～

(7.4.2)
種　　　別

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

種別  ペイント塗り(SOP)

塗料種別　　　　　・　１種　・（　　　）

(7.3.3)

(表7.3.1)

(7.3.2)

・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

・亜鉛めっき鋼面

　　屋内　・　Ａ種　　・　Ｂ種

　　屋外　Ａ種

・鉄鋼面

錆止め塗料種別　　　　　　　　　　　　　　　　　 

(表7.2.1～7.2.7)

(7.2.1～7.2.7)

(7.1.3)(b)

下　　地 種　　　　　別 ひび割れ部の補修

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種
・行う

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種
・行う

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種
・行う

・ RA種 ・ RB種 ・ RC種

種別　　

既存塗膜の除去範囲（塗り替えでＲＢ種の場合）

・　次の箇所を除き防火材料とする。（箇所　　　　　　　）

・　屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

特 一級建築士事務所　知事登録第1-699号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号
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・ ヒノキ

・（　）・（　）・（　）

・ 複合３種フローリング

・ 複合２種フローリング

・　モルタル埋込み工法　　 　　　　　　　　　　　　　

フローリングブロック(単位:㎜)

樹　種 厚さ 大きさ

・ なら 15 303×303

・（　）

備　　　考

辺材部分には、防虫処理を行う

・　釘留め工法 

材　　　　料 種　別 樹　種

・ フローリングボード

 （根太張用）

・ 複合フローリング ・ Ａ種

（根太張用） ・ Ｂ種

・ Ｃ種

防湿処理　　　・図示（図面番号：　　　　　　　　　　）

・　接着工法　　　　　　　　　　　

樹　種

・ 複合１種フローリング

厚　さ 大きさ

(6.11.4)

(表6.11.1)

(6.11.5)

(表6.11.3)

(6.11.5)

(6.11.6)

(表6.11.1)

(表6.11.2)

(表6.11.4)

10.フローリング張り

・ Ｂ種

・ Ａ種

・ Ｃ種

・9.5(準不燃)

・9.5(準不燃,不燃)

緩衝材　・合成樹脂発泡シート　・図示（図面番号：　　　　　）

塗装

・ ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形、Ｂ種）

・ オイルステイン塗りのうえワックス塗り

・ 生地のままワックス塗り

種別　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種　・　Ｄ種

・空き室工事終了後、焼けに対する養生をすること。

・建材畳　Ⅱ型

材　　種 種　別

・トラバーチン模様

・木目模様

・立体模様

厚さ(mm)

壁

天
井

・9.5(準不燃)

・9.5(準不燃)

・9・普通

・5.5・耐水Ⅰ種

・せっこうボード

・硬質せっこうボード

・12.5(準不燃)

・タイプⅡ0.8FK ・6

・12.5(不燃)

（6.11.6）

(6.11.7(b))

(6.12.2)

(表6.12.1)

(6.13.2)

(表6.13.1)

11.畳敷き

12.せっこうボード、

  その他ボード

  及び合板張り

・ １２

・ １５

（直張用）

（直張用）

（直張用） ・ ヒノキ

・ ナラ

・ フローリングボード

　（直張用）

材　　　　　種

・ フローリングブロック（直張用）

・ モザイクパーケット

 （直張用）

・ ナラ

・化粧せっこうボード

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

・ラワン合板

遮音シール材
　・シーリング材　・　ジョイントコンパウンド 

(6.13.2)(h)

合板類の張付け

　・　A種　　・　B種

(6.13.3)(e)(3)

14.タイル張り

(6.16.3)

(6.16.2)

タイルの種類　

位置　　・　図示（図面番号：　　　　）　

伸縮調整目地

(6.14.2)

・不燃　・準不燃

・不燃　・準不燃

・不燃　・準不燃

防火性能品質の程度施　工　箇　所

せっこうボードの目地工法

　・　継目処理　　・　突付け　　・　目透し

(6.13.3)(g)(1)

(表6.13.5)

12.点検口

11.天井見切縁 材種  ・アルミニウム合金製  　・塩化ビニル製　　・木製

壁・天井 ＡＡ級

取付箇所 材種 寸法 形式

・ アルミニウム製 ・ 450角 ・ 額縁タイプ
・ 天井

・ 600角 ・ 目地タイプ

・ アルミニウム製 ・ 450角
・　床

・ 600角

(6.16.3)(a)(3) 試験張り　・　行う　・　行わない

見本焼き　・　行う　・　行わない

15.断熱材

(9.5.2) 種類　　・　Ａ種　・　Ｂ種

断熱材打込み工法

(6.16.5） コンクリート素地面の目荒らし工法　　　・行う

(9.5.3) 断熱材現場発泡工法（吹付硬質ウレタンフォーム）

改良積上張り

ユニットタイル

ユニットタイル床

壁

床

100角

モザイク

100角

Ⅲ類(陶器)Ⅱ類(せっ器)Ⅰ類(磁器) ぐすり
うわ

性
耐薬品

特注色役物
性有無
耐凍害区分

工法形状寸法施工箇所

施工箇所

・ フェノールフォーム

・ 硬質ウレタンフォーム

・ 押出法ポリスチレンフォーム

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム

厚さ（㎜）種　　別種　　類

施　工　箇　所厚さ（㎜）種類

・（　）

・（15）

  ない箇所
  の床版下等、部分的に後張りとしなければなら
・窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回り・Ａ種１

・Ａ種２

・Ａ種３ ・（　　　　　　）

・図示（　　　　）

・ 木部

・ 鉄鋼面

・ 亜鉛めっき鋼面

・ モルタル、プラスター面

・ コンクリート、ALCパネル面

・ コンクリート、押出成形セメント板面

・ せっこうボード、その他ボード面

A06

工事特記仕様書№６

・ 衝突防止表示　(図示(図面番号：　　　　))

13.壁紙張り

・(　　　 )50×150・(　　)15mm・(　 　)杉板
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土壌の水素イオン濃度(pH)試験　　・ 行う

水溶性塩類(EC)の試験　　　　　　・ 行う

2.植栽基盤 植栽基盤整備工法

　・ 樹木　　(　・ A種　　・ (　　　　))

　・ 芝及び地被類　　(　・ B種　　・ (　　　　))

排水設備

　・ 設ける

　　( ・ 暗きょ　・ 開きょ　・ 排水層　・ 縦穴排水　・ (　　　))

　・ 現場発生の良質土　　・ 客土

埋込み用土

土壌改良材

　・ バーク堆肥　　・ 汚泥発酵肥料　　・ (　　　　)

樹木の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

株立数　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

3.植樹

刈込み　　　　・ あり　　・ なし

支柱

　支柱材

　　・ 丸太(防腐処理方法　　・ 加圧式防腐処理方法　　・ (　　　))

　　・ (　　　　　　)

支柱形式　　　　・ 鳥居形　　・ 八ツ掛け系　　・ (　　　　)

幹巻き用材料　　・ 幹巻き用テープ　　・ わら　　・ もこ

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)

　枯補償

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)

　枯損処理

6.芝 種類　　・ コウライシバ　　・ ノシバ　　・ (　　　　)

1.植栽地の確認

5.移植樹木の

4.新植樹木の

・ 屋上緑化システム

　 　土壌層の厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 排水量　　・ 軽量骨材(層の厚さ：　　　　)　　・ 板状成形品

　　 植込み用土　　・ 改良土　　・ 人工軽量土

　　 樹木の材種　　図示(図面番号：　　　　)

　　 寸法　　　　　図示(図面番号：　　　　)

　　 株立数　　　　図示(図面番号：　　　　)

・ 屋上緑化軽量システム

　　 芝及び地被類の樹種並びに種類等

　　　 ・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等

　　　 ・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 支柱　　・ 図示(図面番号：　　　　)

7.屋上緑化 植栽基盤及び材料

【23.1.3】

【23.2.2】

【23.2.3】

【表23.2.2】

【23.3.2】

【23.3.3】

【23.3.4】

【23.3.6】

【23.4.2】

【23.4.3】

【23.5.3】

【23.5.4】
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1.旗竿 材種　　　 ・ アルミニウム製　　・ (　　　　　　)

形式　　　 テーパー付き　　・ ロープ式　　・ ハンドル式

脚部　　　 ・ 埋込式　　・ ベース式

高さ(m)　　・ 5　　・ 6　　・ 7

・ ネットフェンス　　・ 網材種( ・ ビニル被覆鉄線　　・ (　　　))

・ メッシュフェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

・ 格子フェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

2.フェンス
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工事特記仕様書（解体）

Ⅰ．解体工事仕様     

1.共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、三重県公共工事共通仕様書及び建築物解体工事共通仕様書

（国土交通大臣官房官庁営繕部監修、平成18年版）による。

2.特記仕様

1)　項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

2)　特記事項は、○印の付いたものを適用する。

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

特記事項に記載される内容が複数ある事項については○印の付いたものを適用し※印の付いたものは適用しない。

産業廃棄物については、｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣、｢建設工事に係る資

材の再資源化等に関する法律｣（以下「建設リサイクル法」という。）及び「三重県建

設副産物処理基準」に基づき適正に処理すること。

1  適用基準

2  疑義 ・周辺への飛散防止を行うこと。（位置及び仕様　※図示　）

3  危険災害の防止

万一、紛争が生じた場合は、請負者が誠意をもって解決すること。

なお、近隣等との折衝はあらかじめその概要を監督員に報告し、その経過については記録し、遅滞なく監督員に報告する。

※工事期間中、現場内入場者、近隣居住者および周辺建物に危害を与えぬよう注意すること。

※重機搬出入時、発生材搬出時、仮設材搬出入時には、交通整理のための誘導員を配置すること。

重機搬出入、産業廃棄物搬出経路については事前に施工計画書を提出し監督員の承認を得ること。

また、工事現場から搬出入する土砂により工事用進入路を汚した場合は速やかに清掃を行うこと。

4  工事進入路

5  提出書類 施工計画書、仮設計画書、工事写真、工事日報、マニフェスト(E票)の写し、その他監督員の指示するものとする。

6  産業廃棄物 施工計画書には、工事現場から産業廃棄物処理場までの運搬経路、産業廃棄物処理契約書の写し、

産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処理業者許可書の写し、その他監督員の指示するものを添付すること。

Ｂ.解体工事

Ａ.一般共通事項 特記なき一般共通事項は、工事特記仕様書（改修）A01による。

1  飛散防止

2  仮設鉄板敷

3  使用重機

・周辺への飛散防止を行うこと。（位置及び仕様　※図示　）

・工事用進入路の養生として、鉄板(t=22)を敷き、養生を行うこと。（位置　※図示　）

「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」に基づき指定された建設機械の使用に努めること。

解体作業時には粉塵等の飛散を防ぐため、散水養生を行うこと。4  散水養生

5  足場 設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省平成21年4月）により、

「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、
足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は

(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

6  解体撤去後 ※砕石(C-40)にて周辺地盤まで埋め戻すこと。

・再生クラッシャラン(RC-40)にて周辺地盤まで埋め戻すこと。

・山砂にて周辺地盤まで埋め戻すこと。

解体工事により解体建築物以外の建築物や舗装、桝等に損傷を与えた場合には、監督員に報告するとともに請負者の

責任において原形復旧を行うこと。

7  損傷を与えた場合の対応

8  アスベスト含有材料の解体 ・外装材及び内装材のアスベスト含有材料については、手ばらしで撤去すること。破砕による撤去は禁止。

9  廃材処分 ・解体工事に伴い発生したコンクリートがら等は、全て適法に搬出し処分すること。

　工事終了後に現地にて試験堀を行う。万が一残置物があった場合にはそれに応じた責任を負うこと。

A07

工事特記仕様書№７



池

▲

北

改修範囲を示す

既設のままを示す

凡 例

倉庫

駐車場

門

プール

運動場

倉庫

倉庫

教室棟
附属室

プール

給食室

屋内運動場

校舎(南棟)

校舎(北棟)

職員便所棟

生徒便所棟

道路境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道
路

境
界

線

市道

道路幅員６ｍ

市道

道路幅員３ｍ

亀山市白木町２７３９

工事場所

更衣室 更衣室

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/500配置図意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日

A08
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

配 置 図 1/500



外　壁：杉板よろい下見張ァ９　巾１９０　重ね２５　ＷＰ塗

　　　　木ずり（杉）７×４０

　　　　構造用合板ァ９（大壁仕様）

既　設

特 一級建築士事務所　知事登録第1-699号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記 株式
会社 前 野 建 築 設 計事

図 面 名 称 縮 尺一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像項
NS

白川小学校耐震工事設計

平成25年 3月28日 改修前　改修後　外部・内部仕上表№１

部 位 部 位 部 位仕 上 部 位

意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

仕 上 仕 上 仕 上

１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）

　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　瓦座（先端）

　　　瓦緊結用釘　２．４φ×４５ｍｍ以上

＜既設再利用＞

　　　（緊結用釘加工）の上　葺替

下地：桟木（杉）１５×２１（防腐処理）

既　設

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

下　地：杉皮二枚重　撤去　　葺き土　撤去

外 部 仕 上 表 （ 既 設 改 修 工 事 ： 北 棟 南 棟 、 渡 り 廊 下 共 通 ）

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

木見切：４６×６０　撤去
軒 裏

改修後

既　設
杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　ＷＰ塗

　　　Ｎ５０＠１５０で垂木毎に留付

A09

屋根：既設　平瓦再利用（唐草瓦・ケラバ瓦等共）

屋　根：平瓦葺き（葺き土有）　取外シ（再利用）

改修後

屋 根

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

壁見切　撤去の上

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

壁見切　撤去の上

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＰＢァ１２．５

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

壁見切　撤去の上

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

３０×１５０＠４５５）

３０×１５０＠４５５）

３０×１５０＠４５５）

３６×１８

ヨコ胴縁（杉）

３０×１０５＠３０３）

木組下地（間柱（杉）

３６×１８

ヨコ胴縁（杉）

木組下地（間柱（杉）

木組下地　撤去

木組下地　撤去

３６×１８

ヨコ胴縁（杉）

３０×１０５＠３０３）

木組下地（間柱（杉）

３６×１８

ヨコ胴縁（杉）

木組下地（間柱（杉）

木組下地　撤去

木組下地　撤去

３６×１８

ヨコ胴縁（杉）

３０×１０５＠３０３）

木組下地（間柱（杉）

３６×１８

ヨコ胴縁（杉）

木組下地（間柱（杉）

木組下地　撤去

木組下地　撤去

３６×１８

ヨコ胴縁（杉）

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

リブラスモルタル塗ァ１０

撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５

撤去分新設

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

リブラスモルタル塗ァ１０

撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５

撤去分新設

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

Ｗ３

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター
Ｗ２

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

Ｗ４

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

漆喰塗　一部撤去
一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地
木製巾木　撤去

６０

１１０
フローリング張　撤去

図書室

パソコン教室

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

３，２３５

漆喰塗　一部撤去
（野縁受共）一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

野縁（野縁受共）

一部撤去

３，２３５

漆喰塗　撤去分新設

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

木見切　撤去

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

再取付（取外シ分）

リブラスモルタル塗ァ２０

Ｃ２

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

木ずり（杉）７×４０

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

Ｗ５
杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

５年教室 Ｆ１ １１０

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

ＷＰ塗

巾９０　乱尺（上小小節）
ＷＰ塗

木製巾木（杉）
ＦＷ２

Ｗ６ 漆喰塗

Ｃ３

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター
Ｗ２

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

Ｗ３

Ｗ４

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

（野縁受共）一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

野縁（野縁受共）

野縁（野縁受共）

野縁（野縁受共）

一部撤去

（野縁受共）一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

一部撤去

撤去

３，２３５
一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地
木製巾木　撤去

１１０

６０
フローリング張　撤去５年教室 漆喰塗　一部撤去

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

３，２３５漆喰塗　一部撤去
一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地
３・４年教室 フローリング張　撤去

６０

１１０
木製巾木　撤去

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

３，２３５

漆喰塗　一部撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

再取付（取外シ分）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

漆喰塗　撤去分新設

木見切　撤去

リブラスモルタル塗ァ２０

木ずり（杉）７×４０

３０×１０５＠３０３）

木組下地（間柱（杉）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

Ｃ３

Ｃ２

ＦＷ２
ＷＰ塗

木製巾木（杉）
巾９０　乱尺（上小小節）

ＷＰ塗

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

１１０Ｆ１４年教室

Ｗ４

漆喰塗

左官工事下地用塗布型接着増強剤
Ｗ９

下塗用　石膏プラスター

ＰＢァ１２．５

漆喰塗Ｗ６

３０×１５０＠４５５）

木組下地（間柱（杉）
Ｗ３

漆喰塗

左官工事下地用塗布型接着増強剤
Ｗ２

下塗用　石膏プラスター

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

Ｗ５
杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

天 井

仕 上下 地
備 考

３，１４０

３，１４０

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

ＷＰ塗

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

漆喰塗　一部撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

木見切　撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　撤去

木見切　撤去

Ｃ Ｈ 室名札

ＷＰ塗

木製巾木（杉）
ＦＷ１

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

玄関ホール Ｃ１

漆喰塗Ｗ６

１３５

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地

３０×１５０＠４５５）

木組下地（間柱（杉）

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

壁見切　撤去の上

木ずり（杉）７×４０

３０×１５０＠４５５）

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

木組下地（間柱（杉）

木製巾木　撤去 １３５

■ 校 舎 南 棟

仕 上

腰 壁

玄関ホール

巾 木

仕 上

Ｗ１

木組下地

記号Ｈ

磁器質タイル張土間コンクリート

床

下 地 仕 上 記号下段：改修後室名

上段：既設室名

記号

漆喰塗

左官工事下地用塗布型接着増強剤
Ｗ２

下塗用　石膏プラスター

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

仕 上下 地記号 記号

壁

内 部 仕 上 表 № １ （ 既 設 部 改 修 工 事 ）

下 地

漆喰塗　一部撤去

野縁（杉）４５×４５＠４５５

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

軒樋
改修後

既　設

木見切：４６×６０　撤去

改修後
勝手口軒裏

既　設

軒樋：軒樋塩ビ製、じょうご　取外シ

タテ樋：下地調整（ＲＢ種）の上　ＳＯＰ塗替　再取付

軒樋：軒樋塩ビ製、じょうご　再取付

タテ樋：塩ビ製φ７５・φ６０　取外シ

ケイカル板　ＥＰ塗

ケイカル板　ＥＰ塗　撤去

既　設 アルミサッシ（木額縁）一部撤去

建 具
改修後

建具枠額縁：杉　ＷＰ塗

既設建具枠：下地調整（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替

玄関・裏玄関
床

化粧モール　取外シ

化粧モール　再取付

ケイカル板　ＥＰ塗　一部撤去

ケイカル板　ＥＰ塗（撤去分復旧）

既　設

改修後
玄関軒裏

磁器質タイル張

改修後

既　設

壁上部：漆喰塗（木ずり下地共）　撤去
既　設

　　　　アスファルトルーフィング９４０

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

壁上部：漆喰塗

壁上部：漆喰塗
改修後

外 壁

外 壁

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

　　　構造用合板ァ１２

屋根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．６　瓦棒葺

下　地：亜鉛引鉄板＋アスファルトフェルト　撤去

屋　根：カラー鋼板瓦棒葺　撤去

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

改修後 　　　アスファルトルーフィング９４０

玄関・裏玄関
屋根

既　設

　　　　アスファルトルーフィング９４０

リブラスモルタル塗ァ２０

　　　　リブラスモルタル塗ァ２０

　　　　リブラスモルタル塗ァ２０

玄関壁：窯業系サイディングァ１６　ヨコ張

　　　　アスファルトルーフィング９４０

既　設

改修後

改修後

Ｗ１５

Ｗ１６

外　壁：

　　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　　構造用合板ァ９（大壁仕様）

　　　　木組下地（間柱（スギ）３０×１０５＠３０３）

　　　　アスファルトルーフィング９４０

外　壁：杉羽目板ァ１２張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

巾　木：杉板ァ２５張　Ｈ１５０　ＷＰ塗

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

杉板よろい下見張ァ９　巾２００　重ね２５（木見切共）撤去

　　　　胴縁：１８×３６

玄関壁：サイディング張　撤去

　　　　胴縁１８×３６＠４５５

　　　　胴縁（杉）１８×４０＠４５５

　　　　胴縁（杉）１８×４０＠３０３

杉羽目板ァ９張　巾１６５（相じゃくり）（巾木・木見切共）撤去

リブラスモルタル塗ァ２０

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

木ずり（杉）７×４０
漆喰塗Ｗ６

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）
６年教室 Ｆ１ １１０

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）

ＷＰ塗
ＷＰ塗

木製巾木（杉）
ＦＷ２

リブラスモルタル塗ァ１０

撤去分新設

漆喰塗　撤去分新設Ｃ２

野縁（杉）４５×４５＠４５５

撤去分新設

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

再取付（取外シ分）
Ｃ３

３，２３５

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

　　　　小割：杉　９×９０　防腐処理

　　　　木組下地（間柱（杉）３０×１５０＠３０３）



特 一級建築士事務所　知事登録第1-699号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記 株式
会社 前 野 建 築 設 計事

図 面 名 称 縮 尺一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像項
NS

白川小学校耐震工事設計

平成25年 3月28日 改修前　改修後　内部仕上表№２

内 部 仕 上 表 № ２ （ 既 設 部 改 修 工 事 ）

意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

上段：既設室名

下段：改修後室名 記号記号 仕 上

床

下 地 下 地記号Ｈ仕 上

巾 木 壁

記号記号 下 地 仕 上

腰 壁

仕 上

■ 校 舎 南 棟

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター
Ｗ２

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

Ｗ９ Ｃ２

木組下地（間柱（杉）

校長室 漆喰塗　一部撤去１３５ヒノキ板張　巾９０（乱尺）取外シ

１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

木製巾木　撤去

３０×１５０＠４５５）

ヒノキ羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

室名札Ｃ Ｈ
仕 上

２，６４０

漆喰塗　一部撤去

漆喰塗　撤去分新設

備 考
天 井

下 地

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

（野縁受共）一部撤去

野縁（野縁受共） 杉板格天井張（既設のまま）

撤去分新設

リブラスモルタル塗ァ１０

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

職員室 １３５ヒノキ板張　巾９０（乱尺）取外シ 木製巾木　撤去
一部撤去

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去
漆喰塗　一部撤去

木見切　撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

（野縁受共）一部撤去

野縁（野縁受共）

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去
漆喰塗　一部撤去

Ｗ６ 漆喰塗

校長室
ＷＰ塗（ＲＡ種）

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付

ＷＰ塗
ＦＷ３

木製巾木（ヒノキ）
Ｆ２ １１０

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

２，６０５

３，２７０

Ｃ２ 漆喰塗　撤去分新設

撤去分新設

リブラスモルタル塗ァ１０

３，２３５

Ｃ３
ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

再取付（取外シ分）

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５

Ｗ９

ＰＢァ１２．５

漆喰塗

左官工事下地用塗布型接着増強剤

下塗用　石膏プラスター
Ｗ４

Ｗ５ 漆喰塗Ｗ６
杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

職員室
ＷＰ塗（ＲＡ種）

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付 木製巾木（杉）

ＷＰ塗
Ｆ２ １１０ＦＷ２

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

２，６３５

２，６３５

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

物入

耐水ラワン合板ァ９張

木組下地（間柱（杉）

Ｃ５
３０×１５０＠４５５）

ＦＷ４ 木製巾木（杉）Ｆ３

木組下地

Ｗ１１
ＰＢァ１２．５

ビニルクロス張　ＡＡ級
木組下地

Ｆ３ 木製巾木（杉）ＦＷ４保健室

Ｗ１０
木組下地（間柱（杉）

ビニルクロス張　ＡＡ級３０×１５０＠４５５）
Ｃ４

ＰＢァ１２．５

ビニルクロス張　ＡＡ級
Ｗ１１ 木組下地

ビニル床タイルァ２．０張
脱衣室 Ｆ４

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５木組下地（間柱（杉）

ビニルクロス張　ＡＡ級３０×１５０＠４５５）
Ｃ４

耐水ラワン合板ァ１２の上

撤去
木組下地６０木製巾木　撤去物入 複合フローリング張　撤去

ビニルクロス張
木組下地６０木製巾木　撤去　撤去

ビニル床タイル張
脱衣室

ラワン合板の上ラワン合板の上

撤去

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター
Ｗ２

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

漆喰塗　一部撤去

木組下地（間柱（杉）

６年教室 フローリング張　撤去
６０

１１０
木製巾木　撤去

３０×１５０＠４５５）

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

ビニルクロス張　ＡＡ級

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

カーペットァ６敷

耐水ラワン合板ァ１２の上
放送室 Ｆ５ Ｃ６

ＰＢァ１２．５

ビニルクロス張　ＡＡ級
Ｗ１１ 木組下地

ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター
Ｗ９

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

木組下地
ビニルクロス張

合板の上
１００ビニル巾木　撤去

カーペット敷
放送室

ラワン合板の上
　撤去

撤去

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

複合フローリング張　撤去

上記下地の上合板張

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

フローリングブロック張　撤去

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

保健室
ビニルクロス張

６０
ラワン合板の上

木製巾木　撤去
撤去

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

Ｗ６ 漆喰塗

Ｃ１

Ｃ２

パソコン教室

図書室

木製巾木（杉）

ＷＰ塗
ＦＷ２ １１０

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

廻り縁：木製　１５×１５
２，３８０

廻り縁：塩ビ製

廻り縁：塩ビ製
２，３８０

ラワン合板張　撤去 ２，３８０

ラワン合板の上
　撤去

ビニルクロス張
２，３８０

漆喰塗　一部撤去

木見切　撤去

化粧ＰＢァ９．５張

廻り縁：塩ビ製

化粧ＰＢ張　撤去

ラワン合板の上
　撤去

ビニルクロス張

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　撤去

ＷＰ塗

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

漆喰塗　撤去分新設

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

（野縁受共）一部撤去

撤去分新設

リブラスモルタル塗ァ１０

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

野縁（野縁受共）

野縁（野縁受共）

野縁（野縁受共）

野縁（野縁受共）

野縁（野縁受共）木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去 ２，５２０

２，５２０

３，２３５

３，２３５

ＰＢァ１２．５

２，５２０

２，５２０

ＰＢァ９．５　ビニルクロス張　ＡＡ級

ＰＢァ９．５　ビニルクロス張　ＡＡ級

耐水ラワン合板ァ５．５張

１１０

１１０

ビニル巾木

ビニル巾木

ＦＷ５

ＦＷ５

１００

１００

ラワン合板張　撤去

　撤去

　一部撤去

　一部撤去

木組下地　撤去

木組下地　撤去

木組下地　撤去

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

木組下地　撤去

A10

壁見切　撤去の上

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

Ｗ８

ヒノキ板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（ヒノキ）５０×５０　ＷＰ塗

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

ヒノキ板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（ヒノキ）４０×５０　ＷＰ塗

Ｗ７

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

ＷＰ塗

巾９０　乱尺（上小小節）Ｆ１

複合フローリングァ１５張

耐水ラワン合板ァ１２の上

耐水ラワン合板ァ１２の上

複合フローリングァ１５張

Ｗ１２

Ｗ１３

Ｗ１４

Ｗ１２

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

３６×１８

ヨコ胴縁（杉）

３０×１５０＠４５５）

木組下地（間柱（杉）

Ｗ１

Ｗ２１

杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗
Ｗ５

３６×１８

ヨコ胴縁（杉）

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠４５５）

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５



木組下地

特 一級建築士事務所　知事登録第1-699号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記 株式
会社 前 野 建 築 設 計事

図 面 名 称 縮 尺一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像項
NS

白川小学校耐震工事設計

平成25年 3月28日

内 部 仕 上 表 № ３ （ 既 設 部 改 修 工 事 ）

改修前　改修後　内部仕上表№３意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

壁

記号記号 下 地 仕 上

上段：既設室名

下段：改修後室名 記号記号 仕 上

床

下 地

巾 木

仕 上

腰 壁

仕 上Ｈ 記号 下 地

■ 校 舎 北 棟

１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

室名札Ｃ Ｈ
仕 上

備 考
天 井

下 地

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

Ｗ２

漆喰塗　一部撤去２年教室 フローリング張　撤去

Ｗ３

１１０

６０

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

木製巾木　撤去

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）

Ｗ２
下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

やまもも教室 フローリング張　撤去

Ｗ３

１１０

６０

Ｗ２

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

１年教室 フローリング張　撤去

Ｗ３

１１０

６０

Ｗ４

Ｗ５

漆喰塗Ｗ６

２年教室 Ｆ１ １１０

Ｗ２

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

理科室 フローリング張　撤去

Ｗ３

木組下地（間柱（杉）

Ｗ４

Ｗ５

漆喰塗Ｗ６

木組下地（間柱（杉）

Ｗ４

Ｗ５

漆喰塗Ｗ６

木組下地（間柱（杉）

３年教室 Ｆ１

やまもも教室 Ｆ１

漆喰塗　一部撤去

漆喰塗　一部撤去

１３５

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

ＷＰ塗

巾９０　乱尺（上小小節）

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

ＷＰ塗

巾９０　乱尺（上小小節）

ＷＰ塗

木製巾木（杉）

木製巾木（杉）

木製巾木（杉）

ＷＰ塗

ＷＰ塗

ＷＰ塗

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

３０×１５０＠４５５）

３０×１５０＠４５５）

３０×１５０＠４５５）

漆喰塗　一部撤去

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ２

Ｃ３

木製巾木　撤去

木製巾木　撤去

木製巾木　撤去

ＦＷ２

ＦＷ２

ＦＷ２

１１０

１１０

Ｗ４

Ｗ５

漆喰塗Ｗ６

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター
Ｗ９

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗
１年教室 Ｆ１ １１０

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

ＷＰ塗

巾９０　乱尺（上小小節）
木製巾木（杉）

ＷＰ塗
ＦＷ２

Ｃ３

Ｃ２

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０ 撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

漆喰塗　一部撤去

木見切　撤去

漆喰塗　一部撤去

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

再取付（取外シ分）

木見切　撤去

漆喰塗　一部撤去

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

再取付（取外シ分）

木見切　撤去

漆喰塗　一部撤去

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

再取付（取外シ分）

木見切　撤去

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

再取付（取外シ分）

漆喰塗　撤去分新設

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

（野縁受共）一部撤去

野縁（野縁受共）

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

（野縁受共）一部撤去

野縁（野縁受共）

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

（野縁受共）一部撤去

野縁（野縁受共）

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

（野縁受共）一部撤去

野縁（野縁受共）

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

リブラスモルタル塗ァ２０

木ずり（杉）７×４０

３０×１０５＠３０３）

木組下地（間柱（杉）

木組下地（間柱（杉）

木組下地（間柱（杉）

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

３０×１０５＠３０３）

３０×１０５＠３０３）

木ずり（杉）７×４０

木ずり（杉）７×４０

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

リブラスモルタル塗ァ２０

リブラスモルタル塗ァ２０

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５

撤去分新設

リブラスモルタル塗ァ１０

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５

撤去分新設

リブラスモルタル塗ァ１０

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５

撤去分新設

リブラスモルタル塗ァ１０

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５

撤去分新設

リブラスモルタル塗ァ１０

３，２３５

３，２３５

３，２３５

３，２３５

３，２３５

３，２３５

３，２３５

３，２３５

Ｗ１

漆喰塗

Ｗ２

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

漆喰塗

ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター
Ｗ９

左官工事下地用塗布型接着増強剤

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗北棟ホール １３５ＦＷ１
木製巾木（杉）

ＷＰ塗
木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

ＷＰ塗

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０
３，１４０Ｃ１

木組下地　撤去
壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

ビニルクロス張　撤去

漆喰塗　一部撤去

漆喰塗

木組下地（間柱（杉）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

３０×１０５＠４５５）

リブラスモルタル塗ァ２０

既設木ずり下地

土間コンクリート モルタル塗北棟ホール １３５木製巾木　撤去
杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　撤去野縁（野縁受共）

３，１４０
撤去 木見切　撤去

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠４５５）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

木組下地　撤去

木組下地　撤去

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

木組下地　撤去

木組下地　撤去

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

木組下地　撤去

木組下地　撤去

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

木組下地　撤去

木組下地　撤去

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

A11

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）壁見切共

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）壁見切共

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切　撤去の上

壁見切　撤去の上

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切　撤去の上

壁見切　撤去の上

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切　撤去の上

撤去

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切　撤去の上

撤去

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

Ｗ１７

Ｗ１８

Ｗ１６

ＰＢの上

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５



特 一級建築士事務所　知事登録第1-699号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記 株式
会社 前 野 建 築 設 計事

図 面 名 称 縮 尺一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像項
NS

白川小学校耐震工事設計

平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

内 部 仕 上 表 № ４ （ 既 設 部 改 修 工 事 ）

改修前　改修後　内部仕上表№４

上段：既設室名

下段：改修後室名 記号記号 仕 上

床

下 地

巾 木 壁

記号記号 下 地 仕 上

漆喰塗　一部撤去家庭科室

Ｈ 記号

腰 壁

下 地仕 上

■ 校 舎 北 棟

仕 上

１３５ヒノキ板張　巾９０（乱尺）取外シ

１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

木製巾木　撤去

木組下地　撤去

木組下地　撤去
杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

壁見切　撤去の上

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

床束：１００×１００ 一部撤去

大引：１０５×１０５＠９１０ 一部撤去

根太：４５×５４＠４５５ 一部撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

音楽教室 フローリング張　撤去 漆喰塗　一部撤去
１１０

６０
木製巾木　撤去

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

音楽教室 Ｆ１

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）

ＷＰ塗
ＷＰ塗

木製巾木（杉）
ＦＷ２ １１０

Ｃ２

Ｃ３

土間コンクリート モルタル塗更衣室 漆喰塗　一部撤去

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

ＥＰ塗

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

ＥＰ塗

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠４５５）

ＰＢァ１２．５

【註記】

・クロルピリホス使用なし

・内部塗料は、Ｆ☆☆☆☆品　家具等Ｆ☆☆☆☆品

・使用建材：Ｆ☆☆☆☆（天井、壁、建具仕上材、接着剤、下地共）

【シックハウス対応策】

【１１４条区画壁】

下地材：木材

両面ＰＢ（ァ１２＋ァ１２）
平成１２年　建告第１３８０号

・使用建築材料：特記なき限りＪＩＳ・ＪＡＳ認定品を使用すること。

名称ＪＩＳ番号記号

【仕上記号略号】

名称記号

【記号略号】

石膏ボードＰＢ・ボード類　壁コーナー処理は、特記なき限りコーナー保護金物の上、ジョイントコンパウンド塗とする。

・参考メーカー品番及び認定番号は同等品以上とする。

・壁ボード張目地処理は、ジョイントテープの上、ジョイントコンパウンド塗とする。

　なお、県産材については「三重の木」認証材を優先して使用すること。

・木材は原則として地域材を使用し、調達出来ない場合は県産材、国産材の順に使用すること。

　併せて、備品及び消耗品（木材を原材料として使用した製品を含む）については、

　　　　　一定の規格基準に適合することを『「三重の木」利用推進協議会』により認証された木材製品をいう。

　亀山市グリーン購入方針に規定する物品を使用すること。

　※註２）「県産材」とは、三重県内の森林から産出された木材で、「三重の木」とは、三重県産の丸太を使用し、

　※註１）「地域材」とは、亀山市内の森林から産出された木材とすること。

　　　　　なお、使用の確認については、受注業者からの材料承認願等によるものとする。

ＥＰ 合成樹脂エマルジョンペイントＫ５６６３

Ｗ５

木組下地（間柱（杉）

ヨコ胴縁（杉）
Ｗ４

漆喰塗Ｗ６廊　下

木組下地　撤去

木組下地　撤去

漆喰塗廊　下

上段：既設室名

下段：改修後室名 記号記号 仕 上下 地

巾 木 壁

記号記号 下 地 仕 上Ｈ 記号

腰 壁

下 地仕 上

床

ＷＰ塗（ＲＡ種）
Ｃ３

一部撤去

■ 校 舎 北 棟 南 棟 共 通

仕 上

１３５

１３５

木製巾木　撤去

ＷＰ塗

木製巾木（杉）
ＦＷ１

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）取外シ

３０×１０５＠３０３）
杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）撤去

倉庫 Ｃ６
ＷＰ塗

木製巾木（杉）
ＦＷ２ １１０

撤去

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

床束：１００×１００　撤去

大引：１０５×１０５＠９１０　撤去

根太：４５×５４＠４５５　撤去

根ガラミ貫：７５×３０　撤去

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

漆喰塗Ｗ６

Ｗ３

Ｗ４

Ｗ５

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

Ｗ１

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

Ｗ２

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

Ｗ３

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

Ｗ４

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター
Ｗ９

左官工事下地用塗布型接着増強剤

漆喰塗

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＰＢァ１２．５

漆喰塗Ｗ６

Ｗ１

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

漆喰塗

Ｗ２

家庭科室
木製巾木（杉）

ＷＰ塗
ＦＷ２ １１０

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付

床束：１０５×１０５（ヒノキ）

大引：１０５×１０５＠９１０（ヒノキ）

根太：４５×５４＠４５５（ヒノキ）

根ガラミ貫：７５×３０（ヒノキ）

Ｃ２

Ｃ３

室名札Ｃ Ｈ
仕 上

３，２７０

漆喰塗　一部撤去

木見切　撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

漆喰塗　一部撤去

木見切　撤去

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

再取付（取外シ分）

３，２７０

３，２７０

室名札Ｃ Ｈ
仕 上

木見切　撤去

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

再取付（取外シ分）

化粧ＰＢァ９．５張

廻り縁：塩ビ製

木見切　撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

再取付（取外シ分）

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

３，２３５

３，２３５

３，２３５

備 考

備 考
天 井

下 地

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

（野縁受共）一部撤去

野縁（野縁受共）

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

（野縁受共）一部撤去

野縁（野縁受共）

野縁（野縁受共）

野縁（野縁受共）

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗下地

一部撤去

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

木ずり（杉）７×４０

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

リブラスモルタル塗ァ２０

リブラスモルタル塗ァ２０

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５

撤去分新設

リブラスモルタル塗ァ１０

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５

撤去分新設

リブラスモルタル塗ァ１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５

天 井

下 地

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）取外シ

Ｆ２

Ｆ２

木材保護塗料ＷＰ

Ａ６９１４ ジョイントコンパウンドＪＣ

ＳＯＰ Ｋ５５１６ 合成樹脂調合ペイント

３，１４０

２，５００

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

ヨコ胴縁（杉）

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

ヨコ胴縁（杉）

木組下地　撤去

木組下地　撤去

木組下地（間柱（杉）

３０×１５０＠４５５）

ヨコ胴縁（杉）

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

ヨコ胴縁（杉）

３６×１８

３６×１８

３６×１８

３６×１８

３６×１８

A12

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

Ｗ１６

Ｗ１９

Ｗ２０

木ずり（杉）７×４０

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

木ずり（杉）９×４０

野縁（杉）４５×４５＠４５５
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設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/200意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日

A13

改修前　＜北棟・南棟・便所棟＞平面図

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

1/200平 面 図
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設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/200意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日

A14

改修後　＜北棟・南棟・便所棟＞平面図

一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

1/200平 面 図
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　同規則の通り設置する。

室内空気汚染物質測定箇所を示す

消火器　置き型（既設流用）
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特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/200意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞平面図

A15
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計

平 面 図 1/200

平 面 図 1/200
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特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/200意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞平面図

A16
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計

平 面 図 1/200

平 面 図 1/200
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北 棟

渡り廊下（中央）

渡り廊下（西） 渡り廊下（東）

南 棟

仕上材取外シ・下地撤去

既設のままを示す

凡 例

１０
２．０

１０
２．０

屋　根：カラー鋼板瓦棒葺　撤去

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

下　地：杉皮二枚重　撤去　　葺き土　撤去

下　地：亜鉛引鉄板＋アスファルトフェルト　撤去

工事内容

軒樋：軒樋ビ製、じょうご　取外シ

屋　根：平瓦葺き（葺き土有）取外シ（再利用）

註記）水切・谷水切：カラーガルバリウム鋼板

改修前

Ｘ１９Ｘ１１Ｘ１ Ｘ３４Ｘ２７Ａ Ｘ２９Ｘ１６ Ｘ２２ＡＸ６
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特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/200意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 改修前　＜北棟・南棟＞屋根伏図

A17
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

1/200屋 根 伏 図

Ａ断面図 1/30

1/30Ｂ断面図
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便所棟

＜既設再利用＞

凡 例

屋　根：既設　平瓦再利用（唐草瓦・ケラバ瓦等共）

屋　根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．６　瓦棒葺

　　　　アスファルトルーフィング９４０

軒　樋：軒樋ビ製、じょうご　再取付

　　　　構造用合板ァ１２

下　地：桟木（杉）１５×２１

　　　　（緊結用釘加工）の上　葺替

　　　　瓦緊結用釘　２．４φ×４５ｍｍ以上

　　　　瓦座（先端）

　　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）

既設のままを示す

凡 例

１０
２．０

１０
２．０

註記）水　切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

　　　谷水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．６加工
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設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/200意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 改修後　＜北棟・南棟＞屋根伏図

A18
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

1/200屋 根 伏 図

Ａ断面図 1/30

1/30Ｂ断面図
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※Ｘ　傘立て板：Ｗ９０×Ｈ３０※Ｌ　掲示板（木枠）：　Ｗ７２００×Ｈ８００

※破風板：杉

※破風板：杉 ※破風板：杉
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クラック調査結果

東面立面図 1/150 西面立面図 1/150

1/150南面立面図

1/150北面立面図

補 修 工 法

自動式エポキシ樹脂低圧注入工法

Ｕカットシール材充填工法

記号

ｱ

ｲ

クラック幅０．２ｍｍ以上、１．０ｍｍ以下

クラック幅１．０ｍｍを超える

条 件

仕上・下地共撤去

仕上材取外シ・下地撤去

壁上部：漆喰塗（木ずり下地共）一部撤去

屋　根：カラー鋼板瓦棒葺　撤去

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

下　地：杉皮二枚重　撤去　　葺き土　撤去

下　地：亜鉛引鉄板＋アスファルトフェルト　撤去

玄関壁：サイディング張　撤去

既設のままを示す

仕上のみ撤去

工事内容

凡 例

補 修 方 法 凡 例

根回り：換気口撤去（調査時解体部分）

軒　裏：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　撤去

　　　　木見切：４６×６０　撤去

建　具：アルミサッシ（木額縁共）　撤去

建　具：既設のまま外　壁：杉板よろい下見張（木見切共）撤去

外　壁：杉羽目板張（巾木・木見切共）撤去 タテ樋：塩ビ製φ７５　取外シ

軒　樋：軒樋ビ製、じょうご　取外シ

屋　根：平瓦葺き（葺き土有）取外シ（再利用）

改修前
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特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 改修前　＜南棟＞立面図 1/150

A19
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



3,
94

0

9,100 9,100 9,100 3,640 4,550 9,100 4,550 9,100

2,000 58,240 2,000

3
,9

40

9,100 3,640 9,1004,550 9,100 4,550 3,640 9,100 9,100

2,000 58,240 2,000

48
5

4
85

4,
42

5
4
,4

25

7,280 2,000

9,2802,730

3,
9
40

48
5

4,
4
25

7,2802,000

9,280 2,730

3,
9
40

48
5

4,
4
25

杉板：下地調整（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替

杉板：下地調整（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替

壁：下地調整（ＲＢ種）の上　ＥＰ塗替壁：下地調整（ＲＢ種）の上　ＥＰ塗替
壁：下地調整（ＲＢ種）の上　ＥＰ塗替

壁：下地調整（ＲＢ種）の上　ＥＰ塗替

化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗

化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗 化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗

化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗

化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗

化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗

▲

破風板：杉　巾３００　ＷＰ塗
破風板：杉　巾３００　ＷＰ塗

破風板：杉　巾１５０　ＷＰ塗

更衣室周囲：波板鉄板取外シ再取付
上部：庇取外シ再取付

更衣室周囲：波板鉄板取外シ再取付
上部：庇取外シ再取付

1/150南面立面図

北面立面図 1/150

東面立面図 1/150 西面立面図 1/150

　　　　胴縁：１８×４０＠４５５

玄関壁：窯業系サイディングァ１６　ヨコ張

既設建具枠：下地調整（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替

建具枠額縁：杉　ＷＰ塗

　　　　木見切：杉　２４角　ＷＰ塗
軒　天：

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　ＷＰ塗

タテ樋：下地調整（ＲＢ種）の上　ＳＯＰ塗替　再取付

Ｌ 軒　樋：軒樋ビ製、じょうご　再取付

　　　　アスファルトルーフィング９４０

註記）玄関木製建具は　下地調整（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替とする

凡 例

壁上部：漆喰塗

　　　　アスファルトルーフィング９４０

壁上部：漆喰塗

既設のままを示す

凡 例

根回り：換気口復旧

　　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　　木ずり（杉）１８×１２０

　　　　リブラスモルタル塗ァ２０

　　　　リブラスモルタル塗ァ２０

　　　　構造用合板ァ９（大壁仕様）

巾　木：杉板ァ２５張　Ｈ１５０　ＷＰ塗

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

　　　　アスファルトルーフィング９４０

外　壁：杉羽目板ァ１２張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

　　　　構造用合板ァ９（大壁仕様）

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

　　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　　アスファルトルーフィング９４０

屋　根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．６　瓦棒葺

　　　　構造用合板ァ１２

＜既設再利用＞

　　　　（緊結用釘加工）の上　葺替

　　　　瓦緊結用釘　２．４φ×４５ｍｍ以上

下　地：桟木（杉）１５×２１

　　　　瓦座（先端）

　　　　アスファルトルーフィング９４０

屋　根：既設　平瓦再利用（唐草瓦・ケラバ瓦等共）

　　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）

外　壁：杉板よろい下見張　巾２００　重ね２５　ＷＰ塗
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北面立面図 1/150

東面立面図 1/150 西面立面図 1/150
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長さ（ｍ）高さ（ｍ） 補修方法

ｳ

ｳ
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ｳ

剥落調査結果

1/150南面立面図

欠損部エポキシ樹脂モルタル充填工法欠損及び剥落ｳ

仕上のみ撤去

既設のままを示す

玄関壁：サイディング張　撤去

下　地：亜鉛引鉄板＋アスファルトフェルト　撤去

下　地：杉皮二枚重　撤去　　葺き土　撤去

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

屋　根：カラー鋼板瓦棒葺　撤去

壁上部：漆喰塗（木ずり下地共）一部撤去

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

条 件

クラック幅１．０ｍｍを超える

クラック幅０．２ｍｍ以上、１．０ｍｍ以下

ｲ

ｱ

記号

Ｕカットシール材充填工法

自動式エポキシ樹脂低圧注入工法

補 修 工 法

工事内容

補 修 方 法 凡 例

凡 例

根回り：換気口撤去（調査時解体部分）

建　具：アルミサッシ（木額縁）一部撤去

建　具：既設のまま

外　壁：杉羽目板張（巾木・木見切共）撤去

外　壁：杉板よろい下見張（木見切共）撤去

軒　裏：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　撤去

　　　　木見切：４６×６０　撤去

タテ樋：塩ビ製φ７５　取外シ

軒　樋：軒樋ビ製、じょうご　取外シ

屋　根：平瓦葺き（葺き土有）取外シ（再利用）

改修前校舎北棟
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意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 改修前　＜北棟＞立面図 1/150
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白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗

化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗

化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗

杉板：ＷＰ塗替

杉板：下地調整の上　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉板：下地調整の上　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁：下地調整（ＲＢ種）の上　ＥＰ塗替

壁：下地調整（ＲＢ種）の上　ＥＰ塗替
壁：下地調整（ＲＢ種）の上　ＥＰ塗替壁：下地調整（ＲＢ種）の上　ＥＰ塗替

Ｗ３６００×Ｈ１８３０

化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗

化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗 化粧柱：杉　４５×１５０　ＷＰ塗

▲

▲３９ アクリル掲示板（木枠）：

破風板：杉　巾３００　ＷＰ塗

破風板：杉　巾３００　ＷＰ塗

1/150南面立面図

1/150北面立面図

東面立面図 1/150 西面立面図 1/150

ＪＪ

凡 例

壁上部：漆喰塗

既設のままを示す

凡 例

根回り：換気口復旧

　　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　　胴縁：１８×４０＠４５５

玄関壁：窯業系サイディングァ１６　ヨコ張

既設建具枠：下地調整（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替

建具枠額縁：杉　ＷＰ塗

　　　　木見切：杉　２４角　ＷＰ塗
軒　天：

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　ＷＰ塗

タテ樋：下地調整（ＲＢ種）の上　ＳＯＰ塗替　再取付

Ｌ 軒　樋：軒樋ビ製、じょうご　再取付

　　　　アスファルトルーフィング９４０

註記）玄関木製建具は　下地調整（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替とする

　　　　リブラスモルタル塗ァ２０

壁上部：漆喰塗

　　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　　木ずり（杉）１８×１２０

　　　　リブラスモルタル塗ァ２０

　　　　構造用合板ァ９（大壁仕様）

巾　木：杉板ァ２５張　Ｈ１５０　ＷＰ塗

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

　　　　アスファルトルーフィング９４０

外　壁：杉羽目板ァ１２張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

　　　　構造用合板ァ９（大壁仕様）

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

　　　　アスファルトルーフィング９４０

＜既設再利用＞

　　　　（緊結用釘加工）の上　葺替

　　　　瓦緊結用釘　２．４φ×４５ｍｍ以上

下　地：桟木（杉）１５×２１

　　　　瓦座（先端）

　　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）

屋　根：既設　平瓦再利用（唐草瓦・ケラバ瓦等共）

　　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　　構造用合板ァ１２

屋　根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．６　瓦棒葺

外　壁：杉板よろい下見張　巾２００　重ね２５　ＷＰ塗
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※水切 ※水切
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※水切

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４
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便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

仕上材取外シ・下地撤去

既設のままを示す

凡 例

※木材腐朽ヶ所は構造図による

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

下　地：杉皮二枚重　撤去　　葺き土　撤去

工事内容

タテ樋：塩ビ製φ６０　取外シ

軒　樋：軒樋ビ製、じょうご　取外シ

タテ樋：塩ビ製φ６０　撤去

北棟 南棟

1/150

北棟南棟

1/150 1/150南面立面図 1/150北面立面図 1/150北面立面図西面立面図 東面立面図

北棟南棟

東面立面図 1/150

南棟 北棟

東面立面図 1/150 1/150 1/150

南棟北棟

西面立面図 1/150 1/150南面立面図 1/150北面立面図

1/150北面立面図南面立面図

北棟

西面立面図 1/150

南棟

南・北面立面図

屋　根：平瓦葺き（葺き土有）取外シ（再利用）

改修前

渡り廊下（中央）

渡り廊下（西）

渡り廊下（東）
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水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工 水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工
水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工 水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

Ｘ１ Ｘ１９
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渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

北棟 南棟

1/150

北棟南棟

1/150 1/150南面立面図 1/150北面立面図 1/150北面立面図西面立面図 東面立面図

北棟南棟

東面立面図 1/150

南棟 北棟

東面立面図 1/150 1/150 1/150

１０

４．０

南棟北棟

西面立面図 1/150 1/150南面立面図 1/150北面立面図

1/150北面立面図南面立面図

北棟

西面立面図 1/150

南棟

南・北面立面図

凡 例

軒　樋：軒樋ビ製、じょうご　再取付

既設のままを示す

※木材腐朽ヶ所は構造図による

　　　　再取付

　　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）

　　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　　瓦座（先端）

下　地：桟木（杉）１５×２１

　　　　（緊結用釘加工）の上　葺替

＜既設再利用＞

タテ樋：塩ビ製φ６０

タテ樋：下地調整（ＲＢ種）の上　ＳＯＰ塗替

　　　　瓦緊結用釘　２．４φ×４５ｍｍ以上

屋　根：既設　平瓦再利用（唐草瓦・ケラバ瓦等共）

工事内容

渡り廊下（中央）

渡り廊下（西）

渡り廊下（東）

Ｘ３４Ｘ３５

Ａ Ａ Ａ Ａ
10

ＡＡ 4.5

Ｄ Ｄ

ＤＤ Ｄ Ｄ

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ１ Ｘ０Ｙ６ Ｙ１１ Ｙ１６ Ｙ１１ Ｙ６ Ｙ１

Ａ Ａ Ａ

Ｄ

ＤＤ

Ｘ３４ Ｘ３５ Ｘ３４ Ｘ３５Ｙ１ Ｙ６ Ｙ１１ Ｙ１６

Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ10Ａ Ａ

4.5

Ｄ Ｄ

ＤＤ Ｄ Ｄ

Ｙ６ Ｙ１１ Ｙ１１ Ｙ６

Ｃ

Ａ

Ａ Ａ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｙ１１ Ｙ６

Ｄ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/200一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 改修後　＜渡り廊下＞立面図

A24
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ａ
’

Ａ

Ｙ１１

Ｂ

Ｘ３５

渡り廊下（東）

玄関ホール 校長室 職員室

廊下１年教室

保健室 放送室パソコン教室・図書室 ６年教室

断 面 図 1/100

断 面 図 1/100

改修前

設計ＧＬ

設計ＧＬ

Ｘ３５Ｘ３４Ｘ２９Ｘ２７ＡＸ２２ＡＸ１９Ｘ１６Ｘ１１

10

5.2

10

Ｙ１６Ｙ１５Ｙ１１

4.5

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 1/100改修前　改修後　＜北棟・南棟＞断面図

A25
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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　　　（範囲は天井伏図による）

（範囲は展開図による）

（範囲は展開図による）

▲ひも丸瓦　取外シ（再利用）

▲のし瓦　取外シ（再利用）

（相じゃくり）

※外壁：杉板よろい下見張

※壁上部：漆喰塗（木ずり下地共）
※アルミサッシ

●根廻り：モルタル仕上

◇壁：漆喰塗

（範囲は展開図による）

（範囲は展開図による）

（範囲は展開図による）

◇アルミサッシ

（範囲は立面図による）

（範囲は展開図による）

◇腰壁：杉羽目板張ァ９ 巾１３５

◇腰壁：杉羽目板張ァ９ 巾１３５（相じゃくり）

※割栗石

※束石

※割栗石

※割栗石

※下地：杉皮二枚重　撤去　葺き土　撤去

●割栗石

●野縁受：（杉）４５×４５＠９１０

（範囲は立面図による）

（範囲は立面図による）

◇アルミサッシ

（範囲は立面図による）

（範囲は立面図による）

（範囲は立面図による）

（各教室界壁より１スパン分取外し再利用）

（範囲は立面図による）

※床：フローリング張

※下地：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

　　　（範囲は天井伏図による） 　　　　巾１３５　取外シ

（範囲は展開図による）

（範囲は天井伏図による）

◇壁：漆喰塗

▲桟瓦葺き（葺き土有）　取外シ（瓦再取付）

□天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ □天井：杉板打上天井張ァ７．５
●漆喰塗

◇天井：漆喰塗（範囲は天井伏図による）

◇天井：漆喰塗（範囲は天井伏図による）

◇木製換気口：２４０×４８０

幕板：杉　巾１８０

（範囲は立面図による）

（範囲は立面図による）

（範囲は天井伏図による）
※軒天：杉　巾１３５

※見切縁：２５×２５

●垂木：５５×５５

●かすがい：９×９（両面打）

●吊木受：末口φ６０

●棟木：１０５×１３５

※垂木：５５×５５

※火打梁：１２０×１８０

◇窓マグサ：１５０×１０５

◇額縁：４０×７０

◇鴨居：１５０×６０

◇額縁：６０×７０

◇木見切：４５×５５

※横胴縁：２４×３６

◇窓台：１５０×１２０

※木製巾木：３０×１３５

※束石

※大引：１０５×１０５

※根太：４５×５４ @４５５

※根ガラミ貫：３０×７５※床束：１００×１００

※木製床下換気口：４５０×１９５

●土台：１５０×１３５

◇窓台：１５０×１２０

（範囲は立面図による）

※額縁：６０×７０

◇鴨居：１５０×６０

※額縁：４０×７０

※見切縁：４５×６０

◇窓マグサ：１５０×１０５

●敷桁：１５０×１５０

●鼻母屋：１０５×１０５

※見切縁：４５×６０

※額縁：６０×７０

※木製床下換気口：４５０×１９５

※木製巾木：２５×６０

※木製巾木：３０×１３５

※横胴縁：２４×３６

◇敷居：１５０×７５

◇中鴨居：１５０×９０

◇額縁：３６×５４

◇木見切：４５×５５

※大引：１０５×１０５ ※根太：４５×５４＠４５５

●吊木：２４×３６

●陸梁：１２０×１９５

●合掌：１２０×１９５

●挟ミ束：６０×１２０

●小屋筋かい：６０×１２０

●かすがい：９×９（両面打）

●方杖：１０５×１２０

※母屋：１０５×１０５

●額縁：３６×４５

●鴨居：１５０×６０

●窓マグサ：１５０×１５０

●中鴨居：１２０×６０

●敷居：２１０×４５

●土台：１５０×１３５
　　　取外シ

▲床：ヒノキ板張（乱尺）

●敷桁：１５０×１５０

※床束：１００×１００

●振止：６０×１２０

●野縁：（杉）４５×４５＠４５５

※額縁：巾１４５　２枚

▲軒樋

▲軒樋

※野地板：杉小巾板ァ１３

鼻隠シ先

鼻隠シ先

1/30
1/30立 面 図

矩 計 図

３・４年教室

150×150

150×120

150×135

150×150

120×195

195×120

105×120

105×135

105×105

105×105

150×150

 60×120

 60×120

 60×120

 55×55

105×150

100×100

150×180

105×105

150×120

 75×30

45×54 @455

120×180

150×105

150×105

135×135

廊下

　見掛り材（大工工事にて撤去とする）

凡 例

解体・撤去を示す

コンクリート　カッター切を示す

コンクリート　目荒シを示す

一部撤去を示す

既設のままを示す

コンクリート解体を示す

既設のままを示す

見隠れ材、見掛り材撤去を示す

　見隠れ材（一般人夫にて撤去とする）

取外し・再取付を示す

一部取外し・再取付を示す

　木ずり・リブラスモルタル塗下地ァ１０（野縁共）

　木ずり・リブラスモルタル塗下地ァ１０（野縁共）

改修前

杉

土　台

柱

一部撤去

杉

杉

杉

杉

杉

窓マグサ

敷　桁

合　掌

陸　梁

方　杖

棟　木

鼻母屋

母　屋

垂　木

挟ミ束

一部撤去

内部間仕切

外壁面

残存部材リスト

部位 備考寸法材種 部位 材種 寸法

撤去部材リスト

胴　差

大　引

床　束

根　太

根ガラミ貫

杉

杉

備考

一部撤去

外壁面

一部撤去

小屋面

窓マグサ 杉

窓マグサ 杉

床面火打梁

火打梁

窓　台

振　止

杉・マツ

ヒノキ

マツ

マツ

マツ

マツ

マツ

マツ

マツ

ヒノキ

筋かい

窓　台

杉・マツ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

マツ

小屋筋かい

一部撤去

一部撤去

Ｙ１ Ｙ６Ｙ５

布基礎天端

教室ＦＬ 廊下ＦＬ

棟木天端

鼻母屋天端

Ｘ６Ｘ５

10

5.2

設計ＧＬ

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1/30平成25年 3月28日 改修前　＜南棟・北棟＞矩計図

A26
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



新

□

●

▲

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新 新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

垂木：５５×５５＠４５５

新

新

新

新

新新

新
新

4,640

1
,0

00
9
0

42
0

3,
23

5

1
,7

2
5

660

210

1,060

3
,2

70

9,280

2,0007,280

2
,4

1
2.

8
1
50

1
25

660

1
9
5

3,
74

5

1,820

4,640

3,
23

5

1,
0
30

2
,
20

5

1,
15

0

15
0

2
,1

20

1
5

1
5

4
85

4
,4

2
5

900 4,640 4,640

910 910 910910 910910

1
0
0

25
25

5
0
50

22
510
0

25
1
00

64
5 1,

0
00

（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替
幕板：杉　巾１８０　下地調整

天井：漆喰塗

外壁：杉板よろい下見張　ＷＰ塗

　　　構造用合板ァ９（大壁仕様）

▲ひも丸瓦　取外シ（再利用）

▲のし瓦　取外シ（再利用）

●根廻り：モルタル仕上

　　　　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

Ｈ＝１１０

木製巾木（杉）ＷＰ塗

●割栗石

腰壁：杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

　　（範囲は展開図による）
（範囲は展開図による）

（相じゃくり）ＷＰ塗

腰壁：杉羽目板張 巾１３５

＜既設再利用＞

　　　瓦緊結用釘　２．４φ×４５ｍｍ以上

　　　（緊結用釘加工）の上　葺替

ＷＰ塗（ＲＡ種）

３０×１５０＠４５５）

木組下地（間柱（杉）

●棟木

●母屋

●方杖

●小屋筋かい

●吊木受

●かすがい

●振止

●野縁受

●野縁

□天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　再取付（取外シ分）

　　　（範囲は天井伏図による）

●漆喰塗

天井：漆喰塗

木製巾木（杉）ＷＰ塗 床：ヒノキ圧密フローリングァ１５張

見切縁：杉　４５×６０　ＷＰ塗●敷桁

●窓マグサ

１１４条区画：両面ＰＢ（ァ１２＋ァ１２）

（陸梁下端より）

▲屋根：既設　桟瓦再利用（軒瓦・袖瓦共）

壁上部：漆喰塗　リブラスモルタルァ２０下地

●土台

壁：漆喰塗

壁：漆喰塗

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

木見切：（杉）４５×５５　ＷＰ塗

▲床：ヒノキ板張　巾９０

　　（乱尺）再取付

●額縁

●鴨居

●中鴨居

□天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

　　　　再取付（取外シ分）

　　　　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

Ｈ＝１３５

水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

　　　木下地共

　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）

　　　アスファルトルーフィング９４０

下地：桟木（杉）１５×２１（防腐処理）

Ｎ５０＠１５０で垂木毎に留付

●垂木：既設垂木材母屋とラグスクリュー

　　　　Ｌ＝１２５＠９１０留付

□換気口

軒天：杉　巾１３５　ＷＰ塗（野縁共）

見切縁：杉　４５×６０　ＷＰ塗

見切縁：杉　２５×２５　ＷＰ塗

見切縁：杉　２５×２５　ＷＰ塗

床束：鋼製束

床束：鋼製束

　　巾９０　乱尺（上小小節）ＷＰ塗

根太受：６０×１２０
大引：１０５×１０５

根太受：６０×１２０
根太：４５×５４＠４５５

根太：４５×５４＠４５５

●合掌：１２０×１９５

●吊木：２４×３６

●陸梁：１２０×１９５

●挟ミ束

●土台：１５０×１３５

撤去分新設

野縁：（杉）４５×４５＠４５５

●鼻母屋：１０５×１０５

●敷桁：１５０×１５０

木製床下換気口：４５０×１９５

木見切：杉４５×５５ＷＰ塗

額縁：杉　６０×７０　ＷＰ塗

額縁：杉　４０×６０　ＷＰ塗

木製床下換気口：４５０×１９５

壁見切：（杉）５０×５０　ＷＰ塗
壁見切：（杉）５０×５０　ＷＰ塗

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

　　　構造用合板ァ９（大壁仕様）

外壁：杉板よろい下見張ァ９　ＷＰ塗

　　　構造用合板ァ９（大壁仕様）

外壁：杉板よろい下見張ァ９　ＷＰ塗

新 壁上部：漆喰塗

リブラスモルタルァ２０下地

構造用合板ァ９（大壁仕様）

▲軒樋

▲軒樋

アスファルトルーフィング９４０

アスファルトルーフィング９４０

アスファルトルーフィング９４０

アスファルトルーフィング９４０

構造用合板ァ９（大壁仕様）

アスファルトルーフィング９４０

梁新設（構造図による）

（範囲は天井伏図による）

木ずり（杉）９×４０・リブラスモルタル塗ァ１０

１１４条区画を示す

一部再取付を示す

鼻隠シ先

鼻隠シ先

1/30
1/30立 面 図

矩計図

150×150

150×120

150×135

150×150

120×195

195×120

105×120

105×135

105×105

105×105

150×150

 60×120

 60×120

 60×120

 55×55

45×90

105×105

 75×30

45×54 @455

105×105

150×105

135×135

廊下

瓦座（先端）

４年教室

新設を示す

既設のままを示す

既設のままを示す

再取付を示す

凡 例

（範囲は天井伏図による）

木ずり（杉）９×４０・リブラスモルタル塗ァ１０

　　木ずり（杉）７×４０

　　リブラスモルタル塗ァ２０

　（範囲は展開図による）

　　　　（範囲は天井伏図による）

（範囲は天井伏図による）

　 　　（範囲は天井伏図による）

砕石ァ１００

土間コンクリートァ１００
Ｄ１０＠２００モチアミシングル
防湿ポリエチレンフィルムァ０．１５敷
ポリスチレンフォームァ２５

ポリスチレンフォームァ５０＋５０＋２５＋２５

杉

土　台

柱

一部撤去

杉

杉

杉

杉

杉

窓マグサ

敷　桁

合　掌

陸　梁

方　杖

棟　木

鼻母屋

母　屋

垂　木

挟ミ束

一部撤去

内部間仕切

外壁面

残存部材リスト

部位 備考寸法材種 部位 材種 寸法

杉

備考

新設部材リスト

たすき掛

大　引

床　束

根　太

根ガラミ貫

火打梁 火打金物

一部鋼製束

窓マグサ 杉

床面火打梁

窓　台

振　止

小屋筋かい

筋かい杉・マツ

ヒノキ

マツ

マツ

マツ

マツ

マツ

マツ

マツ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

Ｙ１ Ｙ６Ｙ５

布基礎天端

教室ＦＬ

棟木天端

鼻母屋天端

Ｘ６Ｘ５

設計ＧＬ

10

5.2

廊下ＦＬ

防腐防蟻処理（現場塗布）

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1/30平成25年 3月28日 改修後　＜南棟・北棟＞矩計図

A27
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



2
,0

00

※木製サッシ

※木製サッシ

　木製棚

　掲示板（木枠）

▲１ 時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

▲３ 掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００ ▲３ 掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００
▲２ 黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００ ▲２ 黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

傘立て板　

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

　掲示板（木枠）

※Ａ 掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０
※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

※Ｄ　木製棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

※Ａ 掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００
▲１ 時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

掲示板（木枠）

※Ｘ　傘立て板：Ｗ９０×Ｈ３０

▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００ ▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

12.5

12.5

150

12.5

12.5

150

10

3 9

12
壁：ヨコ胴縁　１８×３６壁：木ずり

　　漆喰塗
壁：ＰＢァ１２．５＋１２．５
　　下塗用　石膏プラスター
　　左官工事下地用塗布型接着増強剤
　　漆喰塗

　　左官工事下地用塗布型接着増強剤
　　漆喰塗

　　ＰＢァ１２．５＋１２．５

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗
※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５
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5

13

13 13

±０

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展開記号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展開記号

±０

上段：改修後のＦＬ高さを示す

＋３５
＋３５

渡り廊下（西）

平面詳細図№１ 1/50

渡り廊下（西）

平面詳細図№１ 1/50

既設のままを示す

木組壁新設を示す
ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲

１１４条区画を示す

Ｋ
１

廊 下

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

４年教室

再取付を示す
±０
±０

＋３５

廊 下

下段：改修前のＦＬ高さを示す

±０

凡例　（工事内容）凡 例

20
1

ＤＥＴＡＩＬ

Ａ

20
1

ＤＥＴＡＩＬ

Ａ

Ａ Ａ

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

区画ごとに本工事前に移設とする。

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

Ｋ
２

Ｋ
２

３・４年教室

改修前

１

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｘ３Ｘ２Ｘ１ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｘ３Ｘ２Ｘ１ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６

ｎ
Ｄ

Ｄ

Ｄ

校舎南棟

２

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№１意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A28
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



1
5
0

2
07 15

15
0

2
07 1
5※木製サッシ

▲３ 掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００
▲２ 黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲１ 時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

▲２ 黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００
▲３ 掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

　木製棚

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００ ▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

※木製サッシ

　掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

※Ａ 掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０
※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

※Ｄ　木製棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※Ａ 掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００
▲１ 時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

掲示板（木枠）

▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００ ▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５
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150
2525

150
2525

13 13 1313

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展開記号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

展開記号

５年教室

1/50平面詳細図№２

既設のままを示す

木組壁新設を示す
ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲

１１４条区画を示す

５年教室

1/50平面詳細図№２

１
Ｋ

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

凡例　（工事内容）

再取付を示す

廊 下廊 下

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

±０
±０

＋３５
＋３５

＋３５

±０

凡 例

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

Ｋ
２

Ｋ
２

改修前

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

ｎ
Ｄ

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｄ

校舎南棟

１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№２意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A29
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



　木製棚

※木製サッシ

▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

　掲示板（木枠）

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００ ▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０
※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

※Ｄ　木製棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

（旧６年教室から移設）

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※
小

屋
裏
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壁

１
１

４
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画

　
木

ず
り

・
モ

ル
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ル
塗

▲７　ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００（新パソコン教室・図書室へ移設）

▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

▲２３　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１６５０×Ｈ１１００

▲８　ロールスクリーン：Ｗ２２００（新パソコン教室・図書室へ移設）

●掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

●ラワン合板張　ＥＰ塗：Ｗ１８３０×Ｈ９２０

掲示板（木枠）

▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５
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1
,8

20
1
,8

20
1
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1
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00

9
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2
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13 131313

1
5
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2
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▲２１　黒板（アルミ枠）：Ｗ３７００×Ｈ１１００（旧６年教室から移設）

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

Ｋ
１

1/50平面詳細図№３

廊 下

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す 既設のままを示す

木組壁新設を示す
ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲

１１４条区画を示す

凡例　（工事内容）

1/50平面詳細図№３

廊 下

６年教室

再取付を示す

パソコン教室・図書室

＋３５

±０
±０
±０

＋３５
＋３５

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

凡 例

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

Ｋ
３

改修前

Ｘ１６

Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

ｎ
Ｄ

Ｘ１６

Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｄ

校舎南棟

１

改修後

改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№３

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A30
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



1
,1

00

655

2
07 1
5

15
0

1
5
0

2
07 15

※
建

具
上

部
タ

レ
壁

※
建

具
上

部
タ

レ
壁

※木製サッシ

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００
　　　（計三ヶ所）

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００
　　　（計三ヶ所）

出隅 

※
建

具
上

部
タ

レ
壁

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

▲９　カガミ（木枠）：Ｗ１３８０×Ｈ１１００
▲１０ 上部児童作品額（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９００ ▲１０ 上部児童作品額（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９００

▲９　カガミ（木枠）：Ｗ１３８０×Ｈ１１００

※Ｆ　行事用黒板（木枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

行事用黒板（木枠）

出隅 

150

150

910 1,820 1,820

910 1,820 910 1,365 1,820 1,365

3,640 4,550

670

1
,8

20
1
,8

20
1
,8

20
1
,8

20

910 1,820 1,820

910 1,820 910 1,365 1,820 1,365

3,640 4,550

1
,8

20
1
,8

20
1
,8

20
1
,8

201,630

1,470

1,630

1,520

1
,1

00

12.5 12.5

2525

14
0

14
0

105 3,430 105 135

90

14
0

14
0

135 3,370

90

2
,0

00

9
,2

80

2
,0

00

9
,2

80

1313

13 13

2
30

1,210 1,210

2
30

窯業系サイディングァ１６（既設同等品）※サイディング※サイディング 窯業系サイディングァ１６（既設同等品）

 上框

※コンクリート増打 コンクリート増打（構造図による）

※Ｅ　上框：木製６０×６０※Ｅ　上框：木製６０×６０

 上框

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

凡例　（工事内容）

１１４条区画を示す

▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

木組壁新設を示す

既設のままを示す

廊 下

校長室

渡り廊下（中央）

1/50平面詳細図№４

玄 関

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

廊 下

校長室

渡り廊下（中央）

1/50平面詳細図№４

玄 関

再取付を示す

玄関ホール玄関ホール

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

±０

±０

－１４０

±０

±０
±０

－１４０
－１４０

コンクリートカッター切を示す

凡 例

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

＋３５

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

Ｋ
５

改修前

Ｄ
ｎ

Ｘ２２ＡＸ２１ＡＸ２０Ａ

Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｘ２２ＡＸ２１ＡＸ２０Ａ

Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

ＤＤ

校舎南棟

ＤＤ

３３

４４

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№４意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A31
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



▲１３　黒板：Ｗ３６００×Ｈ１１００
※Ｈ　ラワン合板張：Ｗ１８００×Ｈ１０８０

※木製サッシ

※木製サッシ

※木製建具

※ベニヤ板張

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※
建

具
上

部
タ

レ
壁

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

▲１１　木製カガミ戸付掲示板（木枠）：Ｗ１８６５×Ｈ９４０ ▲１１　木製カガミ戸付掲示板（木枠）：Ｗ１８６５×Ｈ９４０

▲１２　行事用黒板（アルミ枠）：Ｗ３０００×Ｈ１１００ ▲１４　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１７８０×Ｈ９００

▲１４　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１７８０×Ｈ９００

▲１３　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１１００

▲１２　行事用黒板（アルミ枠）：Ｗ３０００×Ｈ１１００

▲１５　ステンレス流し台：Ｗ１２００×Ｄ５５０×Ｈ８００

▲１６　ガス台：Ｗ６００×Ｄ５５０×Ｈ６３０ ▲１６　ガス台：Ｗ６００×Ｄ５５０×Ｈ６３０

▲１５　ステンレス流し台：Ｗ１２００×Ｄ５５０×Ｈ８００

※Ｇ　コルクボード（木枠）：Ｗ９００×Ｈ１２００
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12.5 12.5
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150
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※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

職員室

廊 下

1/50平面詳細図№５

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

職員室

廊 下

1/50平面詳細図№５

凡例　（工事内容）

１１４条区画を示す

▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

木組壁新設を示す

既設のままを示す

再取付を示す
上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

±０

±０

±０
±０

±０

凡 例

保健室

＋１５０
＋１５０

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

＋３５

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

改修前

Ｘ２２Ａ Ｘ２３Ａ Ｘ２４Ａ Ｘ２５Ａ Ｘ２６Ａ Ｘ２７Ａ

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｘ２２Ａ Ｘ２３Ａ Ｘ２４Ａ Ｘ２５Ａ Ｘ２６Ａ Ｘ２７Ａ

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｄ
ｎ

校舎南棟 改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№５意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A32
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



●床見切：木製
※木製サッシ

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００ ▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※壁見切：木製　２５×５０

床見切：木製　Ｗ４０

※Ｋ　棚：Ｗ２９０×Ｄ１９５×Ｈ６７０（ステンレスダボ付）

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※木製建具 木製建具新設

▲洗面化粧台（機械設備工事）

▲洗面化粧台（機械設備工事）

▲ユニットシャワー（機械設備工事）

▲ユニットシャワー（機械設備工事）

※床見切：塩ビ製　Ｗ２５

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※床見切：塩ビ製　Ｗ２５

上框 

※Ｊ　上框：木製　９０×１１５
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沓摺：杉　Ｗ４０

▲建具（建具表による）

▲建具（建具表による）

▲建具（建具表による）

▲建具（建具表による）

※建具額縁（タテヨコ）：杉 ４５×４５
建具額縁（タテヨコ）：杉 ４５×３５ ＷＰ塗

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

廊 下

放送室

物入

保健室

脱衣室

シャワー

1/50平面詳細図№６

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

放送室

物入

保健室

脱衣室

1/50平面詳細図№６

凡例　（工事内容）

１１４条区画を示す

▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

木組壁新設を示す

既設のままを示す

再取付を示す

棚 

棚板 

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

廊 下

±０
±０

±０

＋１５０
＋１５０

±０

＋１５０

凡 例

±０±０

職員室

±０
±０

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

＋３５
＋３０＋３５

ユニットシャワー

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

Ｋ
６

改修前

Ｘ２７Ａ Ｘ２８Ａ Ｘ２８Ｂ Ｘ２９

Ｘ２８Ｘ２７

Ｘ２７Ａ Ｘ２８Ａ Ｘ２８Ｂ Ｘ２９

Ｘ２８Ｘ２７

Ｄ
ｎ

校舎南棟

Ｄ

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｄ
５

６

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50

意匠

平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№６意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝 A33
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



●床見切：アルミ製 ●床見切：アルミ製

　Ｗ７２００×Ｈ８００

 傘立て板

 掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

※Ｌ　掲示板（木枠）：
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▲公衆電話（電気設備工事）▲公衆電話（電気設備工事）

▲７　ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００（旧パソコン教室・図書室から移設）
▲１９　掲示板（アルミ枠）：Ｗ３６９０×Ｈ１２４０

▲８　ロールスクリーン：Ｗ２２００（旧パソコン教室・図書室から移設）

掲示板（木枠）

※Ｘ　傘立て板：Ｗ９０×Ｈ３０

▲１９　掲示板（アルミ枠）：Ｗ３６９０×Ｈ１２４０
▲１８　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２４００×Ｈ９４０

▲１７　ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ１２９０×Ｈ９４０

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

▲２３　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１６５０×Ｈ１１００（新６年教室へ移設）

▲２０　掲示板（アルミ枠）：Ｗ８００×Ｈ１１００

▲２２　掲示板（アルミ枠）：Ｗ６２３０×Ｈ６００
▲２１　黒板（アルミ枠）：Ｗ３７００×Ｈ１１００（新６年教室へ移設）
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Ｂ

＋３５

６年教室

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す
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廊 下

平面詳細図№７

渡り廊下（右）

1/50

廊 下

平面詳細図№７

渡り廊下（右）

凡例　（工事内容）

１１４条区画を示す

▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

木組壁新設を示す

既設のままを示す

再取付を示す

パソコン教室・図書室

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

±０
±０

＋３５
＋３５

±０

凡 例

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去
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改修前
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校舎南棟
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１０

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞平面詳細図№７意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A34
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

株式
会社 前 野 建 築 設 計



▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※木製サッシ

※木製サッシ

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

　木製棚

　掲示板（木枠）

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

傘立て板　

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００
▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００ ▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

　掲示板（木枠）
※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０
※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

※Ｄ　棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０
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掲示板（木枠）

※Ｘ　傘立て板：Ｗ９０×Ｈ３０

▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００
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壁：ヨコ胴縁　１８×３６壁：ＰＢァ１２．５＋１２．５
　　下塗用　石膏プラスター
　　左官工事下地用塗布型接着増強剤
　　漆喰塗

　　左官工事下地用塗布型接着増強剤
　　漆喰塗

　　ＰＢァ１２．５＋１２．５

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５
建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗
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※土間コンクリート（範囲は構造図による） 土間コンクリート復旧（範囲は構造図による）

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５
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２年教室

廊 下

渡り廊下（左）

平面詳細図№１ 1/50

廊 下

渡り廊下（左）

平面詳細図№１

既設のままを示す

木組壁新設を示す
ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲

１１４条区画を示す

凡例　（工事内容）

再取付を示す

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

Ｋ
１

１年教室

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

±０

＋３５

±０
±０

＋３５
＋３５

凡 例

20
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20
1
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※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去
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校舎北棟
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改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№１意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A35
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



※木製サッシ

※木製サッシ

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００ ▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

　木製棚

　掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０
※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

※Ｄ　木製棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

▲２４　掲示板（アルミ枠）：Ｗ６７００×Ｈ１２００ ▲２４　掲示板（アルミ枠）：Ｗ６７００×Ｈ１２００
▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

掲示板（木枠）
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※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ｂ

±０
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やまもも教室

平面詳細図№２

廊 下

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

凡例　（工事内容）

１１４条区画を示す

▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

木組壁新設を示す

既設のままを示す

再取付を示す

1/50平面詳細図№２

廊 下

１
Ｋ

２年教室

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

＋３５

±０
±０

＋３５
＋３５

凡 例

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

区画ごとに本工事前に移設とする。

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

Ｋ
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Ｋ
２

改修前
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Ｄ
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Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１
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校舎北棟

１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№２意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A36
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



※Ｄ　木製棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

※木製サッシ

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００ ▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

　木製棚

　掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００
※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０
※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００
▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００
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塗

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

掲示板（木枠）

▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

▲４　黒板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５
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Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ｂ

1/50

１年教室

平面詳細図№３

廊 下

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

凡例　（工事内容）

１１４条区画を示す

▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

木組壁新設を示す

既設のままを示す

再取付を示す

1/50平面詳細図№３

廊 下

１
Ｋ

３年教室

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

＋３５
＋３５

＋３５

±０ ±０
±０

凡 例

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

区画ごとに本工事前に移設とする。

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

Ｋ
２

Ｋ
２

改修前

Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６

Ｄ
ｎ

Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６

Ｄ

校舎北棟

１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№３意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A37
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



出隅 

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

上框 

▲２５ ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ１９００×Ｈ１１００ ▲２５ ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ１９００×Ｈ１１００

▲２６ 掲示板（アルミ枠）：Ｗ３４２０×Ｈ１６６０ ▲２６ 掲示板（アルミ枠）：Ｗ３４２０×Ｈ１６６０

▲２７ 掲示板（アルミ枠）：Ｗ３６８０×Ｈ１１００

▲２７ 掲示板（アルミ枠）：Ｗ３６８０×Ｈ１１００

※Ｍ　木製家具

出隅 

上框 

150
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0
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0
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0
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更
衣
室

※Ｅ　上框：木製６０×６０※Ｅ　上框：木製６０×６０

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ｂ

1/50

渡り廊下（中央）

平面詳細図№４

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

凡例　（工事内容）

１１４条区画を示す

▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

木組壁新設を示す

既設のままを示す

再取付を示す

1/50

渡り廊下（中央）

平面詳細図№４

北棟ホール

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

－１４０

北棟ホール

－１４０
－１４０

凡 例

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

廊 下

±０

廊 下

±０

倉庫

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

改修前

Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９

Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｄ
ｎ

Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９

Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｄ Ｄ

校舎北棟

ＤＤ

３３

４４

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№４意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A38
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



※Ｎ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１１３０

※木製サッシ

※木製サッシ

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

　木製棚

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※床下点検口６００角（アルミ枠）

　掲示板（アルミ枠）

　掲示板（木枠）

※Ｑ　パーティション：Ｈ２１３０
　　　扉：Ｈ２０８０

※Ｒ　手洗い：Ｗ３６５０×Ｄ５６０×Ｈ６８０

　掲示板（木枠）

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※Ｐ　ラワン合板張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６０

※Ｎ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１１３０

掲示板（木枠）
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建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗
※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ｂ

廊 下

1/50平面詳細図№５

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

凡例　（工事内容）

１１４条区画を示す

▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

木組壁新設を示す

既設のままを示す

再取付を示す

廊 下

1/50平面詳細図№５

１
Ｋ

やまもも教室

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

±０

±０

±０
±０

凡 例

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

＋３５ ＋３５

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

Ｋ
２

Ｋ
２

理科室

改修前

Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４

Ｄ
ｎ

Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１ Ｘ２２ Ｘ２３ Ｘ２４

Ｄ

Ｄ

校舎北棟

１２

１０

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№５意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A39
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



▲２９ カガミ（木枠）：Ｗ１１１０×Ｈ１４００

※Ｎ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１１３０

※木製サッシ

※木製サッシ

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００ ▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

　掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※Ｓ　プリント合板掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ２３８０

▲床下点検口６００角（アルミ枠） ▲床下点検口６００角（アルミ枠）

※Ｎ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１１３０

※Ｔ　ラワン合板掲示板（木枠）：Ｗ３７００×Ｈ９５０

▲３２　作業台：Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７００（プレハブへ移動）

▲３３　洗濯機パン：Ｗ９００×Ｄ６３０×Ｈ８０（プレハブへ移動）

▲３０　机：Ｗ１８００×Ｄ１０００×Ｈ７６０（プレハブへ移動）

▲３１　水槽･ガス台：Ｗ９００×Ｄ８００×Ｈ６４０（プレハブへ移動）

▲２８　ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００ ▲２８　ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲２９ カガミ（木枠）：Ｗ１１１０×Ｈ１４００

▲３５　上部棚：５００×４２００（Ｌ型アングル取付）

▲３４　流し台：Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７００（プレハブへ移動）

▲３０　机：Ｗ１８００×Ｄ１０００×Ｈ７６０（プレハブから移動）

▲３４　流し台：Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７００（プレハブから移動）

▲３３　洗濯機パン：Ｗ９００×Ｄ６３０×Ｈ８０（プレハブから移動）

▲３１　水槽･ガス台：Ｗ９００×Ｄ８００×Ｈ６４０（プレハブから移動）

▲３２　作業台：Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７００（プレハブから移動） ▲３５　上部棚：５００×４２００（Ｌ型アングル取付）
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掲示板（木枠）

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

1/50平面詳細図№６

廊 下

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

凡例　（工事内容）

１１４条区画を示す

▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

木組壁新設を示す

既設のままを示す

再取付を示す

1/50平面詳細図№６

廊 下

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

±０

±０

±０
±０

±０
±０

凡 例

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

家庭科室

家庭科室

Ｋ
２

Ｋ
２

改修前

Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９

Ｄ
ｎ

Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ２４ Ｘ２５ Ｘ２６ Ｘ２７ Ｘ２８ Ｘ２９

校舎北棟

Ｄ
８

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№６意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A40
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画（改修後）：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画（改修後）：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計



　Ｗ３６００×Ｈ１８３０

　Ｗ１８１０×Ｈ９１０

　Ｗ１８１０×Ｈ９１０

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００ ▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

※
小

屋
裏

隔
壁

１
１

４
条

区
画

　
木

ず
り

・
モ

ル
タ

ル
塗

※Ｕ　掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３５０ ※Ｗ ラワン合板掲示板：

※Ｗ ラワン合板掲示板：

　Ｗ３６００×Ｈ１８３０

▲３７　ホワイトボード　線引（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００ ▲３７　ホワイトボード　線引（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲３６　カガミ（木枠）：Ｗ１３７０×Ｈ１０９０ ▲３６　カガミ（木枠）：Ｗ１３７０×Ｈ１０９０

▲３９ アクリル掲示板（木枠）：▲３９ アクリル掲示板（木枠）：

▲３８　アンプ台（上部）：Ｗ４００～２００×Ｄ３５０

▲３８　アンプ台（上部）：Ｗ４００～２００×Ｄ３５０ ▲３８　アンプ台（上部）：Ｗ４００～２００×Ｄ３５０

▲３８　アンプ台（上部）：Ｗ４００～２００×Ｄ３５０

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５　ＷＰ塗

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗
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※Ｓ　プリント合板掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ２３８０
※Ｔ　ラワン合板掲示板（木枠）：Ｗ３７００×Ｈ９５０

掲示板（木枠）

掲示板（木枠）

 掲示板（木枠）

 掲示板（木枠）

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

1/50平面詳細図№７

音楽室

下
足
入

物
入

物
入

下
足
入

渡り廊下（右）

廊 下

木組壁・建具解体を示す

既設のままを示す

凡例　（工事内容）

１１４条区画を示す

▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

木組壁新設を示す

既設のままを示す

再取付を示す

1/50平面詳細図№７

音楽室

下
足
入

物
入

物
入

下
足
入

渡り廊下（右）

廊 下

上段：改修後のＦＬ高さを示す

±０
±０

下段：改修前のＦＬ高さを示す

±０

＋３５

±０
±０

＋３５
＋３５

凡 例

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

Ｋ
４

Ｋ
４

改修前

Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ２９ Ｘ３０ Ｘ３１ Ｘ３２ Ｘ３３ Ｘ３４ Ｘ３５

Ｄ
ｎ

Ｙ１１

Ｙ１２

Ｙ１３

Ｙ１４

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ２９ Ｘ３０ Ｘ３１ Ｘ３２ Ｘ３３ Ｘ３４ Ｘ３５

校舎北棟

Ｄ

Ｄ
９

１１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞平面詳細図№７意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A41
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
１．１１４条区画：教室－廊下間の小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。

２．１１４条区画：教室－教室間の間仕切及び小屋裏隔壁については、ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５両面張とする。 株式
会社 前 野 建 築 設 計
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▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
※木見切

▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
※木見切

●カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

※木製巾木

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

　木製棚

※Ｄ　木製棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００ 　掲示板（木枠）

※木製巾木

▲３　掲示板（アルミ枠）

　　　Ｗ５７００×Ｈ１２００

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００※木製巾木

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：杉板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※壁見切

▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０ ▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００※木製巾木

※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）
※床：フローリング張

　杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※

※

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

●カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

※カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ ※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

Ｆ１ＦＷ２

Ｗ２

Ｆ１ Ｗ３

Ｗ４ＦＷ２

Ｗ５

Ｆ１ＦＷ２

ＦＷ２

Ｗ４

Ｗ５

Ｗ６

Ｗ６

Ｃ２Ｃ２

Ｗ９
Ｗ９

Ｃ３

Ｃ２ Ｃ２

ＦＷ２

Ｗ２

Ｗ３

Ｃ２Ｃ３
Ｃ２

Ｃ２

Ｃ３

Ｗ９

Ｗ６ Ｗ１６

Ｗ１６

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

凡例　（工事内容）

既設のままを示す

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

３・４年教室Ａ面 ４年教室Ａ面

ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

仕上概要

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗
ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）　ＷＰ塗

木製巾木（杉）　Ｈ１１０　ＷＰ塗

３・４年教室Ｃ面

３・４年教室Ｄ面

Ｋ
１

４年教室Ｃ面

４年教室Ｄ面

３・４年教室Ｂ面 ４年教室Ｂ面

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

仕上材撤去

木ずり（杉）７×４０

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

杉板打上天井張７．５　巾１３５　再取付（取外シ分）

ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

漆喰塗

リブラスモルタル塗ァ２０

廊下

廊下

廊下

廊下

Ｋ
２

Ｋ
２

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

木見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

校舎南棟 改修前

Ｘ１ Ｘ６

廊下ＦＬ 廊下ＦＬ

Ｘ１ Ｘ６

ｎ
Ｄ

Ｘ１Ｘ６

Ｙ５Ｙ１

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ１Ｘ６

Ｙ５Ｙ１

Ｙ５ Ｙ１

廊下ＦＬ 廊下ＦＬ

Ｙ５ Ｙ１

Ｄ
１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞展開図№１ 1/100意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A42
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０

※Ｄ　木製棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

　木製棚

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

　掲示板（木枠）

▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

※カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

▲３　掲示板（アルミ枠）

　　　Ｗ５７００×Ｈ１２００

※木製巾木

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

　杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※壁見切

※壁見切

※壁見切

※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

※床：フローリング張
（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※

※

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

※木見切
▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

※木見切
▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

●カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５
※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

Ｃ２

Ｆ１

Ｆ１

ＦＷ２

ＦＷ２

ＦＷ２

ＦＷ２

Ｗ２

Ｗ４

Ｗ５

Ｗ６

Ｗ６

Ｃ２ Ｃ２Ｃ３

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ３

Ｗ２

Ｗ３

Ｗ２

Ｗ３

Ｆ１
ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）　ＷＰ塗

ＦＷ２ 木製巾木（杉）　Ｈ１１０　ＷＰ塗

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

凡例　（工事内容）

既設のままを示す

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

Ｗ６

Ｗ４

Ｗ５
杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

Ｗ３

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

Ｗ２

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

漆喰塗　撤去分新設Ｃ２

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

Ｃ３

凡例　（工事内容）

再取付を示す▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

仕上概要

５年教室Ｄ面

５年教室Ａ面

５年教室Ｂ面

５年教室Ｃ面

５年教室Ｄ面

５年教室Ａ面

５年教室Ｂ面

５年教室Ｃ面

Ｋ
１

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉板打上天井張７．５　巾１３５　再取付（取外シ分）

仕上材撤去

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０　　漆喰塗

廊下

廊下

廊下

廊下

Ｋ Ｋ
２ ２

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

改修前校舎南棟

Ｄ
ｎ

Ｘ６ Ｘ１１

Ｘ６Ｘ１１

Ｙ５ Ｙ１

Ｙ５Ｙ１

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ６ Ｘ１１

Ｘ６Ｘ１１

Ｙ５ Ｙ１

Ｙ５Ｙ１

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｄ
１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞展開図№２ 1/100意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A43
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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▲３　掲示板（アルミ枠）

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０

※Ｄ　木製棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

　木製棚

●カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付） ●カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

●カーテンレール（ダブル：木額縁直付、カーテン付）

※木製巾木

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

　　　（旧６年教室から移設）

▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００
▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※壁見切

※壁見切

※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

　　　Ｗ５７００×Ｈ１２００

▲２１　黒板（アルミ枠）：
Ｗ３７００×Ｈ１１００

（旧６年教室から移設）

▲２３　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１６５０×Ｈ１１００

※床：フローリング張
（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

掲示板（木枠）

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

▲７　ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
※木見切

▲８　ロールスクリーン：Ｗ２２００

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝

Ｃ２

ＦＷ２

Ｃ２ Ｃ３

Ｗ２
Ｗ２

Ｗ３

仕上材取外シ

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

凡例　（工事内容）

既設のままを示す

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

Ｗ４

Ｗ３

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

Ｗ２

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

Ｆ１
ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）　ＷＰ塗

漆喰塗　撤去分新設Ｃ２

ＦＷ２ 木製巾木（杉）　Ｈ１１０　ＷＰ塗
ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

Ｃ３

仕上概要

６年教室Ｂ面

パソコン教室・図書室Ａ面

パソコン教室・図書室Ｂ面

パソコン教室・図書室Ｃ面

パソコン教室・図書室Ｄ面

６年教室Ａ面

６年教室Ｃ面

６年教室Ｄ面

Ｋ
１

Ｆ１

Ｆ１

ＦＷ２

ＦＷ２

ＦＷ２

Ｗ２

Ｗ３

Ｗ４

Ｗ６

Ｗ６

Ｃ２ Ｃ２Ｃ３

Ｃ２ Ｃ２

凡例　（工事内容）

再取付を示す▲

各部詳細図番号を示す

家具詳細図番号を示す
Ｋ
ｎ

Ｄ
ｎ

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉板打上天井張７．５　巾１３５　再取付（取外シ分）

廊下

廊下

廊下

廊下

Ｋ
３

　掲示板（木枠）

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

Ｗ４

Ｗ６
リブラスモルタル塗ァ２０　　漆喰塗

木ずり（杉）７×４０

改修前校舎南棟

Ｙ５ Ｙ１

Ｘ１１ Ｘ１６

Ｘ１１Ｘ１６

Ｙ５Ｙ１

Ｙ５ Ｙ１

Ｘ１１ Ｘ１６

Ｘ１１Ｘ１６

Ｙ５Ｙ１

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｄ
１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

意匠

平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞展開図№３ 1/100

A44
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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●天井：杉板格天井張

●天井：杉板格天井張

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

●天井：杉板格天井張

※木製巾木

▲腰壁：ヒノキ羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：ヒノキ羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：ヒノキ羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：ヒノキ羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※壁見切

※壁見切

※壁見切▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※Ｆ　行事用黒板（木枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

●天井：杉板格天井張
※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗 ※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

Ｆ２

Ｗ６

Ｗ２

Ｗ７

Ｗ８

ＦＷ３

ＦＷ３

Ｗ９

Ｗ８

ＦＷ３

ＦＷ３

Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２

Ｗ９

Ｃ２

Ｗ８

Ｗ８

Ｃ２

廊下

廊下廊下

廊下

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

凡例　（工事内容）

ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

既設のままを示す 家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す
Ｗ２

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

仕上概要

ＦＷ３ Ｗ６ Ｗ８

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

Ｗ７

ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

漆喰塗　撤去分新設Ｃ２

ＷＰ塗（ＲＡ種）

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付
Ｆ２

校長室Ｃ面

校長室Ｂ面

校長室Ａ面

校長室Ｄ面

校長室Ｃ面

校長室Ｂ面

校長室Ａ面

校長室Ｄ面

ヒノキ板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

ヒノキ板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

Ｗ９
仕上材撤去

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

漆喰塗

Ｋ
５

行事用黒板（木枠）

木製巾木（ヒノキ）Ｈ１１０　ＷＰ塗

壁見切（ヒノキ）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（ヒノキ）５０×５０　ＷＰ塗

改修前校舎南棟

ｎ
Ｄ

Ｘ１９ Ｘ２２Ａ

Ｘ１９Ｘ２２Ａ

Ｙ５ Ｙ１

Ｙ５Ｙ１

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ１９ Ｘ２２Ａ

Ｘ１９Ｘ２２Ａ

Ｙ５ Ｙ１

Ｙ５Ｙ１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞展開図№４ 1/100意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A45
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※ベニヤ板張

●ブラインド

●換気扇※カーテンレール（シングル：木額縁直付）

▲ ▲

▲換気扇（接続は設備工事による）

※

※

設備機器
（設備工事による）

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

※カガミ：Ｗ３５５×Ｈ５０５

※Ｇ　コルクボード（木枠）：Ｗ９００×Ｈ１２００
※Ｈ　ラワン合板張：Ｗ１８００×Ｈ１０８０

▲１６　ガス台：Ｗ６００×Ｄ５５０×Ｈ６３０

▲１６　ガス台：Ｗ６００×Ｄ５５０×Ｈ６３０

▲１５　ステンレス流し台：Ｗ１２００×Ｄ５５０×Ｈ８００
▲１５　ステンレス流し台：

　　　　Ｗ１２００×Ｄ５５０×Ｈ８００

▲１２　行事用黒板（アルミ枠）：Ｗ３０００×Ｈ１１００ ▲１２　行事用黒板（アルミ枠）：Ｗ３０００×Ｈ１１００

▲１３　黒板：Ｗ３６００×Ｈ１１００

▲１３　黒板：Ｗ３６００×Ｈ１１００

▲１４　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１７８０×Ｈ９００ ▲１４　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１７８０×Ｈ９００

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共） 黒板受木材：杉　４５×１２０　Ｈ２０５０

※壁見切　撤去の上

杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※壁見切

※黒板受木材：４５×１２０　Ｈ２０５０

▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

設備機器
（設備工事による）

▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
※木見切

▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
※木見切

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ ※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

Ｗ４

Ｗ４Ｗ５

Ｗ６Ｗ６

Ｃ２

Ｃ２

Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２

ＦＷ２

ＦＷ２

ＦＷ２

Ｗ９

ＦＷ２

ＦＷ２

Ｃ３

Ｃ２

Ｃ３

Ｗ９

Ｗ４

凡例　（工事内容）

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

既設のままを示す ● 既設のままを示す

▲ 取外シ・再取付を示す

※ 解体・撤去を示す

家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

凡例　（工事内容）

ｎ
家具詳細図番号を示す

Ｋ

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

仕上概要

職員室Ａ面

職員室Ｂ面

職員室Ｃ面

職員室Ｄ面

職員室Ａ面

職員室Ｂ面

職員室Ｃ面

職員室Ｄ面

Ｃ２

Ｃ３

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

杉板打上天井張　巾１３５　再取付（取外シ分）

ＷＰ塗

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付

ＷＰ塗（ＲＡ種）

木製巾木（杉）　Ｈ１１０
仕上材撤去

ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

漆喰塗

Ｗ６

廊下 廊下

廊下廊下

Ｗ９

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗
Ｗ５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）
Ｗ４

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

改修前校舎南棟

ｎ
Ｄ

Ｙ５ Ｙ１

Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ

Ｙ５Ｙ１

Ｘ２２ＡＸ２７Ａ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ５ Ｙ１

Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ

Ｙ５Ｙ１

Ｘ２２ＡＸ２７Ａ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 1/100改修前　改修後　＜南棟＞展開図№５一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A46
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※壁：合板の上　ビニルクロス張

※壁見切：木製　２５×５０

※木製巾木
※床：フローリングブロック張

※木製巾木

※天井：ラワン合板の上ビニルクロス張

※天井：ラワン合板の上ビニルクロス張

※床見切：塩ビ製　Ｗ２５

※床：複合フローリング張  ※床：フローリングブロック張

▲建具（建具表による）

※木製巾木

電気盤（設備工事による）

※Ｊ　上框：木製　９０×１１５

※Ｊ　上框：木製　９０×１１５
　（束、大引、根太共）  　（束、大引、根太共）

ラワン合板の上　ビニルクロス張
※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

電気盤（設備工事による）

●カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

▲建具（建具表による）

上框 

Ｗ１０ Ｃ４

Ｃ４

Ｆ２

Ｗ１１

Ｗ１０

Ｆ３

ＦＷ４

Ｗ１１

Ｗ１１

Ｃ４

Ｃ４

Ｗ１１

ＦＷ４

ＦＷ４

ＦＷ４

ＦＷ４

Ｆ３

Ｗ１１

保健室Ａ面

保健室Ｂ面

保健室Ｃ面

保健室Ｄ面

保健室Ａ面

保健室Ｃ面

保健室Ｄ面

保健室Ｂ面

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

凡例　（工事内容） 仕上概要

ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

ビニルクロス張　ＡＡ級

ＰＢァ１２．５

ビニルクロス張　ＡＡ級

廻り縁：塩ビ製
既設のままを示す

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

仕上材撤去

廊下

廊下 廊下

廊下

ＰＢァ１２．５ ＰＢァ９．５　ビニルクロス張　ＡＡ級

木製巾木（杉）　Ｈ１１０

複合フローリングァ１５張

耐水ラワン合板ァ１２の上

Ｙ５ Ｙ１

改修前

Ｘ２７Ａ

Ｙ５Ｙ１

Ｘ２７Ａ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ２７Ａ

Ｙ５Ｙ１

Ｘ２７Ａ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ５ Ｙ１

校舎南棟

ｎ
Ｄ

Ｄ
５

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞展開図№６ 1/100一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A47
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※ラワン合板

▲カガミ（機械設備工事）

▲照明器具（電気設備工事）

※床：複合フローリング張

※木製巾木 ※木製巾木 ※木製巾木

※床：複合フローリング張

※木製巾木 ※木製巾木 ※木製巾木 ※木製巾木

　　　　ビニルクロス張

▲洗面化粧台（設備工事）

▲カガミ（設備工事）

▲照明器具（電気工事）

※壁：ラワン合板張 ※壁：ラワン合板張 ※壁：ラワン合板張 ※壁：ラワン合板張

※壁：ラワン合板の上　ビニルクロス張

※床：ラワン合板の上　ビニル床タイル張 ※床：ラワン合板の上　ビニル床タイル張

※壁：ラワン合板の上　ビニルクロス張 ※壁：ラワン合板の上　ビニルクロス張

※Ｋ　棚：Ｗ２９０×
　Ｄ１９５×Ｈ６７０
　（ステンレスダボ付）

▲建具（建具表による）

▲洗面化粧台（機械設備工事）

▲タオル掛（電気設備工事）

▲樹脂製手摺（電気設備工事）

▲樹脂製手摺（電気設備工事）

▲樹脂製手摺（電気設備工事）

　（束、大引、根太共） 　（束、大引、根太共）

　（束、大引、根太共） 　（束、大引、根太共）

※ラワン合板

▲建具（建具表による）

▲建具（建具表による）

▲建具（建具表による）

▲ユニットシャワー（機械設備工事） ▲ユニットシャワー（機械設備工事）

　（束、大引、根太共）

　（束、大引、根太共）

※天井：ラワン合板張 ※天井：ラワン合板張

※天井：ラワン合板の上ビニルクロス張

※天井：ラワン合板の上

▲設備機器（設備工事による）

▲設備機器（設備工事による）

▲設備機器（設備工事による） ▲設備機器（設備工事による）

▲設備機器（設備工事による）

▲設備機器（設備工事による）

※壁：ラワン合板の上　ビニルクロス張

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

Ｗ１４

Ｗ１４Ｗ１４

Ｆ５

Ｆ４

Ｆ５

Ｆ３ Ｃ４

Ｃ５

Ｃ６

Ｗ１１ Ｗ１１
Ｃ４

Ｃ６

Ｃ６

Ｗ１１Ｗ１１

Ｆ５

Ｆ４ Ｆ４

Ｃ４

Ｆ３

Ｃ５ Ｃ５

Ｗ１１

Ｗ１２

ＦＷ５

ＦＷ５ ＦＷ５

ＦＷ５

ＦＷ５ ＦＷ５ＦＷ５ＦＷ５

Ｗ１２

Ｗ１３

Ｗ１４

ＦＷ４

ＦＷ５

Ｗ１１

Ｗ１２

Ｗ１３

ＦＷ４ＦＷ４

Ｗ１１

脱衣室Ｂ面

物入Ｂ面物入Ａ面 物入Ｃ面 物入Ｄ面

脱衣室Ｃ面 脱衣室Ｄ面脱衣室Ａ面 脱衣室Ｂ面

物入Ｂ面物入Ａ面 物入Ｃ面 物入Ｄ面

脱衣室Ｃ面 脱衣室Ｄ面脱衣室Ａ面

仕上材取外シ

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

凡例　（工事内容） 仕上概要

ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

ビニル床タイルァ２．０張

耐水ラワン合板ァ１２の上

カーペットァ６敷

廻り縁：塩ビ製

廻り縁：木製　１５×１５

化粧ＰＢァ９．５張

廻り縁：塩ビ製

既設のままを示す

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

耐水ラワン合板ァ１２の上

 棚板

放送室Ｂ面

放送室Ｄ面

※ビニル巾木

※ビニル巾木

※壁：合板の上ビニルクロス張

※壁：合板の上ビニルクロス張
※天井：化粧ＰＢ張

※床：ラワン合板の上カーペット敷

放送室Ｃ面

放送室Ａ面

※ビニル巾木

※ビニル巾木

※床：ラワン合板の上カーペット敷

※壁：ラワン合板の上ビニルクロス張

放送室Ｂ面

放送室Ｄ面放送室Ｃ面

放送室Ａ面

耐水ラワン合板ァ５．５張

Ｋ
６

棚 
※天井：化粧ＰＢ張

複合フローリングァ１５張

耐水ラワン合板ァ１２の上 ＰＢァ９．５　ビニルクロス張　ＡＡ級

※天井：化粧ＰＢ張

木製巾木（杉）　Ｈ１１０

ビニル巾木　Ｈ１００

ビニルクロス張　ＡＡ級

ＰＢァ１２．５

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

耐水ラワン合板ァ９張

ビニルクロス張　ＡＡ級

改修前

Ｘ２９ Ｘ２９

Ｘ２９Ｘ２９

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ２９ Ｘ２９

Ｘ２９Ｘ２９

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

校舎南棟

ｎ
Ｄ

Ｄ

Ｘ２９

Ｘ２９

Ｘ２９

Ｘ２９

６

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞展開図№７ 1/100一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A48
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



※床：フローリング張
（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

▲７　ホワイトボード（アルミ枠）：
Ｗ３６００×Ｈ１２００

（旧パソコン教室・図書室から移設）

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗
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※床：フローリング張

※木製巾木

※木製巾木※壁見切

▲天井：杉板打上天井張　巾１３５
※木見切

▲１７　ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ１２９０×Ｈ９４０
▲１８　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２４００×Ｈ９４０

▲１９　掲示板（アルミ枠）：Ｗ３６９０×Ｈ１２４０

※壁見切

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※木製巾木
　　　（新６年教室へ移設）

▲２１　黒板（アルミ枠）：Ｗ３７００×Ｈ１１００（新６年教室へ移設） ▲２２　掲示板（アルミ枠）：Ｗ６２３０×Ｈ６００

▲２３　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１６５０×Ｈ１１００▲２０　掲示板（アルミ枠）：Ｗ８００×Ｈ１１００

※壁見切

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

▲１９　掲示板（アルミ枠）：
Ｗ３６９０×Ｈ１２４０

掲示板（木枠）

●カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

※腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※木製巾木

※腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ ※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

ＦＷ２

Ｃ２

Ｃ１

ＦＷ２

ＦＷ２

ＦＷ２

Ｗ９

Ｗ６Ｗ６

Ｃ１

Ｗ２ Ｗ２

Ｃ１ Ｃ２Ｃ２

Ｗ１５ Ｗ１５

Ｆ１Ｗ１

Ｆ１

Ｗ２１

Ｗ２

Ｗ１

Ｗ６

Ｗ９

Ｗ２１

Ｗ１５
凡例　（工事内容）

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す 家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

既設のままを示す

ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

仕上概要

漆喰塗　撤去分新設

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

木製巾木（杉）　Ｈ１１０　ＷＰ塗

６年教室Ａ面

６年教室Ｃ面

パソコン教室・図書室Ａ面

パソコン教室・図書室Ｂ面

パソコン教室・図書室Ｃ面

６年教室Ｂ面

ＷＰ塗

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

廊下 廊下

廊下

６年教室Ｄ面

廊下

パソコン教室・図書室Ｄ面

Ｋ
２

Ｋ
２

仕上材取外シ

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０　漆喰塗

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

下塗用　石膏プラスター

ＰＢァ１２．５

ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

ＰＢァ１２．５

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

改修前校舎南棟

ｎ
Ｄ

Ｘ２９ Ｘ３４

Ｘ２９Ｘ３４

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ２９ Ｘ３４

Ｙ５ Ｙ１

Ｘ２９Ｘ３４

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ５ Ｙ１

Ｄ

廊下ＦＬ

Ｙ５Ｙ１

廊下ＦＬ

Ｙ５Ｙ１

１０

　掲示板（木枠） 　掲示板（木枠）

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞展開図№８ 1/100一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A49
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※Ｅ　上框：木製６０×６０

●床：土間コンクリート　磁器質タイル張

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※壁見切

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲９　カガミ（木枠）: Ｗ１３８０×Ｈ１１００ ▲９　カガミ（木枠）: Ｗ１３８０×Ｈ１１００

※掲示物受木材：４５×６０

掲示物受木材：４５×６０

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
※木見切

▲１０　上部児童作品額（木枠）: Ｗ１９００×Ｈ９００

※天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
※木見切

※天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
※木見切

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８２０×Ｈ９００　（計三ヶ所）

▲額縁・扉 ▲額縁・扉

※木製巾木※壁見切

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※Ｅ　上框：木製６０×６０

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８２０×Ｈ９００（計三ヶ所）

▲１０　上部児童作品額（木枠）: Ｗ１９００×Ｈ９００

Ｗ２ＦＷ１

ＦＷ１

ＦＷ１

ＦＷ１

ＦＷ１

Ｗ６Ｗ１

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ２

Ｗ２

Ｃ１

Ｃ１

Ｗ６ Ｗ６

Ｗ６Ｗ６

Ｃ１

Ｗ１５

Ｗ１５

Ｗ１５

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

凡例　（工事内容）

既設のままを示す

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

仕上材撤去

廊下廊下 廊下廊下

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

木製巾木（杉）　Ｈ１３５　ＷＰ塗

仕上概要

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗
ＷＰ塗

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

漆喰塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

上框

上框

玄関ホールＡ面 玄関ホールＡ面

玄関ホールＢ面玄関ホールＢ面

玄関ホールＣ面 玄関ホールＣ面

玄関ホールＤ面玄関ホールＤ面

改修前校舎南棟

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ１６ Ｘ１９

Ｙ６ Ｙ１Ｙ５

廊下ＦＬ

Ｙ６Ｙ１ Ｙ５

Ｘ１６Ｘ１９

Ｘ１６ Ｘ１９

Ｙ６ Ｙ１Ｙ５

Ｘ１６Ｘ１９

Ｙ６Ｙ１ Ｙ５

ｎ
Ｄ

ｎ
Ｋ

Ｄ
４

Ｄ
４

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 1/100改修前　改修後　＜南棟＞展開図№９一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A50
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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27
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▲５　掲示板（アルミ枠）Ｗ２１００×Ｈ９００
▲５　掲示板（アルミ枠）Ｗ２１００×Ｈ９００

▲５　掲示板（アルミ枠）Ｗ２１００×Ｈ９００

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００ ▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共） ※壁見切 ※木製巾木
※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切
▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※木製巾木

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※木見切
▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

※木見切
▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

▲５　掲示板（アルミ枠）Ｗ２１００×Ｈ９００※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※※※

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

●掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００
●掲示板（ベニヤ板張）：Ｗ１８３０×Ｈ９２０

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※木製巾木※木製巾木

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

Ｆ２

ＦＷ１

Ｗ５

Ｗ６

Ｃ３

ＦＷ１Ｗ５

Ｗ４

Ｗ４

ＦＷ１ＦＷ１ＦＷ１

Ｗ５ Ｗ４Ｗ４

Ｗ６Ｗ６Ｗ６

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３Ｃ３

Ｗ６

Ｗ５
Ｆ２

Ｆ２

廊下Ａ面

廊下Ｃ面
廊下Ｄ面

廊下Ａ面

廊下Ｃ面
廊下Ｄ面

既設のままを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

仕上材撤去

家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

凡例　（工事内容）

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

木製巾木（杉）　Ｈ１３５　ＷＰ塗

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付

ＷＰ塗（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

漆喰塗

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

再取付（取外シ分） ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

仕上概要

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

改修前

改修後

校舎南棟

Ｘ１ Ｘ１６Ｘ１１Ｘ６

Ｘ１Ｘ１６ Ｘ１１ Ｘ６

Ｙ６Ｙ５

Ｘ１ Ｘ１６Ｘ１１Ｘ６

Ｘ１Ｘ１６ Ｘ１１ Ｘ６

Ｙ６Ｙ５

ｎ
Ｄ

ｎ
Ｋ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜南棟＞展開図№１０一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1/100

A51
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）
※壁見切

ＯＰＥＮ
ＯＰＥＮ ＯＰＥＮ

ＯＰＥＮ
ＯＰＥＮ ＯＰＥＮ

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁見切
▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※木製巾木※木製巾木

　　　Ｗ１８００×Ｈ９００
▲６　掲示板（アルミ枠）：

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗
※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗
※木見切
▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

※木見切
▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

※木見切
▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

▲６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※木製巾木 ※木製巾木

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）
※壁見切※木製巾木

▲１１　木製カガミ戸付掲示板（木枠）：Ｗ１８６５×Ｈ９４０

▲１１　木製カガミ戸付掲示板（木枠）：Ｗ１８６５×Ｈ９４０

▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）
※壁見切

※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）
▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

ＦＷ１

Ｗ５

Ｗ６

Ｃ３

Ｗ４

ＦＷ１

Ｗ６ Ｗ６

ＦＷ１ＦＷ１ＦＷ１ＦＷ１ ＦＷ１

ＦＷ１Ｗ４ Ｗ４ Ｗ４ Ｗ４Ｗ５Ｗ５Ｗ５

Ｃ３Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３

Ｗ６Ｗ６Ｗ６Ｗ６ Ｗ６

Ｗ４

Ｃ３

Ｆ２

Ｗ４ Ｗ４

Ｆ２

廊下Ａ面

廊下Ｂ面

廊下Ｃ面

廊下Ａ面

廊下Ｂ面

廊下Ｃ面

既設のままを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

仕上材撤去

家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

凡例　（工事内容）

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

木製巾木（杉）　Ｈ１３５　ＷＰ塗

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付

ＷＰ塗（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

漆喰塗

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

再取付（取外シ分） ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

仕上概要

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

改修前

改修後

校舎南棟

Ｘ３４Ｘ１９ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ２９ Ｙ６ Ｙ５

Ｘ３４ Ｘ１９Ｘ２２ＡＸ２７ＡＸ２９

Ｘ３４Ｘ１９ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ２９ Ｙ６ Ｙ５

Ｘ３４ Ｘ１９Ｘ２２ＡＸ２７ＡＸ２９

ｎ
Ｄ

ｎ
Ｋ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜南棟＞展開図№１１ 1/100

A52
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※壁見切　撤去の上

　杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※木製巾木

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００

　木製棚

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

　掲示板（木枠）

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０

▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

※壁見切　撤去の上

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

※壁見切

※壁見切

（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）
※床：フローリング張

▲天井：杉板打上天井張　巾１３５
※木見切

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

※木見切
▲天井：杉板打上天井張　巾１３５

※ラワン合板 ＯＰ塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※

※

掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

※木製巾木

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

●カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

※カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ ※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

Ｗ９

Ｗ６

Ｗ２

Ｆ１ Ｗ３

Ｗ４ＦＷ２

Ｗ５

Ｆ１

Ｆ１

ＦＷ２

ＦＷ２

ＦＷ２

Ｗ２

Ｗ３

Ｗ４

Ｗ５

Ｗ６

Ｗ６

Ｃ２

Ｗ９
Ｗ９

Ｃ３

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２Ｃ２ Ｃ３

ＦＷ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ３

Ｗ１６

Ｗ１６

廊下

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

ＰＢァ１２．５

ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

凡例　（工事内容）

仕上材取外シ

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

既設のままを示す

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

２年教室Ａ面

２年教室Ｂ面

２年教室Ｃ面

２年教室Ｄ面

１年教室Ａ面

１年教室Ｂ面

１年教室Ｃ面

１年教室Ｄ面

Ｋ
１

ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

仕上概要

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗
ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）　ＷＰ塗

木製巾木（杉）　Ｈ１１０　ＷＰ塗

※Ｄ　棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

リブラスモルタル塗ァ２０　漆喰塗

木ずり（杉）７×４０

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉板打上天井張　巾１３５　再取付（取外シ分）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

漆喰塗　撤去分新設

Ｋ
２

Ｋ
２

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗
壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

廊下 廊下

廊下

改修前校舎北棟

Ｘ１ Ｘ６

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｘ１Ｘ６

Ｙ１５Ｙ１１

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ１ Ｘ６

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｘ１Ｘ６

Ｙ１５Ｙ１１

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

ｎ
Ｄ

Ｄ
１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞展開図№１ 1/100一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A53
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※壁見切

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※床：フローリング張
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▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

※B　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０

※木製巾木

※Ｄ　木製棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

※A　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００

　木製棚

　掲示板（木枠）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※C　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

※壁見切

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

▲２４　掲示板（アルミ枠）：Ｗ６７００×Ｈ１２００

▲２４　掲示板（アルミ枠）：Ｗ６７００×Ｈ１２００

※ラワン合板 ＯＰ塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

▲天井：杉板打上天井張　巾１３５
※木見切

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗　一部撤去

※

※

掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００ ▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

　杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切　撤去の上

●カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

※カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

Ｗ２

Ｆ１ Ｗ３

Ｗ４ＦＷ２

Ｗ５

Ｃ２

Ｃ３

Ｆ１ＦＷ２

Ｗ２

Ｃ３
Ｃ２Ｃ２

ＦＷ２

Ｆ１ＦＷ２

ＦＷ２

Ｗ４

Ｗ５

Ｗ６

Ｗ６

Ｃ２Ｃ３

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ６

Ｗ２

廊下

凡例　（工事内容）

仕上材取外シ

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

既設のままを示す

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

仕上概要

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

杉板打上天井張　巾１３５　再取付（取外シ分）

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）　ＷＰ塗

木製巾木（杉）　Ｈ１１０　ＷＰ塗

やまもも教室Ａ面

やまもも教室Ｂ面

やまもも教室Ｃ面

やまもも教室Ｄ面

２年教室Ａ面

２年教室Ｂ面

２年教室Ｃ面

２年教室Ｄ面

Ｋ
１

漆喰塗

リブラスモルタル塗ァ２０

木ずり（杉）７×４０

Ｋ
２

Ｋ
２

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

廊下 廊下

廊下

ｎ
Ｄ

改修前校舎北棟

Ｘ６ Ｘ１１

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｘ６Ｘ１１

Ｙ１５Ｙ１１

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ６ Ｘ１１

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｘ６Ｘ１１

Ｙ１５Ｙ１１

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｄ
１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞展開図№２ 1/100一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A54
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



▲天井：杉板打上天井張　巾１３５
※木見切

※木見切
▲天井：杉板打上天井張　巾１３５
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▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００

※木製巾木

※Ｄ　木製棚：Ｗ５５００×Ｄ３４０×Ｈ６８０

※Ｂ　掲示板（木枠）：Ｗ１９００×Ｈ９５０

※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００ ※Ａ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１２００

▲４　黒板（アルミ）：Ｗ１８００×Ｈ９００

　木製棚

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

　掲示板（木枠）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※壁見切

▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

※壁見切

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※床：フローリング張

（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※ラワン合板 ＯＰ塗

※Ｃ　クロス張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６５

▲３　掲示板（アルミ枠）：Ｗ５７００×Ｈ１２００

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗一部撤去

※

※

掲示板（木枠）

　掲示板（木枠）

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

▲１　時間割黒板（アルミ枠）：Ｗ１２００×Ｈ９００

　杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切　撤去の上

●カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）

※カーテンレール（シングル：木額縁直付、カーテン付）
※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗
※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ ※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

Ｗ２

Ｆ１ Ｗ３

Ｗ４ＦＷ２

Ｗ５

Ｃ２

Ｃ３

Ｗ６
凡例　（工事内容）

仕上材取外シ

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

既設のままを示す

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

仕上概要

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

杉板打上天井張　巾１３５　再取付（取外シ分）

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）　ＷＰ塗

木製巾木（杉）　Ｈ１１０　ＷＰ塗

１年教室Ａ面

１年教室Ｂ面

１年教室Ｃ面

１年教室Ｄ面

３年教室Ａ面

３年教室Ｂ面

３年教室Ｃ面

３年教室Ｄ面

Ｋ
１

Ｆ１ＦＷ２

Ｗ２

Ｗ３

Ｃ２ Ｃ２Ｃ３

ＦＷ２

Ｆ１ＦＷ２
Ｗ４

Ｗ５

Ｗ６

Ｗ６

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２

ＦＷ２

Ｃ２ Ｃ３

Ｗ２
Ｗ２

Ｗ３

漆喰塗

リブラスモルタル塗ァ２０

木ずり（杉）７×４０

Ｋ
２

Ｋ
２

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

廊下 廊下

廊下 廊下

改修前校舎北棟

ｎ
Ｄ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ６ Ｘ１１

Ｘ６Ｘ１１

Ｙ５ Ｙ１

Ｙ５Ｙ１

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ１１ Ｘ１６

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｘ１１Ｘ１６

Ｙ１５Ｙ１１

Ｄ
１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞展開図№３ 1/100一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A55
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



※木見切
▲天井：杉板打上天井張　巾１３５

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗
※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗
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●カーテンレール（シングル：暗幕カーテン付）※カーテンレール（シングル：暗幕カーテン付）

●カーテンＢＯＸ

●カーテンＢＯＸ

※Ｑ　パーティション：Ｈ２１３０

　　　扉：Ｈ２０８０

※木製巾木

●換気扇

※Ｎ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１１３０

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００
※Ｎ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１１３０

　木製棚

▲２　黒板（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

　掲示板（木枠）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※壁見切

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

掲示板（アルミ枠）

（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）
※床：フローリング張

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗一部撤去

※

※

　掲示板（木枠）

※カーテンＢＯＸ

※木製巾木

※木製巾木

※木製巾木

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁見切　撤去の上

　杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

掲示板（木枠）

●カーテンレール（シングル、暗幕カーテン付）

※Ｒ　手洗い：Ｗ３６５０×Ｄ５６０×Ｈ６８０

※Ｐ　ラワン合板張掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３６０
※木製巾木

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

Ｗ２

Ｆ１ Ｗ３

Ｗ４ＦＷ２

Ｗ５

Ｃ２

Ｃ３

Ｗ６

※

▲

●

凡例　（工事内容）

仕上材取外シ

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

既設のままを示す

解体・撤去を示す

取外シ・再取付を示す

既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

ｎ
Ｋ

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

仕上概要

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

杉板打上天井張　巾１３５　再取付（取外シ分）

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）　ＷＰ塗

木製巾木（杉）　Ｈ１１０　ＷＰ塗

やまもも教室Ａ面

やまもも教室Ｂ面

やまもも教室Ｃ面

やまもも教室Ｄ面

Ｋ
１

Ｆ１ＦＷ２

ＦＷ２

Ｗ２

Ｃ２ Ｃ２Ｃ３

Ｆ１ＦＷ２
Ｗ４

Ｗ５

Ｗ６

Ｗ６

Ｃ２

Ｃ２

ＦＷ２

Ｃ２ Ｃ３

Ｗ２
Ｗ２

Ｗ３

漆喰塗

リブラスモルタル塗ァ２０

木ずり（杉）７×４０
凡例　（工事内容）

仕上材取外シ

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

既設のままを示す

※

▲

●家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

理科室　Ａ面

理科室　Ｂ面

理科室　Ｃ面

理科室　Ｄ面

Ｋ
２

Ｋ
２

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

Ｗ３

廊下 廊下

廊下 廊下

Ｃ２

改修前校舎北棟

ｎ
Ｄ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｙ１５Ｙ１１

Ｘ１９ Ｘ２４

Ｘ２４ Ｘ１９

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｙ１５Ｙ１１

Ｘ１９ Ｘ２４

Ｘ２４ Ｘ１９

Ｄ
１２

Ｄ
１０

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 1/100改修前　改修後　＜北棟＞展開図№４一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A56
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※木製巾木

※Ｎ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１１３０
　掲示板（木枠）

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺） ※木製巾木

▲２９ カガミ（木枠）：Ｗ１１１０×Ｈ１４００

※Ｎ　掲示板（木枠）：Ｗ１７２０×Ｈ１１３０

▲３４　流し台：Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７００（プレハブへ移動）

▲３３　洗濯機パン：Ｗ９００×Ｄ６３０×Ｈ８０（プレハブへ移動）

▲３２　作業台：Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７００（プレハブへ移動）

▲２８　ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲３４　流し台：Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７００（プレハブから移動）

▲３３　洗濯機パン：Ｗ９００×Ｄ６３０×Ｈ８０（プレハブから移動）

▲３２　作業台：Ｗ１８００×Ｄ６００×Ｈ７００（プレハブから移動）

※Ｓ　プリント合板掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ２３８０

▲２８　ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲２９ カガミ（木枠）：Ｗ１１１０×Ｈ１４００

※木製巾木

※木製巾木

※木見切
▲天井：杉板打上天井張　巾１３５

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗一部撤去

※天井：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗一部撤去

※▲

※

▲

　掲示板（木枠）

▲３５　上部棚：５００×４２００（Ｌ型アングル取付）

▲腰壁：杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

▲３５　上部棚：５００×４２００（Ｌ型アングル取付）

※Ｔ　ラワン合板掲示板（木枠）：Ｗ３７００×Ｈ９５０

※床束、大引、根太、根ガラミ貫共

●カーテンＢＯＸ（天板のみ）：カーテンレール

●カーテンＢＯＸ（天板のみ）：カーテンレール
※カーテンＢＯＸ（天板のみ）：カーテンレール

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗
※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５ 建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

▲換気扇（接続は設備工事による）

掲示板（木枠）

Ｗ１

Ｗ３

ＦＷ２

Ｗ４

Ｗ６Ｗ６

Ｃ２

Ｃ２

ＦＷ２

ＦＷ２

ＦＷ２

Ｗ５

Ｗ２

Ｃ３

Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ３
Ｃ２

Ｗ４

Ｗ６

Ｗ２

Ｗ６

Ｗ６

Ｃ２

Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２
凡例　（工事内容）

仕上材取外シ

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

既設のままを示す ● 既設のままを示す

▲ 取外シ・再取付を示す

※ 解体・撤去を示す

家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

凡例　（工事内容）

ｎ
家具詳細図番号を示す

Ｋ

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

仕上概要

Ｃ２

Ｃ３

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

杉板打上天井張　巾１３５　再取付（取外シ分）

ＷＰ塗

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付

ＷＰ塗（ＲＡ種）

木製巾木（杉）　Ｈ１１０

▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※壁見切

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗
Ｗ５

Ｗ４
杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

Ｗ３ 杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

下塗用　石膏プラスター

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

Ｗ２

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

Ｗ１ 杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

漆喰塗

リブラスモルタル塗ァ２０

木ずり（杉）７×４０

家庭科室Ａ面 家庭科室Ａ面

家庭科室Ｂ面 家庭科室Ｂ面

家庭科室Ｃ面 家庭科室Ｃ面

家庭科室Ｄ面 家庭科室Ｄ面

Ｋ
２

Ｋ
２

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

廊下廊下

廊下 廊下

改修前

ｎ
Ｄ

校舎北棟

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｙ１５Ｙ１１

Ｘ２４ Ｘ２９

Ｘ２４Ｘ２９

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｙ１５Ｙ１１

Ｘ２４ Ｘ２９

Ｘ２４Ｘ２９

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｄ
８

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 改修前　改修後　＜北棟＞展開図№５一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1/100

A57
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※Ｕ　掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ１３５０

掲示板（木枠）

※木製巾木

※木製巾木

▲３６　カガミ（木枠）：Ｗ１３７０×Ｈ１０９０ ▲３６　カガミ（木枠）：Ｗ１３７０×Ｈ１０９０

▲３７　ホワイトボード　線引（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００ ▲３７　ホワイトボード　線引（アルミ枠）：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

▲腰壁：杉板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

▲腰壁：杉板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

掲示板（木枠）

●カーテンレール（シングル）

▲３８アンプ台（上部）：Ｗ４００～２００×Ｄ３５０▲３８アンプ台（上部）：Ｗ４００～２００×Ｄ３５０ ▲３８アンプ台（上部）：Ｗ４００～２００×Ｄ３５０ ▲３８アンプ台（上部）：Ｗ４００～２００×Ｄ３５０

※床：フローリング張

（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※木製巾木
▲腰壁：杉板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

●カーテンＢＯＸ（天板のみ）：カーテンレール

※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×４５

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗

建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５　ＷＰ塗※建具額縁（タテヨコ）：杉　４５×３５

※Ｓ　プリント合板掲示板（木枠）：Ｗ７０４０×Ｈ２３８０
※Ｔ　ラワン合板掲示板（木枠）：Ｗ３７００×Ｈ９５０

ＦＷ２

ＦＷ２

ＦＷ２

Ｗ６Ｗ６

Ｗ２

Ｃ２Ｃ２

Ｗ４Ｗ４

Ｗ９

Ｗ１

Ｃ２ Ｃ２

ＦＷ２

Ｗ６

Ｗ６

Ｗ４

Ｆ１ＦＷ２

Ｃ３

Ｗ１６

Ｃ３

Ｗ１６

Ｆ１
Ｗ６

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０　漆喰塗

音楽室Ａ面

音楽室Ｂ面

音楽室Ｃ面

音楽室Ｄ面

音楽室Ａ面

音楽室Ｂ面

音楽室Ｃ面

音楽室Ｄ面

凡例　（工事内容）

仕上材取外シ

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

既設のままを示す ● 既設のままを示す

▲ 取外シ・再取付を示す

※ 解体・撤去を示す

家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

凡例　（工事内容）

ｎ
家具詳細図番号を示す

Ｋ

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

Ｃ２

Ｃ３

漆喰塗　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

杉板打上天井張　巾１３５　再取付（取外シ分）

ＷＰ塗

木製巾木（杉）　Ｈ１１０

Ｗ４
杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

Ｗ３ 杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

下塗用　石膏プラスター

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

Ｗ２

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

Ｗ１ 杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

ＰＢァ１２．５

杉羽目板張（相じゃくり）再取付　ＷＰ塗替（ＲＡ種）

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

下塗用　石膏プラスターＷ９

ＰＢァ１２．５

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

巾９０　乱尺（上小小節）　ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗 壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

廊下 廊下

廊下 廊下

改修前校舎北棟

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｙ１５Ｙ１１

Ｘ２９ Ｘ３４

Ｘ２９Ｘ３４

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ１５ Ｙ１１

Ｙ１５Ｙ１１

Ｘ２９ Ｘ３４

Ｘ２９Ｘ３４

ｎ
Ｄ

Ｄ

Ｄ

１１

９

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№６ 1/100

A58
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※木見切
※杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

ア

ア

※Ｍ　木製家具

▲２６ 掲示板（アルミ枠）：Ｗ３４２０×Ｈ１６６０

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切

アア

ア アア

ア

※壁見切

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

ア

アア

ア

※Ｍ　木製家具

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※Ｅ　上框：木製６０×６０

●床：土間コンクリート　モルタル塗

※壁：ＰＢ下地ビニルクロス張

※壁：ＰＢ下地ビニルクロス張

▲２６　掲示板（アルミ枠）：Ｗ３４２０×Ｈ１６６０

　　　ビニルクロス張

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

▲２７　掲示板（アルミ枠）：Ｗ３６８０×Ｈ１１００ ▲２５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ１９００×Ｈ１１００▲２５ ホワイトボード（アルミ枠）：Ｗ１９００×Ｈ１１００▲２７ 掲示板（アルミ枠）：Ｗ３６８０×Ｈ１１００

Ｗ２ＦＷ１

Ｗ１

Ｃ１

ＦＷ１

ＦＷ１

ＦＷ１

ＦＷ１ Ｗ１

Ｃ１

Ｃ１

Ｗ２

Ｗ１

Ｗ２

Ｗ９

Ｗ９

Ｗ９

Ｗ１７ Ｗ１７

Ｗ１８

Ｗ１７

Ｗ１７
Ｗ１７

Ｗ１７

Ｗ１８

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№７

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

凡例　（工事内容）

既設のままを示す

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

仕上材撤去
ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

下塗用　石膏プラスター

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ９張（相じゃくり）ＷＰ塗

木製巾木（杉）　Ｈ１３５　ＷＰ塗

仕上概要

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

ＷＰ塗

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

廊下廊下廊下廊下

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

Ｄ
４

上框

Ｄ
４

上框

北棟ホールＡ面

北棟ホールＢ面

北棟ホールＣ面

北棟ホールＤ面 北棟ホールＤ面

北棟ホールＣ面

北棟ホールＢ面

北棟ホールＡ面

Ｗ９

左官工事下地用塗布型接着増強剤　漆喰塗

下塗用　石膏プラスター

ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

壁見切（杉）４０×５０　ＷＰ塗

漆喰塗

リブラスモルタル塗ァ２０

既設木ずり下地

Ｘ１９Ｘ１６

改修前校舎北棟

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ６Ｙ１ Ｙ５

Ｘ１６Ｘ１９

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ１６ Ｙ１５ Ｙ１１

Ｘ１６ Ｘ１９

Ｙ６Ｙ１ Ｙ５

Ｘ１６Ｘ１９

Ｙ１６ Ｙ１５ Ｙ１１

廊下ＦＬ廊下ＦＬ

ｎ
Ｄ

ｎ
Ｋ

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1/100

A59
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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0
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0
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9
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5
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0
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9
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00
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72
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1,
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5
1
,0

60

3,
27

0

2,000

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００ ▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
※木見切

▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５
※木見切

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共） ※壁見切
※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※壁見切
▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※木製巾木

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※ ※

※木製巾木※木製巾木※木製巾木

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

ＦＷ１

Ｗ５

Ｗ６

Ｃ３

Ｗ４

ＦＷ１Ｗ５ Ｗ４Ｗ５ Ｗ４Ｗ４

Ｗ６

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３Ｃ３

Ｗ６

ＦＷ１ＦＷ１ＦＷ１

Ｗ６ Ｗ６

Ｗ４
Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

木製巾木（杉）　Ｈ１３５　ＷＰ塗

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付

ＷＰ塗（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

漆喰塗

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

再取付（取外シ分） ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

仕上概要

既設のままを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

仕上材撤去

家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

凡例　（工事内容）

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

廊下Ｂ面

廊下Ｂ面

廊下Ａ面

廊下Ａ面

廊下Ｄ面

廊下Ｄ面

改修前

改修後

Ｙ１６Ｙ１５

校舎北棟

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

ｎ
Ｄ

ｎ
Ｋ

Ｘ１ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６

Ｘ１Ｘ６Ｘ１１Ｘ１６

Ｘ１ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６

Ｘ１Ｘ６Ｘ１１Ｘ１６

Ｙ１５ Ｙ１６

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№８ 1/100

A60
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁見切
▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※木見切
▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※木見切
▲天井：杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

※木製巾木

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※壁：木ずり・リブラスモルタル塗下地　漆喰塗

※木製巾木※木製巾木 ※壁見切
▲杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）

※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

※（床束、大引、根太、根ガラミ貫共）

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

▲床：ヒノキ板張　巾９０（乱尺）

※杉羽目板張 巾１３５（相じゃくり）
※壁見切 ※木製巾木

ＦＷ１

Ｗ５

Ｗ６

Ｃ３

Ｗ４

ＦＷ１

Ｃ３

Ｗ４Ｗ４Ｗ４ Ｗ４

ＦＷ１ ＦＷ１ＦＷ１ Ｗ４

Ｗ６

Ｗ６

Ｗ６

Ｗ６

Ｃ３

Ｗ６

Ｗ５
Ｗ５

Ｗ６

Ｆ２

Ｆ２

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｆ２

既設のままを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

仕上材撤去

家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は

区画ごとに本工事前に移設とする。

凡例　（工事内容）

※ 解体・撤去を示す

▲ 取外シ・再取付を示す

● 既設のままを示す

家具詳細図番号を示す

各部詳細図番号を示す

▲ 再取付を示す

凡例　（工事内容）

木製巾木（杉）　Ｈ１３５　ＷＰ塗

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付

ＷＰ塗（ＲＡ種）

杉羽目板張（相じゃくり）再取付

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

杉羽目板ァ９張　巾１３５（相じゃくり）ＷＰ塗

木ずり（杉）７×４０

リブラスモルタル塗ァ２０

漆喰塗

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５

再取付（取外シ分） ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

仕上概要

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

廊下Ａ面

廊下Ｃ面

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

廊下Ａ面

廊下Ｃ面

廊下Ｂ面

廊下Ｂ面

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

壁見切（杉）５０×５０　ＷＰ塗

▲５　掲示板（アルミ枠）：Ｗ２１００×Ｈ９００

改修前

改修後

校舎北棟

ｎ
Ｄ

ｎ
Ｋ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｘ１９ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

Ｘ１９Ｘ２４Ｘ２９Ｘ３４

Ｘ１９ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

Ｘ１９Ｘ２４Ｘ２９Ｘ３４

Ｙ１６ Ｙ１５

Ｙ１５Ｙ１６

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜北棟＞展開図№９ 1/100

A61
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



9,100 9,100 9,100 3,640 4,550 9,100 4,550 9,100

2,00058,2402,000

2,000 58,240 2,000

9,1009,1009,1003,6409,1009,1009,100

1
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2
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9,
2
80

10
,0

10
9,

2
80

2,
0
00

7
,2

8
0

2,
0
00

7
,2

8
0

上框

上框

上框 上框

玄 関

３・４年教室 ５年教室
パソコン教室

図書室 物入
校長室 職員室 ６年教室

廊下 廊下

玄関ホール

脱衣室

２年教室 やまもも教室 １年教室 音楽室

廊下 廊下

家庭科室理科室

北棟ホール

更衣室

凡 例

既設のままを示す

仕上材取外シ・下地撤去

仕上・下地共撤去

凡 例

フローリング張　撤去

床束、大引、根太、根ガラミ貫　撤去

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）取外シ

床束、大引、根太、根ガラミ貫　撤去

床束、大引、根太、根ガラミ貫　撤去

フローリングブロック張　撤去

床束、大引、根太、根ガラミ貫　撤去

複合フローリング張　撤去

床束、大引、根太、根ガラミ貫　撤去

ラワン合板の上ビニル床タイル張

ラワン合板の上カーペット敷

床束、大引、根太、根ガラミ貫　撤去

放送室

保健室

仕上材撤去

磁器質タイル張

モルタル塗　撤去

渡り廊下（中央）

北 棟

南 棟

渡り廊下（西） 渡り廊下（東）

改修前

Ｙ１

Ｙ１１

Ｙ６

Ｙ１６

Ｘ１９Ｘ１１Ｘ１ Ｘ３４Ｘ２７Ａ Ｘ２９Ｘ１６ Ｘ２２ＡＸ６

Ｘ０ Ｘ３５

Ｘ３４Ｘ２４Ｘ１９Ｘ１１Ｘ１ Ｘ１６Ｘ６

Ｘ０ Ｘ３５

Ｘ２９

Ａ

Ａ
Ａ

ＡＡ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

ＢＢ

Ｂ Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

Ｇ

Ｅ

Ｆ

Ｈ

ＨＨ

Ｈ

Ｈ ＨＨ

Ｃ

Ｄ

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　＜北棟・南棟＞床伏図 1/200

A62
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

1/200床 伏 図



7
,2

8
0

2,
0
00

7
,2

8
0

2,
0
00

9,
2
80

10
,0

10
9,

2
80

1
,8

2
0

9,100 9,100 9,100 3,640 9,100 9,100 9,100

2,00058,2402,000

2,000 58,240 2,000

9,1004,5509,1004,5503,6409,1009,1009,100

上框上框

上框

上框

ヒノキ圧密フローリングァ１５張

ＷＰ塗

巾９０　乱尺（上小小節）

ＷＰ塗（ＲＡ種）

ヒノキ板張　巾９０（乱尺）再取付

ビニル床タイルァ２．０張

耐水ラワン合板ァ１２の上

カーペットァ６敷

耐水ラワン合板ァ１２の上

モルタル木コテァ３０

既設のままを示す

床 仕 上 凡 例

凡 例

保健室

放送室

北棟ホール

家庭科室

廊下廊下

音楽室

脱衣室

玄関ホール

廊下廊下

職員室校長室
物入

５年教室３・４年教室

玄 関

倉庫

やまもも教室２年教室１年教室 ３年教室

図書室

パソコン教室
６年教室

渡り廊下（中央）

北 棟

南 棟

渡り廊下（西） 渡り廊下（東）

耐水ラワン合板ァ１２の上

複合フローリングァ１５張

Ｆ１

Ｆ２

Ｆ３

Ｆ４

Ｆ５

Ｈ

Ｈ

Ｘ２９

Ｘ３５Ｘ０

Ｘ６ Ｘ１６Ｘ１ Ｘ１１ Ｘ１９ Ｘ２４ Ｘ３４

Ｘ３５Ｘ０

Ｘ６ Ｘ２２ＡＸ１６ Ｘ２９Ｘ２７Ａ Ｘ３４Ｘ１ Ｘ１１ Ｘ１９

Ｙ１６

Ｙ６

Ｙ１１

Ｙ１

Ｆ１Ｆ１Ｆ１Ｆ１Ｆ１

Ｆ１ Ｆ１ Ｆ２Ｆ２

Ｆ２Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２Ｆ２

Ｆ３

Ｆ４

Ｆ５

Ｆ１
Ｆ１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修後　＜北棟・南棟＞床伏図 1/200

A63
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

床 伏 図 1/200
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※
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※ ※

▲▲

▲

▲

▲

▲

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

Ｙ１６

Ｙ１５

北棟

Ｙ１１

渡り廊下（西） 渡り廊下（中央） 渡り廊下（東）

便所棟 Ｙ６

Ｙ５

南棟

Ｙ１

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

キ ー プ ラ ン

Ｘ３５

2
40

540

24
0

540

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５（野縁共）撤去

廊 下

３・４年教室 ５年教室 パソコン教室・図書室

玄関ホール

廊 下

３・４年教室 ５年教室

玄関ホール

６年教室

玄関

化粧ＰＢ張　撤去

ラワン合板張　撤去

ビニルクロス張　撤去

ケイカル板　ＥＰ塗　一部撤去

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

ケイカル板　ＥＰ塗　一部撤去

化粧モール　取外シ

木見切：４５×６０　撤去

野縁（野縁受共）　撤去

野縁（野縁受共）　撤去

野縁（野縁受共）　撤去

漆喰塗　一部撤去

凡 例

野縁（野縁受共）　一部撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地（野縁共）

杉板格天井張（既設のまま）

外部換気口：一部撤去・取外シ

内部換気口：一部撤去・取外シ

仕上材取外シ・野縁（野縁受共）撤去

仕上材取外シ

凡 例

既設のままを示す

仕上材・木ずり（野縁共）撤去

玄関

凡 例

既設のままを示す

野縁（野縁受共）新設範囲を示す

木ずり（野縁共）新設範囲を示す

▲ 再取付を示す

▲

※

取外し・再取付を示す

解体・撤去を示す

天井点検口：アルミ製　４５０角

　　　木枠：杉　４５×５５　ＷＰ塗

杉　ＷＰ塗　新設

杉　ＷＰ塗替（ＲＡ種）再取付
外部換気口：

ケイカル板　ＥＰ塗（撤去分復旧）

化粧モール　再取付

ケイカル板　ＥＰ塗（撤去分復旧）

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

内部換気口：
杉　ＷＰ塗　新設

杉　ＷＰ塗替（ＲＡ種）再取付

凡 例

撤去分新設

木ずり（杉）９×４０・リブラスモルタル塗ァ１０

杉板打上天井ァ７．５張　巾１３５　ＷＰ塗

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

漆喰塗　撤去分新設

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　再取付（取外シ分）

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

廻り縁：塩ビ製

廻り縁：木製　１５×１５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０　撤去分新設

野縁（杉）４５×４５＠４５５　撤去分新設

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

野縁受（杉）４５×４５＠９１０　撤去分新設

廻り縁：塩ビ製

化粧ＰＢァ９．５張

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

杉板打上天井張ァ７．５　ＷＰ塗

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

Ｂ

ＰＢァ９．５　ビニルクロス張　ＡＡ級

耐水ラワン合板ァ５．５張

1
30

パンチングメタル

杉　２４×７５　ＷＰ塗

Ａ

1
30

パンチングメタル

杉　２４×７５

仕上材・野縁（野縁受共）撤去

吊木（既設のまま）

改修前

DETAIL

DETAIL

Ａ

Ａ

天 井 伏 図 1/100

天 井 伏 図 1/100

校舎南棟

Ｙ１

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１

Ｙ６

Ｙ５

Ｘ１６Ｘ１１Ｘ６Ｘ１Ｘ０

１

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

１

Ａ

Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ

Ｘ１９

Ｘ１６Ｘ１１Ｘ６Ｘ１Ｘ０

１

Ｃ３

Ｃ３Ｃ３Ｃ３Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

１

Ｘ１９

Ｃ１

Ｂ ＢＢ Ｂ Ｂ

ＢＢ ＢＢ Ｂ

Ｂ

Ｂ

２２

Ｙ１

Ｘ１６ Ｘ１９

２

Ｃ２Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２Ｃ２

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

１

２

３

Ａ

Ｂ

Ｙ１

Ｘ１６ Ｘ１９

２
２２

２

３

１

Ｃ２

Ｃ１

Ｃ４

Ｃ５

Ｃ６

Ｃ３

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 1/100意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜南棟＞天井伏図№１

A64
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃

▲ ▲

▲ ▲

▲▲▲▲▲

▲▲▲▲▲

▲▲▲▲▲

▲▲▲▲▲

※※※

▲

▲

▲

▲

▲

※

※ ※

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

1,137.5

木見切：４５×５５ 巾１３５　再取付

天井：杉板打上天井張ァ７．５

撤去分新設

野縁：（杉）４５×４５＠４５５

撤去分新設

撤去分新設

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５（合掌梁まで）

野縁受：（杉）４５×４５＠９１０

▲天井：杉板打上天井張ァ７．５

　巾１３５　取外シ

※木毛セメント板ァ１５（合掌梁まで）

※モルタルァ１０（合掌梁まで）

（一部撤去）

（一部撤去）

※木見切：４５×５５

野縁：（杉）４５×４５＠４５５

野縁受：（杉）４５×４５＠９１０

●陸梁：１２０×１９５

●吊木：２４×３６

●吊木受：末口φ６０

放送室

保健室

物入

脱衣室

廊 下

職員室 ６年教室

校長室

放送室

保健室

物入

脱衣室

廊 下

職員室

校長室

Ａ

ＤＥＴＡＩＬ

Ａ

1
20

Ａ

パソコン教室・図書室

ＤＥＴＡＩＬ

Ａ

1
20

天井点検口：アルミ製　４５０角

　　　木枠：杉　４５×５５　ＷＰ塗

杉　ＷＰ塗　新設

杉　ＷＰ塗替（ＲＡ種）再取付
外部換気口：

ケイカル板　ＥＰ塗（撤去分復旧）

化粧モール　再取付

ケイカル板　ＥＰ塗（撤去分復旧）

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

内部換気口：
杉　ＷＰ塗　新設

杉　ＷＰ塗替（ＲＡ種）再取付

凡 例

既設のままを示す

野縁（野縁受共）新設範囲を示す

木ずり（野縁共）新設範囲を示す

▲ 再取付を示す

化粧ＰＢ張　撤去

杉板格天井張

ラワン合板張　撤去

ビニルクロス張　撤去

ケイカル板　ＥＰ塗　一部撤去

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

ケイカル板　ＥＰ塗　一部撤去

化粧モール　取外シ

木見切：４５×６０　撤去

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

１

２

３

野縁（野縁受共）　撤去

野縁（野縁受共）　撤去

野縁（野縁受共）　撤去

漆喰塗　一部撤去

Ａ

凡 例

野縁（野縁受共）　一部撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

Ｂ

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地（野縁共）

内部換気口：一部撤去・取外シ

外部換気口：一部撤去・取外シ

仕上材取外シ

凡 例

既設のままを示す

仕上材取外シ・野縁（野縁受共）撤去

▲

※

取外し・再取付を示す

解体・撤去を示す

仕上材・木ずり（野縁共）撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５（野縁共）撤去

化粧ＰＢァ９．５張

廻り縁：塩ビ製

野縁受（杉）４５×４５＠９１０　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

野縁（杉）４５×４５＠４５５　撤去分新設

野縁受（杉）４５×４５＠９１０　撤去分新設

廻り縁：木製　１５×１５

廻り縁：塩ビ製

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　再取付（取外シ分）

漆喰塗　撤去分新設

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

杉板打上天井ァ７．５張　巾１３５　ＷＰ塗

木ずり（杉）９×４０・リブラスモルタル塗ァ１０

撤去分新設

凡 例

杉板打上天井張ァ７．５　ＷＰ塗

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

ＰＢァ９．５　ビニルクロス張　ＡＡ級

耐水ラワン合板ァ５．５張

仕上材・野縁（野縁受共）撤去

吊木（既設のまま）

改修前

Ｘ３４Ｘ２９Ｘ２７ＡＸ２２ＡＸ１９ Ｘ３５

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｅ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ｂ Ｂ

Ｃ
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１

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３Ｃ３

Ｃ３

Ｃ２Ｃ２

Ｃ６

Ｃ５

Ｃ４

Ｃ４

１

１

１

Ｙ１

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１

Ｙ６

Ｙ５

校舎南棟

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２

２

３

ＢＢ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｃ３

Ｃ６

Ｃ５

Ｃ４

Ｃ１

Ｃ２

１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 1/100意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜南棟＞天井伏図№２

A65
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

天 井 伏 図 1/100

天 井 伏 図 1/100
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▲▲ ▲ ▲ ▲
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▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

▲▲

▲ ▲

▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

▲▲ ▲ ▲ ▲▲

※ ▲▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲ ▲

▲

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

2
40

540

480

2
40

2
40

540

480

2
40

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

北棟ホール

廊 下

北棟ホール

廊 下

倉庫

２年教室 やまもも教室 １年教室

１年教室 ２年教室 ３年教室

凡 例

既設のままを示す

野縁（野縁受共）新設範囲を示す

木ずり（野縁共）新設範囲を示す

▲ 再取付を示す
天井点検口：アルミ製　４５０角

　　　木枠：杉　４５×５５　ＷＰ塗

杉　ＷＰ塗　新設

杉　ＷＰ塗替（ＲＡ種）再取付
外部換気口：

ケイカル板　ＥＰ塗（撤去分復旧）

化粧モール　再取付

ケイカル板　ＥＰ塗（撤去分復旧）

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

内部換気口：
杉　ＷＰ塗　新設

杉　ＷＰ塗替（ＲＡ種）再取付

化粧ＰＢ張　撤去

ラワン合板張　撤去

ビニルクロス張　撤去

ケイカル板　ＥＰ塗　一部撤去

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

ケイカル板　ＥＰ塗　一部撤去

化粧モール　取外シ

木見切：４５×６０　撤去

野縁（野縁受共）　撤去

野縁（野縁受共）　撤去

野縁（野縁受共）　撤去

漆喰塗　一部撤去

凡 例

野縁（野縁受共）　一部撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地（野縁共）

杉板格天井張（既設のまま）

外部換気口：一部撤去・取外シ

内部換気口：一部撤去・取外シ

仕上材取外シ・野縁（野縁受共）撤去

仕上材取外シ

凡 例

既設のままを示す

仕上材・木ずり（野縁共）撤去

仕上材・野縁（野縁受共）撤去

▲

※

取外し・再取付を示す

解体・撤去を示す

裏玄関

裏玄関

Ａ

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５（野縁共）撤去

化粧ＰＢァ９．５張

廻り縁：塩ビ製

野縁受（杉）４５×４５＠９１０　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

野縁（杉）４５×４５＠４５５　撤去分新設

野縁受（杉）４５×４５＠９１０　撤去分新設

廻り縁：木製　１５×１５

廻り縁：塩ビ製

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　再取付（取外シ分）

漆喰塗　撤去分新設

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

杉板打上天井ァ７．５張　巾１３５　ＷＰ塗

木ずり（杉）９×４０・リブラスモルタル塗ァ１０

撤去分新設

凡 例

杉板打上天井張ァ７．５　ＷＰ塗

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

ＰＢァ９．５　ビニルクロス張　ＡＡ級

耐水ラワン合板ァ５．５張

Ａ

Ｂ

1
30

杉　２４×７５

パンチングメタル

1
30

杉　２４×７５

1
30

杉　２４×７５　ＷＰ塗

パンチングメタル

1
30

杉　２４×７５　ＷＰ塗

改修前

DETAIL

Ａ

DETAIL

Ｂ

DETAIL

Ａ

DETAIL

Ｂ

Ｘ１９Ｘ１６Ｘ１１Ｘ６Ｘ１Ｘ０

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

１

１

Ａ

ＡＡＡＡＡＡ

Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ１９Ｘ１６Ｘ１１Ｘ６Ｘ１Ｘ０

１

１

Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｃ３

Ｃ３Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３ Ｃ３Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｃ１

Ｃ６

校舎北棟

２

３

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

１

２

３

Ａ

Ｂ

Ｘ１９Ｘ１６

Ｙ１６

Ｘ１９Ｘ１６

Ｙ１６

ＢＢ

Ｂ Ｂ

ＢＢ

Ｂ Ｂ

ＢＢ

Ｂ Ｂ

Ｃ２Ｃ２Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２

Ｃ３

Ｃ６

Ｃ５

Ｃ４

Ｃ１

Ｃ２

１

３

３

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 1/100意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜北棟＞天井伏図№１

A66
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

天 井 伏 図 1/100

天 井 伏 図 1/100
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〃〃〃 〃〃〃 〃〃〃

〃〃〃 〃〃〃 〃〃〃

▲▲▲

※

※▲ ▲▲

※ラワン合板張

▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲▲ ▲

※

▲ ▲

※

▲▲ ▲▲ ▲

※

▲ ▲

▲

▲

▲

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

北棟

南棟

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１１

Ｙ１

便所棟

キ ー プ ラ ン

渡り廊下（東）渡り廊下（西） 渡り廊下（中央）

Ｘ３５

650

650

※木見切：４５×５５

野縁：（杉）４５×４５＠４５５（一部撤去）

野縁受：（杉）４５×４５＠９１０

（木ずり下地撤去箇所のみ撤去）

●陸梁：１２０×１９５

●窓マグサ：１５０×１５０

●敷桁：１５０×１５０

※天井：漆喰塗

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

野縁受：（杉）４５×４５＠９１０

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地

天井：漆喰塗

撤去分新設

撤去分新設

木見切：４５×５５　撤去分新設

野縁：（杉）４５×４５＠４５５　撤去分新設

●吊木受：末口φ６０

●吊木：２４×３６

Ａ

20
1

ＤＥＴＡＩＬ

Ａ

20
1

ＤＥＴＡＩＬ

Ａ

廊 下

廊 下

理科室 家庭科室 音楽室

音楽室家庭科室やまもも教室

天井点検口：アルミ製　４５０角

　　　木枠：杉　４５×５５　ＷＰ塗

杉　ＷＰ塗　新設

杉　ＷＰ塗替（ＲＡ種）再取付
外部換気口：

ケイカル板　ＥＰ塗（撤去分復旧）

化粧モール　再取付

ケイカル板　ＥＰ塗（撤去分復旧）

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

内部換気口：
杉　ＷＰ塗　新設

杉　ＷＰ塗替（ＲＡ種）再取付

凡 例

既設のままを示す

野縁（野縁受共）新設範囲を示す

木ずり（野縁共）新設範囲を示す

▲ 再取付を示す

化粧ＰＢ張　撤去

杉板格天井張

ラワン合板張　撤去

ビニルクロス張　撤去

ケイカル板　ＥＰ塗　一部撤去

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

ケイカル板　ＥＰ塗　一部撤去

化粧モール　取外シ

木見切：４５×６０　撤去

Ｃ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

１

２

３

野縁（野縁受共）　撤去

野縁（野縁受共）　撤去

野縁（野縁受共）　撤去

漆喰塗　一部撤去

Ａ

凡 例

野縁（野縁受共）　一部撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　取外シ

Ｂ

一部撤去

木ずり・リブラスモルタル塗ァ１０下地（野縁共）

内部換気口：一部撤去・取外シ

外部換気口：一部撤去・取外シ

仕上材取外シ

凡 例

既設のままを示す

仕上材取外シ・野縁（野縁受共）撤去

▲

※

取外し・再取付を示す

解体・撤去を示す

仕上材・木ずり（野縁共）撤去

仕上材・野縁（野縁受共）撤去

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５（野縁共）撤去

化粧ＰＢァ９．５張

廻り縁：塩ビ製

野縁受（杉）４５×４５＠９１０　撤去分新設

ＷＰ塗替（ＲＡ種）

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

野縁（杉）４５×４５＠４５５　撤去分新設

野縁受（杉）４５×４５＠９１０　撤去分新設

廻り縁：木製　１５×１５

廻り縁：塩ビ製

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

杉板打上天井張ァ７．５　巾１３５　再取付（取外シ分）

漆喰塗　撤去分新設

木見切（杉）４５×５５　ＷＰ塗

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

杉板打上天井ァ７．５張　巾１３５　ＷＰ塗

木ずり（杉）９×４０・リブラスモルタル塗ァ１０

撤去分新設

凡 例

木見切：杉　４５×６０　ＷＰ塗

杉板打上天井張ァ７．５　ＷＰ塗

野縁（杉）４５×４５＠４５５

野縁受（杉）４５×４５＠９１０

ＰＢァ９．５　ビニルクロス張　ＡＡ級

耐水ラワン合板ァ５．５張

改修前校舎北棟

Ｘ３４ Ｘ３５Ｘ２４Ｘ１９

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

１

１

Ｘ２９

ＡＡＡ

ＡＡ

ＡＡＡ

Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｘ３４ Ｘ３５Ｘ２４Ｘ１９

１

１

Ｘ２９

Ｙ１１

Ｙ１５

Ｙ１６

Ｃ３Ｃ３

Ｃ３Ｃ３

Ｃ３Ｃ３Ｃ３Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

２

３

ＢＢ

Ｂ Ｂ

ＢＢ

Ｂ Ｂ

ＢＢ

Ｂ Ｂ

Ｃ２Ｃ２Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２Ｃ２Ｃ２

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ６

Ｃ５

Ｃ４

Ｃ１

Ｃ２

１

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 1/100意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜北棟＞天井伏図№２

A67
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

天 井 伏 図 1/100

天 井 伏 図 1/100
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脱衣室

シャワー

更衣室

凡 例

既設のままを示す

撤去建具を示す

保健室

北 棟 昇降口

渡り廊下（左） 渡り廊下（右）渡り廊下（中央）

放送室

パソコン教室
３・４年教室 ５年教室 ホール 校長室 職員室 ６年教室物入図書室

土間廊下

南 棟
玄関

２年教室 やまもも教室 １年教室 音楽室家庭科室理科室

便所棟

※別図参照

建具調整を示す

撤去・取外シ建具を示す

改修前

1/200建 具 符 号 図

２２ １

２

Ｘ１９Ｘ１１

Ｘ０

Ｘ１ Ｘ３４

Ｘ３５

Ｘ２７Ａ

Ｘ３４

Ｘ３５

Ｘ２４Ｘ１６Ｘ６Ｘ０

Ｘ１

Ｙ１６

Ｙ６

Ｙ１５

Ｙ５

Ｘ２９Ｘ１９Ｘ１１

Ｘ１６Ｘ６ Ｘ２２Ａ Ｘ２９

Ｙ１

Ｙ１１

ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ

ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤＫＡＤ

ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ

ＫＡＤ

ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
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ＫＷＤ

ＫＷＤ

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ １ １ １ １ １
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特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/200平成25年 3月28日 改修前　＜北棟・南棟共通＞建具符号図意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A68
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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20
2
,5

00
2,

3
20

脱衣室

シャワー

更衣室

凡 例

既設のままを示す

保健室

北 棟 昇降口

渡り廊下（左） 渡り廊下（右）渡り廊下（中央）

放送室

パソコン教室
３・４年教室 ５年教室 ホール 校長室 職員室 ６年教室物入図書室

土間廊下

南 棟
玄関

２年教室 やまもも教室 １年教室 音楽室家庭科室理科室

便所棟

※別図参照

建具調整を示す

建具新設を示す

ランマ再取付建具を示す

1/200建 具 符 号 図

ＫＡＷ

Ｘ１９Ｘ１１

Ｘ０

Ｘ１ Ｘ３４

Ｘ３５

Ｘ２７Ａ

Ｘ３４

Ｘ３５

Ｘ２４Ｘ１６Ｘ６Ｘ０

Ｘ１

Ｙ１６

Ｙ６

Ｙ１５

Ｙ５

Ｘ２９Ｘ１９Ｘ１１

Ｘ１６Ｘ６ Ｘ２２Ａ Ｘ２９

Ｙ１

Ｙ１１

ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ

ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤＫＡＤ

ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ

ＫＡＤ

ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
ＫＡＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＷ ＫＷＤ ＫＡＤ

ＫＷＤ

ＫＷＤ

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ２ １ １ １ １
ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＷＤ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ ＫＡＷ

ＫＷＤ
１ １ １

ＫＷＷ

ＫＡＷ

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

３ ４ ４

５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５

５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５

３

２

ＫＳＤ
１

１
ＫＳＤ

ＫＡＤ

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １１１

２

ＫＷＤ

ＫＷＷ
２

ＫＷＤ

３

１
ＷＤ

２

３

１ ２ １ ２ １ ２ １

１

１

１ ２ １ ３ １ ２

１ ２ １ ２ １ ２ １１１ａ １ａ１ ２ ４ ４

▲

▲

▲

ａ

ａ

１
ＷＤ

改修後

＋３０ ＋３０
＋３０

－１４０ ±０ ±０

＋３０

＋１５０

＋３０

＋３０＋３０ ＋３０ ＋３０ ±０ ±０

－１４０

±０

±０

－１４０

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/200平成25年 3月28日 改修後　＜北棟・南棟共通＞建具符号図意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠 A69
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



9
35

95
0

1,470

9
35

1,470

1
,3

00

1,
7
60

800

1,470

95
0

1,470

95
0

9
35

1,470

800

1,470

9
35

95
0

1,470

1
,8

00

（接続は設備工事による）

（職員室除く）

●既設のまま

Ｐ

Ｆ

Ｆ

下部：すり板ガラス

Ｆ

Ｆ

▲再取付

▲換気扇

▲換気扇取付

Ｆ

Ｆ

３６×６０

３６×９０

３６×６０

３６×９０

杉板ァ１２　巾１３５　ＷＰ塗

▲取外シ（再利用）

Ｐ

換気扇

Ｐ

備 考

金 物

仕 上

見 込 　 硝 子

＜ 撤 去 ＞ 建 具 表 1/50 註記 ・数量（　）内は撤去分とする。

符 号 名 称 数 量

７０

南棟：３・４年教室、５年教室

北棟：２年教室、やまもも教室、１年教室、家庭科室

木製水切、網戸、付属金物一式

フロートァ３

すり板ガラスァ３

姿 図

（６）

７０

木製水切、網戸、付属金物一式

フロートァ３

すり板ガラスァ３

北棟：家庭科室

南棟：職員室

（２）

７０

南棟：廊下

北棟：廊下

木製水切、網戸、付属金物一式

フロートァ３

（１０）

３０

シナ合板

南棟：保健室

片開キ木製ドア （１）

７０

木製水切、網戸、付属金物一式

フロートァ３

すり板ガラスァ３

北棟：理科室

（１）

７０

木製水切、網戸、付属金物一式

フロートァ３

すり板ガラスァ３

（２）

北棟：家庭科室

南棟：職員室

姿 図

２

すり板ガラスァ３

フロートァ３
７０

２

すり板ガラスァ３

フロートァ３
７０

＜ 改 修 ＞ 建 具 表

符 号 名 称 数 量

仕 上

見 込 　 硝 子

1/50

北棟：家庭科室

南棟：職員室

北棟：家庭科室

南棟：職員室
備 考

１
ＷＤ

片開キ木製ドア

＜ 新 設 ＞ 建 具 表 1/50

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

姿 図

３６

ランマ引違イ付引違イアルミサッシ ランマ引違イ付引違イアルミサッシ ランマＦＩＸ付引違イアルミサッシ ランマＦＩＸ付引違イアルミサッシ 引違イアルミサッシ

ランマ引違イ付引違イアルミサッシ ランマ引違イ付引違イアルミサッシ

アルミ（シルバー） アルミ（シルバー） アルミ（シルバー） アルミ（シルバー） アルミ（シルバー）

アルミ（シルバー） アルミ（シルバー） 杉　ＷＰ塗

丁番、握り玉、空錠、戸当り、付属金物一式

２

南棟：保健室

北棟：倉庫

引手、木製枠、握り玉錠、付属金物一式
クレセント、アングルピース（ランマのみ）、 クレセント、アングルピース（ランマのみ）、 クレセント、アングルピース（ランマのみ）、 クレセント、アングルピース（ランマのみ）、 クレセント、アングルピース（ランマのみ）、

１
ＫＡＷ ＫＡＷ

３
ＫＡＷ
５

ＫＷＤ
４

ＫＡＷ
３１

ＫＡＷ

ａ
ＫＡＷＫＡＷ

１

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　建具表№１

A70
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



1,470

93
5

95
0

1,470
1,470 1,470

Ｐ

Ｆ

Ｆ

換気扇

1,
71

5
3
0

1,655 1,500

1
,7

90
1,

30
0

93
5

95
0

1,470

1,
30

0

1,
30

0

1
,8

65
16

0

1,520

1
,8

0
0

1,
82

0
8
5
4
0
0

2,
30

5

1,520

1
,7

75

1
,7

75

890 630

1a:1,470

Ｐ Ｐ

アルミパネル

Ｐ Ｐ

アルミパネル

（職員室除く）
下部すり板ガラス下部すり板ガラス

（職員室除く）

Ｆ

＜外部＞
※　　　木枠を示す

仕 上

見 込 　 硝 子

姿 図

1/50

符 号 名 称 数 量

７０

１

７０

＜ 既 設 ＞ 建 具 表 № １

フロートァ３ フロートァ３

１　：２

１ａ：２
両開キアルミドア引違イアルミドア

仕 上

見 込 　 硝 子

姿 図

符 号 名 称 数 量

備 考

７０ ７０

１

７０ ７０

３３２

７０

南棟：廊下

北棟：廊下
北棟：土間廊下

３

フロートァ３

すり板ガラスァ３ すり板ガラスァ３

フロートァ３

すり板ガラスァ３
フロートァ３ フロートァ３

フロートァ３

２９ランマ引違イ付引違イアルミサッシ 引違イアルミサッシ ランマＦＩＸ付引違イアルミサッシ 引違イアルミサッシ 引違イアルミサッシ

符 号 名 称 数 量

姿 図

仕 上

見 込 　 硝 子

備 考 南棟：校長室
南棟：廊下

北棟：廊下
南棟：保健室

７０

２ １

亜鉛めっき鋼板

３０

ランマＦＩＸ付引分け木製ドア（ランマ木製格子付）

南棟：３・４年教室、５年教室、パソコン教室・図書室、職員室、６年教室

北棟：２年教室、やまもも教室、１年教室、理科室、家庭科室、音楽室 北棟：理科室、家庭科室

フロートァ３

１１

１１０ １１０

片引キ木製フラッシュ戸 片引キ木製フラッシュ戸

スチロール樹脂板スチロール樹脂板

南棟：職員室

引分け軽量スチールドア（後付）

備 考
南棟：ホール

北棟：土間廊下
南棟：ホール 南棟：保健室内　脱衣室 南棟：保健室内　物入

アルミ（シルバー） アルミ（シルバー）

アルミ（シルバー） アルミ（シルバー） アルミ（シルバー） アルミ（シルバー） アルミ（シルバー）

杉

１
ＫＡＤ ＫＡＤ

２
ＫＡＤ
１ａ

１
ＫＡＷ ＫＡＷ

３
ＫＡＷ
２

ＫＡＷ
５

ＫＡＷ
４

１
ＫＳＤ

１
ＫＷＤ ＫＷＤＫＷＤ

２ ３

意匠 一級建築士　第320204号　前野　将輝

一級建築士　第304509号　水谷　浩意匠

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50既　設　建具表№２平成25年 3月28日

A71
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



1
,7

60

2
,8

50

1
,0

00
9
0

2,
10

0

790

1,520

1,520

1,
7
25

3
5

1,
7
25

3
5

3
5

2,
06

5

1
,7

60

800

7
60

2,
09

0

1,
0
00

9
0

1,
00

0

7
60

1
,3

50

1,520

1,520

仕 上

見 込 　 硝 子

姿 図

符 号 名 称 数 量

仕 上

見 込 　 硝 子

姿 図

符 号 名 称 数 量

備 考

符 号 名 称 数 量

姿 図

備 考

金 物

仕 上

見 込 　 硝 子

備 考

３０ ３０

引違イ木製ドア ランマ引違イ付引違イ木製ドア １

３０

シナ合板　クロス張

片引キ木製ドア

南棟：３・４年教室、５年教室、パソコン教室・図書室、校長室、職員室、保健室、６年教室 南棟：３・４年教室、５年教室、パソコン教室・図書室、職員室、６年教室
南棟：放送室

フロートァ２フロートァ２

北棟：２年教室、やまもも教室、１年教室、理科室、家庭科室、音楽室

１５ ９

北棟：２年教室、やまもも教室、１年教室、理科室

２片引キ木製ドア

３６

北棟：家庭科室、音楽室

フロートァ２

３３ ２木製引違イサッシ 木製引違イサッシ

３６ ３６

南棟：校長室
南棟：３・４年教室、５年教室、パソコン教室・図書室、職員室、６年教室

フロートァ２フロートァ２

北棟：２年教室、やまもも教室、１年教室、理科室、家庭科室、音楽室

杉杉杉（校長室内部：ＷＰ塗）

杉 杉（校長室内部：ＷＰ塗）

＜ 既 設 建 具 調 整 ＞ 建 具 表 № １ 1/50

ＫＷＤ ＫＷＤ ＫＷＤ
１ ２ ３

ＫＷＤ
４

ＫＷＷ
１

ＫＷＷ
２

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

既　設　調整建具表№１

A72
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



3
4
0

67
0

290

25
170

67
0

1
,2

00

1,720

95
0

1,900

1
,3

65

7,040

1
4
068
0

7,200

1,340 2,465

1,
2
00

900

1,
0
80

1,800

1
15

80
0

9
0
0

1,200

1
,
13

0

1,720

7,040

1
,3

60

860 850

2,
08

0

1
,1

40
2,

1
30

3,650

5
60

560

25
2
00

6
80

15
0 2
,3

80

7,040

3,700

9
5
0

7,040

1,
35

0

9
1
0

1,810
90

3
0

23
0

Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

ＰＰＰＰ

上框：木製６０×６０巾木：木製　Ｈ８０

上框：木製　９０×１１５

板：ポリ合板フラッシュ　ァ２５

棚板：ポリ合板フラッシュ　ァ２５

ステンレスダボ穴

陶器質タイル２５角張

ラワン合板張

陶器質タイル２５角張

木材：６０角

陶器質タイル２５角張

木製：Ｌ＝７，２５０

木材：３５角

棚板：板　ァ２５

※Ｐ：ポリカーボネート板

撤 去 家 具 詳 細 図

北棟（室名）

２年教室

やまもも教室

１年教室

数

２

２

２

数

２

２

２

南棟（室名）

３・４年教室

５年教室

パソコン教室・図書室

北棟（室名）

２年教室

やまもも教室

１年教室

数数南棟（室名）

３・４年教室

５年教室

パソコン教室・図書室

１

１

１

１

１

北棟（室名）

２年教室

やまもも教室

１年教室

数数南棟（室名）

３・４年教室

５年教室

パソコン教室・図書室

１

１

１

１

１

北棟（室名）

２年教室

やまもも教室

１年教室

数数南棟（室名）

３・４年教室

５年教室

パソコン教室・図書室

１

１

１

１

１

室名 数

玄関ホール ２

北棟ホール ２

平面図

姿　図

数

１

南棟（室名）

校長室

南棟（室名） 数

１職員室

数

１

南棟（室名）

職員室 保健室

南棟（室名） 数

１

数

１

南棟（室名）

脱衣室

数

１

渡り廊下（右）

南棟側

数北棟（室名）

１北棟ホール

姿　図

断面図 姿　図

数

理科室

家庭科室

２

２

北棟（室名） 数

１

北棟（室名）

理科室

数

理科室 １

北棟（室名） 数

理科室 １

北棟（室名） 数

理科室

家庭科室

１

１

北棟（室名）

数

理科室

家庭科室

１

１

北棟（室名） 数

１

北棟（室名）

音楽室

数

２

渡り廊下（右）

北棟側

数渡り廊下（右）（左）

３北棟・南棟

平面図

更衣室

Ａ

Ａ断面図

１ １ １

※Ａ　掲示板（木枠） ※Ｂ　掲示板（木枠） ※Ｃ　クロス張掲示板（木枠） ※Ｄ　木製棚＜教室＞ ※Ｅ　上框

内壁面

※Ｆ　行事用黒板（木枠）

※Ｇ　コルクボード（木枠） ※Ｈ　ラワン合板張 ※Ｊ　上框 ※Ｋ　棚 ※Ｌ　掲示板（木枠） ※Ｍ　木製家具

※Ｎ　掲示板（木枠） ※Ｐ　ラワン合板張掲示板（木枠）

天井面

※Ｑ　パーティション ※Ｒ　手洗い

内壁面

※Ｓ　プリント合板掲示板（木枠）

※Ｔ　ラワン合板掲示板（木枠） ※Ｗ ラワン合板掲示板※Ｕ　掲示板（木枠） ※Ｘ　傘立て板

天井面

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1/100撤　去　家具詳細図
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9
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8
40

　　　ＷＰ塗

木枠：杉　６５×３０

スチール黒板

ステンレスダボ穴＠４０程度

側板：ポリ合板フラッシュ　ァ２０

棚板：ポリ合板フラッシュ　ァ２０

底板：ポリ合板フラッシュ　ァ２０

可動棚：ポリ合板フラッシュ　ァ２０

木枠：杉　６５×５０

　　　ＷＰ塗

スチール黒板

木枠：杉　６５×３０

ＷＰ塗

ヒノキ　２５×３０　ＷＰ塗 ヒノキ　２５×３０　ＷＰ塗ヒノキ　２０×２５　ＷＰ塗

ヒノキ　２０×２５　ＷＰ塗

木枠：杉　１２０×３０

ＷＰ塗

木枠：杉　６５×５０

ＷＰ塗

ラワン合板ァ５．５

ラワン合板ァ５．５

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

340

6
40

35

32
5

2
5

26
5
2
5

35

柱：ヒノキ　３５×３５　ＷＰ塗

天板：ヒノキ　ァ２５　ＷＰ塗
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8
40
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5

100 100

5,500
35 35

1,720
35

1,720
35

1,720

W-100

H

H-
10

0

木枠：杉　６５×５０

行事用ライン引

スチール黒板

天板：ヒノキ　ァ２５　ＷＰ塗

天板：ヒノキ　ァ２５　ＷＰ塗

柱：ヒノキ　３５×３５　ＷＰ塗

柱：ヒノキ　３５×３５　ＷＰ塗

ＷＰ塗

ＷＰ塗

木枠：杉　６５×３０

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

1,200

W

家 具 詳 細 図 № １

Ｋ
１

1/30,50

1/50姿　図

1/20,50

1/20平面図

符　号 数 量

１２

サイズ　ＷｘＨ

１

２

１，７２０×１，２００

１，６２０×１，１００

1/20,50

1/20平面図

1/50姿　図

平面図 1/50

1/20,50

断面図姿　図

1/20

姿　図 断面図

断面図 1/20

断面図 1/20

断面図 1/30姿　図 1/50

１，８１０×８８０

掲示板（木枠）

行事用黒板（木枠） 棚 木製床下換気口

木製棚

教室ＦＬ

内壁面

Ｋ
２

Ｋ Ｋ
３ ４

Ｋ
２

Ｋ
３

Ｋ
４

５
Ｋ

６
Ｋ

７
Ｋ

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1/10.20.50改修後　家具詳細図№１
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壁：漆喰塗

出隅：杉　５０×５０　ＷＰ塗　Ｈ１１００
出隅：亜鉛めっき　コーナー保護金物
　　　ジョイントコンパウンド下塗
　　　ジョイントコンパウンド上塗
　　　漆喰塗

腰壁：杉羽目板ァ９張　巾１３５
　　　（相じゃくり）ＷＰ塗
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根太：４５×５４＠４５５

床：磁器質タイル張（既設のまま）

　玄関ホール廊下　

床：ヒノキ板張（乱尺）再取付

ＷＰ塗（ＲＡ種）

根太受：６０×１２０

根太：４５×５４＠４５５

根太受：６０×１２０

床：複合フローリングァ１５張

６０×６０

建具枠

中棚かまち：４５×９０

根太受：４５×９０

根太：４０×４５＠３６０

中棚：シナ合板ァ９

雑巾摺：２０×１５

木枠：杉　６５×５０

　　　ＷＰ塗

木枠：杉　６５×５０

　　　ＷＰ塗

木枠：杉　６５×５０　ＷＰ塗

木枠：杉　６５×５０　ＷＰ塗

傘立て板：杉　６５×７０　ＷＰ塗

９０×４５

あと施工アンカーＭ１０＠１８００

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

上框：杉　９０×６０　ＷＰ塗

巾木：杉　２０×７０　ＷＰ塗
上框：杉　９０×１５０　ＷＰ塗
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5050
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6,940
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7,200

7,100

70
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7
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51

0
7
05

2,520 1,800 2,52050 50
5050

既設黒板（アルミ製）を取付（寸法は平面詳細図による）

木枠：杉　６５×５０　ＷＰ塗

木枠：杉　６５×５０　ＷＰ塗

傘立て板：杉　６５×７０　ＷＰ塗

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

壁詳細図
既設のままを示す

凡例

腰詳細図

姿　図 1/50

姿　図 1/50

1/10

1/20

既設のままを示す 既設のままを示す

1/20

凡例凡例

1/20

物入

Ｄ

Ｄ
２

Ｄ Ｄ
３

Ｄ
４

Ｄ
５

Ｄ
６

１

Ｄ

Ｄ
２

７

７

1/20,50

1/20,50

断面図 1/201/20平面図

断面図 1/201/20平面図

Ｄ

Ｄ
２

７

各 部 詳 細 図 № １

掲示板（木枠）

傘立て板　 掲示板（木枠）

Ｘ１６

廊下ＦＬ

廊下ＦＬ

Ｙ５

棚板

Ｘ２９

保健室ＦＬ

上框（保健室）上框（玄関ホール・北棟ホール）

出隅（木製コーナー）
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項
平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1/10.20.50改修後　各部詳細図№１
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アルミ枠ァ１．５

スチール：３０ｘ３０ｘ６０　ァ３

取付Ｌ型プレート

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張
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木枠：杉　６５×５０

　　　ＷＰ塗

木枠：杉　６５×５０　ＷＰ塗

　　　ＷＰ塗

木枠：杉　６５×５０

木枠：杉　６５×５０　ＷＰ塗

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

1
,2

0
0

5,730

アルミ枠 樹脂コーナーガード

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張
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50 50
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（寸法は平面詳細図による）

既設ホワイトボード　線引（アルミ枠）を取付

木枠：杉　６５×５０　ＷＰ塗

木枠：杉　６５×５０　ＷＰ塗

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

掲示板専用合板ァ５．５の上掲示クロス張

符　号 数 量サイズ　ＷｘＨ サイズ　ＷｘＨ符　号 数 量

Ｄ
１１

1/50姿　図

断面図 1/20

1/20平面図

断面図 1/20
1/50姿　図

Ｄ
８

Ｄ Ｄ
９ １０

１
Ｄ
８

５，１００×１，３５０

Ｄ
９

５，６００×１，３５０ １

Ｄ
１０

７，０４０×１，３５０

Ｄ
１２

1/50姿　図

断面図

1/20,50

２

1/10

1/10,501/20,50

1/20平面図

各 部 詳 細 図 № ２

掲示板（木枠）

掲示板（木枠） 掲示板（アルミ枠）
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平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1/10.20.50改修後　各部詳細図№２
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註記）１．隅棟部分のアスファルトルーフィングは、重張の上に両方向へそれぞれ２５０ｍｍ以上増張をすること。
　　　２．棟部分のアスファルトルーフィングは、両方向へそれぞれ２５０ｍｍ以上重ね合わせること。

ヨコ胴縁：（杉）３６×１８

間柱：（杉）１５０×３０　＠４５５

　　下塗用　石膏プラスター

　　左官工事下地用塗布型接着増強剤

　　漆喰塗

壁：ＰＢァ１２．５

間柱：（杉）１５０×３０　＠４５５

壁：ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

　　下塗用　石膏プラスター

　　左官工事下地用塗布型接着増強剤

　　漆喰塗

ヨコ胴縁：（杉）３６×１８

　　　リブラスモルタル塗ァ２０

内壁：木ずり（杉）７×４０

間柱：（杉）１０５×３０　＠３０３

　　下塗用　石膏プラスター

　　左官工事下地用塗布型接着増強剤

　　漆喰塗

壁：ＰＢァ１２．５

巾木：（杉）ァ３５　ＷＰ塗

巾木：（杉）ァ３５　ＷＰ塗

幕板：杉板　巾１８０　下地調整
（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替

▲軒樋　取外シ（再利用）

見切縁：２５×２５　ＷＰ塗

壁上部：構造用合板ァ９（大壁仕様）
　　　　アスファルトルーフィング

リブラスモルタルァ２０下地

見切縁：４５×６０　ＷＰ塗

軒天：杉　巾１３５　ＷＰ塗

漆喰塗

▲ひも丸瓦　取外シ（再利用）

▲のし瓦　取外シ（再利用）

パッキン付きステンレスネジ
棟桟木　４３×４３
棟補強金物

棟土：モルタル

緊結線

防錆処理加工品ステンレスボルト

　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）
　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　Ｎ５０＠１５０で垂木毎に留付

　　　（緊結用釘加工）の上　葺替

＜既設再利用＞

　　　瓦緊結用釘　２．４φ×４５ｍｍ以上

下地：桟木（杉）１５×２１（防腐処理）

水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

雨押板　１５×９０

雨押板　１５×９０

▲軒樋　取外シ（再利用）

幕板：杉板　巾２１０　下地調整
（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替

壁見切：（杉）４０×５０　ＷＰ塗

壁見切：（杉）４０×５０　ＷＰ塗

１５×９０

面戸漆喰

面戸漆喰

捨谷：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

間柱：（杉）１５０×３０　＠４５５

漆喰塗
リブラスモルタル塗ァ２０
木ずり　７×４０

外壁：アスファルトルーフィング９４０

▲屋根：既設　平瓦再利用（唐草瓦・ケラバ瓦等共）

外壁：構造用合板ァ９（大壁仕様）

　　　杉板よろい下見張　ＷＰ塗

　　　アスファルトルーフィング９４０

見切縁：４５×６０　ＷＰ塗

軒天：杉　巾１３５　ＷＰ塗

見切縁：２５×２５　ＷＰ塗

壁上部：木ずり７×４０
　　　　アスファルトルーフィング

リブラスモルタルァ２０下地
漆喰塗

壁見切：（杉）４０×５０　ＷＰ塗

巾木：（杉）ァ３５　ＷＰ塗

巾木：（杉）ァ３５　ＷＰ塗

ヨコ胴縁：（杉）３６×１８

壁見切：（杉）５０×５０　ＷＰ塗

破風板：杉板　巾３３０　ＷＰ塗

▲土居のし瓦　取外シ（再利用）

▲土居のし瓦　取外シ（再利用）

▲ケラバ瓦　取外シ（再利用）

1/20外壁詳細図（Ｙ通各教室共通）

1/20

教 室 教 室

断面図 平面図

1/20間仕切壁

1/20

教 室 教 室

１１４条区画壁外壁詳細図（Ｘ通各教室共通）

棟木天端

鼻隠シ先

屋根（軒先）詳細図屋根（棟）詳細図 1/20

屋根（ケラバ）詳細図

外部

内部
　　　漆喰塗

平面図 断面図 平面図

内部外部

平面図

1/20

４．５

１０

４．５

１０

１０

４．０

1/20 1/20 1/20屋根（壁際）詳細図 屋根（玄関庇）詳細図

屋根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．６　瓦棒葺

　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　構造用合板ァ１２

１０
２．０

各 部 詳 細 図 № ３

断面図

外部 内部

断面図

外部 内部

屋根（妻面）詳細図

壁芯

壁芯

壁芯

鼻母屋天端

Ｙ通

壁芯Ｘ通

Ｙ通

Ｙ通

Ｘ通

Ｘ通Ｙ通

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

1/20改修後　各部詳細図№３
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特 一級建築士事務所　知事登録第1-699号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記 株式
会社 前 野 建 築 設 計事

図 面 名 称 縮 尺一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像項
NS

白川小学校耐震工事設計

平成25年 3月28日意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜便所棟＞外部・内部仕上表

既　設

改修後

既　設

軒 裏

既　設 サイディング張　撤去

仕 上部 位 部 位 部 位 仕 上仕 上 部 位 仕 上

改修後
建 具

　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）

　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　瓦座（先端）

　　　瓦緊結用釘　２．４φ×４５ｍｍ以上

＜既設再利用＞

　　　（緊結用釘加工）の上　葺替

下地：桟木（杉）１５×２１（防腐処理）

既　設 下　地：杉皮二枚重　撤去　　葺き土　撤去

屋　根：桟瓦葺き（葺き土有）　取外シ（再利用）

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

室名札Ｃ Ｈ 備 考
廻縁

内 部 仕 上 表 № １ （ 既 設 部 改 修 工 事 ）

■ 便 所 棟

アルミ水切（四周）新設

アルミＰＬ（柱廻り）　一部撤去

アルミサッシ（木タテ額縁・アルミ水切）　一部撤去
垂木（既設のまま）

２，１２５

下 地記号

上段：既設室名

下段：改修後室名 記号仕 上 Ｈ 記号仕 上

巾 木

下 地

床

６０木製巾木　女子便所 土間コンクリート フローリングブロックァ１５張

記号記号仕 上 下 地下 地 仕 上

腰 壁

木組下地

木組下地

壁

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

珪藻土塗　櫛引仕上

ケイカル板ァ６

一部タイル張木組下地

珪藻土塗　櫛引仕上

ケイカル板ァ６

シナ合板ァ４　目透シ張

ＵＣ塗

天 井

仕 上

外 部 仕 上 表 （ 既 設 改 修 工 事 ： 便 所 棟 ）

軒樋
改修後

軒樋：軒樋塩ビ製、じょうご　再取付

軒樋：軒樋塩ビ製、じょうご　取外シ
既　設

屋 根

改修後

木組下地（間柱（杉）

３０×１０５＠３０３）

６０ＦＷ３

・使用建築材料：特記なき限りＪＩＳ・ＪＡＳ認定品を使用すること。

合成樹脂調合ペイントＫ５５１６ＳＯＰ

【シックハウス対応策】

・使用建材：Ｆ☆☆☆☆（天井、壁、建具仕上材、接着剤、下地共）

・内部塗料は、Ｆ☆☆☆☆品　家具等Ｆ☆☆☆☆品

・クロルピリホス使用なし

２，１２５

２，１２５

・参考メーカー品番及び認定番号は同等品以上とする。

　　　　　なお、使用の確認については、受注業者からの材料承認願等によるものとする。

　※註１）「地域材」とは、亀山市内の森林から産出された木材とすること。

　※註２）「県産材」とは、三重県内の森林から産出された木材で、「三重の木」とは、三重県産の丸太を使用し、

　亀山市グリーン購入方針に規定する物品を使用すること。

　　　　　一定の規格基準に適合することを『「三重の木」利用推進協議会』により認証された木材製品をいう。

　併せて、備品及び消耗品（木材を原材料として使用した製品を含む）については、

・木材は原則として地域材を使用し、調達出来ない場合は県産材、国産材の順に使用すること。

　なお、県産材については「三重の木」認証材を優先して使用すること。

【仕上記号略号】

記号 ＪＩＳ番号 名称

【註記】

３０×１０５＠３０３）

木組下地（間柱（杉）

珪藻土塗　櫛引仕上

ケイカル板ァ６

プリント合板張
漆喰壁

木組下地
タイル張り

木組下地

ＵＣ塗

シナ合板ァ４　目透シ張
木組下地

木組下地 一部タイル張

木組下地

アルミ巾木 ２５０土間コンクリート 磁器質タイル張多目的便所 木組下地

男子便所

フローリングブロックァ１５張土間コンクリート ６０木製巾木　男子便所

２，１７５

ケイカル板ァ６

珪藻土塗　櫛引仕上

ＷＰ塗

木製巾木（杉）

ＰＢァ１２．５

タイル張

タテ樋：塩ビ製φ７５　撤去

タテ樋：塩ビ製φ６０（既設同等品）

窯業系サイディングァ１６　ヨコ張

胴縁：１８×４０＠４５５

水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

外 壁
改修後

屋根：既設　平瓦再利用（唐草瓦・ケラバ瓦等共）

アスファルトルーフィング９４０

木製巾木（杉）

ＷＰ塗
ＦＷ３ ６０女子便所 ２，１２５

Ｗ２３

Ｗ２２

Ｗ２２

A78



Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

Ｙ１６

Ｙ１５

北棟

Ｙ１１

渡り廊下（西） 渡り廊下（中央） 渡り廊下（東）

便所棟 Ｙ６

Ｙ５

南棟

Ｙ１

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

キ ー プ ラ ン

Ｘ３５
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2,7403,640

5051,7804559101,820910910 1,820 910 455 1,780 505

3,640 2,740

▲トイレブース

※アルミァ０．４加工（柱廻り）

※アルミァ０．４加工（柱廻り）

※アルミァ０．４加工（柱廻り）

建具枠：既製品ァ２５（既設同等品）

建具枠：既製品ァ２５（既設同等品）

▲トイレブース（シーリング新設）

▲トイレブース（シーリング撤去）

建具枠：既製品ァ２５（既設同等品）

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

展開記号

Ｂ

平成25年 3月28日

多目的便所

女子便所

北北

女子便所

男子便所

凡 例 凡例　（工事内容）

ｎ
木組壁・建具解体を示す 仕上取外シ 家具撤去を示す ● 既設のままを示す １１４条区画を示す家具詳細図番号を示す木組壁新設を示す

Ｋ

固定されていない家具・什器は
既設のままを示す 仕上材取外シ・下地撤去 ▲ 取外シ・再取付を示す 各部詳細図番号を示す既設のままを示す

区画ごとに本工事前に移設とする。

上段：改修後のＦＬ高さを示す±０
仕上・下地共撤去 ±０ 廊下ＦＬからのレベルを示す ※ 解体・撤去を示す ▲ 再取付を示す

±０ 下段：改修前のＦＬ高さを示す

＋５０

＋５０

1/50平面詳細図1/50平面詳細図

渡り廊下 渡り廊下

掃除具入

多目的便所

±０

前室

男子便所

ＹＪ

ＹＨ

ＹＧ

ＹＦ

ＹＥ

ＹＤ

ＹＣ

ＹＢ

ＹＡ

改修前

ＹＡ

ＹＢ

ＹＣ

ＹＤ

ＹＥ

ＹＦ

ＹＧ

ＹＨ

ＹＪ

Ｙ６

ｎ
Ｄ

Ｙ５
ＹＣ

Ｙ６

Ｙ５
ＹＣ

Ｘ０

ＸＦ

ＸＥ

ＸＤＸＣＸＢＸＡＸＡ ＸＢ ＸＣ ＸＤ

ＸＥ

ＸＦ

Ｘ０

便所棟 改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/50

意匠

意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝

改修前　改修後　　＜便所棟＞　平面詳細図　
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一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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杉板：下地調整（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替

杉板：下地調整（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替

杉板：下地調整（ＲＡ種）の上　ＷＰ塗替

▲換気フード脱着（設備工事）

▲換気フード脱着（設備工事）

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

Ｙ１６

Ｙ１５

北棟

Ｙ１１

渡り廊下（西） 渡り廊下（中央） 渡り廊下（東）

便所棟 Ｙ６

Ｙ５

南棟

Ｙ１

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

キ ー プ ラ ン

Ｘ３５

平成25年 3月28日

補修方法長さ（ｍ）幅（ｍｍ）

ｱ

補修方法長さ（ｍ）幅（ｍｍ） 番号

3

2

1

番号

クラック調査結果

1.5

0.8

0.3

0.15

0.15

0.15

ｲ

ｱ

補修方法長さ（ｍ）幅（ｍｍ）番号

ｲ

ｲ

ｲ

7

8

9

10

2.0

9.5

1.0

1.8

0.15

0.15

0.15

0.15

ｲ

5

4 0.6

0.3

0.15

0.60

ｱ

ｱ

ｱ6 0.6 0.15

補 修 方 法 凡 例

条 件

クラック幅１．０ｍｍを超える

クラック幅０．２ｍｍ以上、１．０ｍｍ以下

Ｕカットシール材充填工法

自動式エポキシ樹脂低圧注入工法

補 修 工 法

ｲ

ｱ

記号

仕上・下地共撤去

仕上材取外シ・下地撤去

既設のままを示す

仕上のみ撤去

凡 例

1/100 1/100西面立面図

1/100 1/100東面立面図

1/100

1/100

南面立面図

北面立面図

南面立面図

北面立面図

凡 例

既設のままを示す

1/100西面立面図

東面立面図 1/100

外壁：サイディング　撤去

工事内容

屋　根：桟瓦葺き（葺き土有）　取外シ（再利用）

下　地：杉皮二枚重　撤去　　葺き土　撤去

野地板：杉小巾板ァ１３　撤去

軒樋：軒樋ビ製、じょうご　取外シ

タテ樋：塩ビ製φ６０　撤去

建具：額縁　撤去

　　　（ヨコ：アルミ製、タテ：木製）

アルミァ０．４加工（柱廻り）　撤去

工事内容

　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）

　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　瓦座（先端）

＜既設再利用＞

　　　（緊結用釘加工）の上　葺替

下地：桟木（杉）１５×２１（防腐処理）

　　　瓦緊結用釘　２．４φ×４５ｍｍ以上

玄関壁：窯業系サイディングァ１６　ヨコ張

　　　　胴縁：１８×４０＠４５５

軒樋：軒樋ビ製、じょうご　再取付

タテ樋：塩ビ製φ６０

屋根：既設　平瓦再利用（唐草瓦・ケラバ瓦等共）

　　　　アスファルトルーフィング９４０

アルミ水切　新設

アルミァ０．４加工（柱廻り）　新設

改修前

改修後

Ｅ

Ｅ Ｅ

YJ YAXA XD

Y5 Y6YA YJXAXD

XA XD

XAXD

Ｅ

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ＢＢ

Ｃ

Ａ Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｅ Ｅ
Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

YJ YA

Y5 Y6YA YJ

ＣＢ

ＣＢ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｅ

Ｆ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ｆ

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜便所棟＞立面図 1/100
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※割栗石

●広小舞

●敷梁：１０５×１５０

●棟木：１０５×１０５

●広小舞

●敷梁：１０５×１５０ 　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）

　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　瓦座（先端）

▲下地：桟木（杉）１５×２１（防腐処理）

　　　構造用合板ァ１２　（葺土なし）

　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　瓦座（先端）

▲下地：桟木（杉）１５×２１（防腐処理）

　　　　胴縁：１８×４０＠４５５

　　　　アスファルトルーフィング

壁：窯業系サイディングァ１６　ヨコ張新

新 壁：窯業系サイディングァ１６　ヨコ張

※額縁：ヨコ（木製）

●額縁：ヨコ（アルミ製）

●土台: １０５×１０５

●額縁：ヨコ（アルミ製） ●額縁：タテ（木製）
※額縁：ヨコ（アルミ製）

●幕板 ●幕板

●垂木：５４×５４

▲のし瓦　（再利用）▲のし瓦　取外シ（再利用）

▲ひも丸瓦　（再利用）▲ひも丸瓦　取外シ（再利用）

（範囲は展開図による）

▲屋根：既設　桟瓦再利用（軒瓦・袖瓦共）
＜既設再利用＞

　　　（緊結用釘加工）の上　葺替
　　　瓦緊結用釘　２．４φ×４５ｍｍ以上

●桁梁：１０５×１５０●桁梁：１０５×１５０

※下地：杉皮二枚重　撤去　葺き土　撤去

▲桟瓦葺き（葺き土有）　取外シ（瓦再取付）

●垂木：５４×５４

●棟木：１０５×１０５

●額縁：ヨコ（木製）

●小屋貫: １５×９０

※火打梁：１２０×１２０ 火打梁：９０×９０新

●陸梁：１２０×１８０

●小屋貫：１５×９０

●陸梁：１２０×１８０

　　アスファルトルーフィング

　　胴縁：１８×４０＠４５５

※壁：ケイカル板ァ６　珪藻土塗　櫛引仕上

壁：ケイカル板ァ６　珪藻土塗　櫛引仕上新

●土台: １０５×１０５

新 モルタル金コテ仕上

●母屋：１０５×１０５●母屋：１０５×１０５

▲軒樋 ▲軒樋

※額縁：タテ（木製）

新 水切：カラーガルバリウム鋼板
　　　ァ０．４加工

※野地板：杉小巾板ァ１３

●窓マグサ

●アルミサッシ

●窓マグサ

●アルミサッシ

●窓台

●小屋束　１０５×１０５ ●小屋束　１０５×１０５

※外壁：サイディング張

●窓台：１０５×４５

◇窓台：１０５×４５
（範囲は展開図による）

（範囲は展開図による）

◇アルミサッシ
（範囲は展開図による）

4. 5

10

4. 5

10

平成25年 3月28日

　見掛り材（大工工事にて撤去とする）

凡 例

解体・撤去を示す

コンクリート　カッター切を示す

コンクリート　目荒シを示す

一部撤去を示す

既設のままを示す

コンクリート解体を示す

既設のままを示す

見隠れ材、見掛り材撤去を示す

　見隠れ材（一般人夫にて撤去とする）

取外し・再取付を示す

一部取外し・再取付を示す

凡 例

新設を示す

既設のままを示す

既設のままを示す

再取付を示す

一部再取付を示す

１１４条区画を示す

1/30矩 計 図 1/30矩 計 図

男子便所男子便所

改修前

設計ＧＬ

XD XA XD XA

設計ＧＬ

　ＦＬ

　軒高 　軒高

　ＦＬ

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

改修前　改修後　＜便所棟＞矩計図 1/30

A81
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計



壁見切 ２５×３５

※壁：珪藻土塗　櫛引仕上

　　　ケイカル板ァ６

※壁：タイル張
　　　ケイカル板ァ６

※壁：珪藻土塗　櫛引仕上

※壁：珪藻土塗　櫛引仕上

　　　ケイカル板ァ６

※木製巾木

※木製巾木

額縁 ２５×３５

壁見切：杉　５０×５０　ＷＰ塗

壁見切：杉　５０×５０　ＷＰ塗
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▲トイレブース

▲壁取付シーリング充填

▲壁取付シーリング充填

※ ※

※建具（建具表による）

※建具（建具表による）

※建具（建具表による）
▲トイレブース（壁取付シーリング撤去）

▲トイレブース（壁取付シーリング撤去）

※

▲トイレブース

▲壁取付シーリング充填

女子便所　Ａ面 女子便所　Ｂ面 女子便所　Ｃ面 女子便所　Ｄ面

多目的便所　Ａ面 多目的便所　Ｂ面 多目的便所　C 面

男子便所　Ａ面 男子便所　B 面 男子便所　C 面 男子便所　D 面

多目的便所　D 面

前室　B 面 前室　D 面前室　C 面前室　A　面

女子便所　Ａ面 女子便所　Ｂ面 女子便所　Ｃ面 女子便所　Ｄ面

多目的便所　Ａ面 多目的便所　Ｂ面 多目的便所　C 面 多目的便所　D 面

男子便所　Ａ面 男子便所　B 面 男子便所　C 面 男子便所　D 面

前室　A　面 前室　B 面 前室　C 面 前室　D 面

ＦＷ３ Ｗ２３

Ｗ２２

平成25年 3月28日

凡例　（工事内容）

既設のままを示す 仕上材取外シ ● 既設のままを示す家具撤去を示す

固定されていない家具・什器は
仕上材取外シ・下地撤去 ▲ 取外シ・再取付を示す

区画ごとに本工事前に移設とする。

仕上・下地共撤去 ※ 解体・撤去を示す

ＹＣＹＦ ＹＣ ＹＦＸＥ ＸＣＸＥＸＣ

ＸＡ

ＸＤ ＸＤ

ＸＤ ＸＡＸＤＹＡＹＣ ＹＡ ＹＤ

ＸＡＸＤＸＡ ＸＤ ＹＪ ＹＦ ＹＪＹＦ

ＸＡ ＸＣ ＸＡＸＣＹＤＹＦ ＹＤ ＹＦ

Ｗ２０

Ｗ２２
Ｗ２３ＦＷ３

ＸＡ ＸＤ ＹＪ ＹＦ ＸＤ ＸＡ ＹＦ ＹＪ

ＸＡ ＸＣ ＹＦ ＹＤ ＸＣ ＸＡ ＹＤ ＹＦ

Ｗ２２

ＦＷ３

ＸＡ ＸＤ ＹＣ ＹＡ ＸＤ ＸＡ ＹＡ ＹＤ

ＸＣ ＸＥ ＹＦ ＹＣ ＸＥ ＸＣ ＹＣ ＹＦ

ＸＤ ＸＤ

仕上概要 凡例　（工事内容）

ＰＢァ１２．５ 家具詳細図番号を示す
木製巾木（杉）　Ｈ６０　ＷＰ塗

タイル張

各部詳細図番号を示す

ケイカル板ァ６

珪藻土塗　櫛引仕上 ▲ 再取付を示す

改修前便所棟

ｎ
Ｋ

ｎ
Ｄ

改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項

意匠

意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝

改修前　改修後　＜便所棟＞　展開図 1/100

A82
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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3,640 2,740

910 1,820 910 455 1,780 505

3,640 2,740

Ｘ１ Ｘ１９

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２４ Ｘ２９ Ｘ３４

Ｙ１６

Ｙ１５

北棟

Ｙ１１

渡り廊下（西） 渡り廊下（中央） 渡り廊下（東）

便所棟 Ｙ６

Ｙ５

南棟

Ｙ１

Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１１ Ｘ１６ Ｘ２２Ａ Ｘ２７Ａ Ｘ３４

Ｘ１ Ｘ１９ Ｘ２９ Ｘ３５

キ ー プ ラ ン

Ｘ３５

平成25年 3月28日

ＸＣ

ＸＤ

ＸＥ

女子便所

多目的便所

男子便所

前室

仕上材取外シ・野縁（野縁受共）撤去

仕上材取外シ

凡 例

既設のままを示す

仕上材・木ずり（野縁共）撤去

仕上材・野縁（野縁受共）撤去

▲

※

取外し・再取付を示す

解体・撤去を示す

天井伏図 1/100

Ｙ６

Ｙ５

ＹＡ

ＹＪＹＪ

ＹＡ

ＹＣ

ＹＥ

ＹＧ

ＹＨ

ＹＢ

ＹＤ

ＹＦ

ＸＡ

ＸＢ
ＸＦ

Ｘ０ ＸＣ

ＸＤ

ＸＥ

女子便所

多目的便所

男子便所

前室

天井伏図 1/100

Ｙ６

Ｙ５

ＹＡ

ＹＪＹＪ

ＹＡ

ＹＣ

ＹＥ

ＹＧ

ＹＨ

ＹＢ

ＹＤ

ＹＦ

ＸＡ

ＸＢ
ＸＦ

Ｘ０

凡 例

既設のままを示す

野縁（野縁受共）新設範囲を示す

木ずり（野縁共）新設範囲を示す

▲ 再取付を示す

改修前便所棟 改修後

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

意匠 1/100改修前　改修後　＜便所棟＞天井伏図

A83
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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アルミパネル

網戸（ＳＵＳ）撤去・新設

※　　　既設のままを示す

※木額縁
※アルミァ０．４加工（柱廻り）

※アルミァ０．４加工（柱廻り）※木額縁

※アルミァ０．４加工（柱廻り）

Ｐ Ｐ

女子便所

男子便所

多目的便所

凡 例

既設のままを示す

撤去建具を示す

脱着建具を示す

※
網戸新設を示す

仕 上

見 込 　 硝 子

高圧メラミン樹脂化粧板

符 号 名 称 数 量 １トイレブース

1/50

姿 図

備 考 女子便所

符 号 名 称 数 量 引違イアルミサッシ 引違イアルミサッシ１ １ 引違イアルミサッシ ６引違イアルミサッシ８

＜ 撤 去 ・ 改 修 ＞ 建 具 表 1/50

備 考

金 物

仕 上

見 込 　 硝 子 ７０

アルミ（シルバー）

女子便所

フロートァ３

女子便所

７０

アルミ（シルバー）

フロートァ３ ７０

アルミ（シルバー）

女子便所、多目的便所、男子便所

フロートァ３

木額縁、アルミカバー（柱廻り）、クレセント、アングルピース、付属金物一式

７０

女子便所、多目的便所、男子便所

フロートァ３

木額縁、アングルピース、付属金物一式

姿 図

７０

アルミ（シルバー）

フロートァ３

仕 上

見 込 　 硝 子 ７０

アルミ（シルバー）

フロートァ３

備 考

アルミ（シルバー）

便所入口男子便所男子便所、女子便所

１引違イアルミサッシ

1/50

符 号 名 称 数 量 引違イアルミサッシ １ １

＜ 既 設 ＞ 建 具 表

両開キアルミドア

姿 図

金 物 ステンレス巾木、丁番、戸当り、ラッチ、付属金物一式 ステンレス巾木、丁番、戸当り、ラッチ、付属金物一式

高圧メラミン樹脂化粧板

男子便所

トイレブース １

＜ 既 設 建 具 脱 着 ＞ 建 具 表

1/200建 具 符 号 図

木額縁縁、アングルピース、付属金物木額縁、クレセント、アングルピース、網戸、アルミ水切、付属金物一式

便所棟

ＫＡＷ

３
ＫＡＤ

ＫＡＷ

ＫＡＷ

ＫＡＷ

ＫＡＷ

ＫＡＷ

ＫＡＷ

ＫＡＷ

ＫＡＷ

ＫＡＷ

７

７

７

７

７

７

７

７

ＸＡ ＸＤ

ＹＡ

ＹＪ

１

１

ＫＡＷ
３

ＫＡＷ
３

ＫＡＷ
２

ＫＴＢ
１

ＫＴＢ
２

１
ＫＴＢ

ＫＡＷ
３ ３

ＫＡＷ ＫＡＷ
７

ＫＡＷ
７

３
ＫＡＤＫＡＷ

２
ＫＡＷ
１

ＫＴＢ
２

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
平成25年 3月28日 1/50.200既　設　改修前　改修後　＜便所棟＞建具符号図、建具表一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

意匠

A84
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計

※

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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註記 屋根瓦撤去工事までに仮設工事を完了させること

註記 屋根瓦撤去工事までに仮設工事を完了させること

（仮設工事）屋根面養生

　　　　　　　ラワンベニヤ　ビニールシート張程度

　　　　　　　ラワンベニヤ　ビニールシート張程度

（仮設工事）屋根面養生
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（但し学校が休日の時、及び指定時間帯のみの出入とする）

既存門扉

工事関係者通路
通用口：鋼製片開キ戸（１期）

キャスターゲート

職員・生徒用通路

（２期）（１期）

工事作業エリア

▲隣地境界線

生徒便所棟

工事作業エリア

運動場

コンクリートポンプ車及び資材搬入通路（１期～２期）

工事作業エリア
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（２期）
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仮囲い：成形鋼板Ｈ＝２０００

仮囲い：成形鋼板Ｈ＝２０００

職員・生徒用通路

（１期・３期・４期）
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教室棟
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仮囲い：成形鋼板Ｈ＝２０００
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現場事務所（７０㎡程度）
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北

小屋裏面仮設工事図（南・北棟）

小屋裏面仮設工事図（便所棟）

設計ＧＬ

設計ＧＬ

交通整理員配置

※交通誘導員は、仮設材、コンクリート打設時等大型車両の

※交通誘導員は、仮設材、コンクリート打設時等大型車両の

交通整理員配置

　出入りが多い時に配置する

　出入りが多い時に配置する

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
1/500意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 仮設計画図（外部廻り）・小屋裏面仮設工事図

A85
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計

1/500
1/500２ 期 工 事 仮 設 図

1/500４ 期 工 事 仮 設 図

仮設計画図（外部廻り）
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防音シート養生

くさび緊結式足場　建地Ｗ＝６００

生徒便所棟

仮間仕切①

単管一本足場

防音シート養生

仮間仕切③仮間仕切① 仮間仕切②

仮囲い：成形鋼板Ｈ＝２０００ 通用口：鋼製片開キ戸

くさび緊結式足場　建地Ｗ＝６００

防音シート養生

仮間仕切④

単管一本足場　防音シート養生

単管一本足場　防音シート養生

通用口：鋼製片開キ戸

大

小

小大

大
仮囲い：成形鋼板Ｈ＝２０００

単管一本足場　防音シート養生

男子生徒用仮設便所女子生徒用仮設便所

通用口：鋼製片開キ戸

手
洗
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手
洗
い

仮設計画図 1/200

３・４年教室 ５年教室
パソコン教室

図書室

廊下

註記 ・　　　改修工事範囲外を示す

・　　　改修工事を示す

註記 ・　　　改修工事範囲外を示す

・　　　改修工事を示す

渡り廊下（中央）

ホール

仮設間仕①切姿図
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物入

脱衣室

シャワー

廊下
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渡り廊下（中央）
渡り廊下（東）

仮設計画図 1/200

仮設間仕④切姿図

仮設間仕①切姿図 仮設間仕②切姿図 仮設間仕③切姿図

渡り廊下（西）

２期工事１期工事

７月～１１月 １２月～３月

1/100

1/500１期工事キープラン図 1/500２期工事キープラン図

1/100

1/100 1/100 1/100

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 仮設計画図（内部廻り）№１ 1/100.200

A86
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計
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間
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防音シート養生

くさび緊結式足場　建地Ｗ＝６００

仮囲い：成形鋼板Ｈ＝２０００

仮間仕切①

仮間仕切②

単管一本足場　防音シート養生

単管一本足場　防音シート養生

単管一本足場　防音シート養生

単管一本足場　防音シート養生仮囲い：成形鋼板Ｈ＝２０００

既設パーティション間仕切（移動本工事）

註記 ・　　　改修工事範囲外を示す

・　　　改修工事を示す

註記 ・　　　改修工事範囲外を示す

・　　　改修工事を示す

仮設間仕①切姿図

仮設間仕①切姿図 仮設間仕②切姿図

廊下

家庭科室

北棟ホール

２年教室

廊下
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仮設計画図 1/200 仮設計画図 1/200

やまもも教室５年教室 ６年教室 ３年教室

１年教室

３期工事 ４期工事

４月～８月 ９月～１月

1/500 1/500３期工事キープラン図 ４期工事キープラン図

1/100
1/100 1/100

特
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

記

事
図 面 名 称 縮 尺

項
意匠 一級建築士　第304509号　水谷　浩

一級建築士　第320204号　前野　将輝意匠

平成25年 3月28日 仮設計画図（内部廻り）№２ 1/100.200

A87
一級建築士事務所　知事登録第1-699号

一級建築士　大臣登録第117489号 前　野　初　像

白川小学校耐震工事設計
株式
会社 前 野 建 築 設 計


